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昭
和
六
十
一
年
二
月

北
上
川
下
流
域
に
は
、
祖
先
が
の
こ
し
た
数
多
く
の
遺
跡
が
あ
り
、
文
化
財
の
宝

庫
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
長
い
歴
史
の
中
で
創
造
さ
れ
育
ま

れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
愛
護
し
、
活
用
す
る
と
と
も
に
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
私
達
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

当
教
育
委
員
会
は
、
周
知
の
文
化
財
遺
跡
と
し
て
、
文
化
財
標
柱
が
設
置
さ
れ
て

い
る
『
小
泊
古
碑
群
』
が
、
国
道
三
九
八
号
線
の
改
良
工
事
計
画
に
伴
い
遺
跡
の
緊

急
調
査
が
必
要
と
な
り
、
記
録
保
存
と
現
状
保
存
上
適
切
な
措
置
を
と
る
た
め
の
調

査
を
計
画
し
、
こ
の
指
導
を
宮
城
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
に
仰
ぎ
ま
し
た
。

幸
い
に
も
石
巻
市
教
育
委
員
会
、
日
本
考
古
学
協
会
員
の
中
村
光
一
氏
、
石
巻
石

仏
研
究
会
の
高
橋
精
一
氏
、
勝
倉
元
吉
郎
氏
、
当
河
北
地
区
文
化
財
保
護
委
員
長
の

紫
桃
正
隆
氏
の
快
諾
を
得
て
調
査
に
着
手
し
、
そ
の
献
身
的
な
御
努
力
に
よ
り
予
定

ど
お
り
板
碑
群
の
発
掘
調
査
が
終
了
し
、
こ
こ
に
成
果
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
、
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
、
文
化
財
に
対
す
る
御
理
解
の
一

助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
御
指
導
と
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
石
巻

土
木
事
務
所
、
北
上
町
役
場
を
は
じ
め
、
炎
天
下
の
発
掘
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
西
條
久
雄
氏
他
地
元
の
数
多
く
の
方
々
の
御
労
苦
に
対
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

序

教
育
長

千
葉
和
音

桃
生
郡
河
北
地
区
教
育
委
員
会

す
。

す
。

昭
和
六
十
一
年
二
月

森

清

隆

国
定
公
圏
南
三
陸
金
華
山
に
指
定
さ
れ
て
い
る
中
で
、
北
上
町
相
川
地
区
は
、
永

年
、
太
平
洋
の
怒
濤
に
よ
り
造
形
さ
れ
た
断
崖
、
奇
岩
が
つ
ら
な
り
、
松
の
自
然
林
、

紺
碧
の
海
等
、
誠
に
風
光
明
媚
な
景
観
を
持
っ
て
い
る
、
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
、

豊
か
な
風
土
に
恵
ま
れ
た
、
実
に
素
晴
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
海

岸
沿
い
を
走
る
、
一
般
国
道
三
九
八
号
は
、
屈
曲
が
多
く
、
急
勾
配
で
、
巾
員
も
狭
く
、

地
域
の
開
発
、
発
展
の
妨
げ
と
な
り
、
又
、
昨
今
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

に
も
対
応
出
来
な
い
現
状
で
す
。
こ
れ
等
を
解
消
す
る
た
め
に
、
抜
本
的
な
道
路
改

良
計
画
が
樹
立
さ
れ
、
こ
の
た
び
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

工
事
に
先
が
け
、
当
地
域
に
散
在
し
て
い
る
、
祖
先
が
残
し
た
文
化
遺
産
で
あ
る
、

大
量
の
板
碑
群
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
中
世
期
に
造
ら
れ
た
、
き
わ
め

て
貴
重
な
、
地
下
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
先
人
の
遺
跡
を
、

後
世
ま
で
引
継
ぐ
た
め
に
、
丁
重
に
保
存
し
、
又
、
調
査
成
果
を
ま
と
め
、
報
告
書

と
し
て
、
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
ま

こ
の
調
査
に
あ
た
り
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
河
北
地
区
教
育
委
員
会
を

は
じ
め
、
関
係
各
位
に
、
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
す
と
共
に
、
本
書
が
広
く
活
用

さ
れ
、
先
人
を
し
の
び
、
遺
業
を
讃
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
切
に
お
願
い
い
た
し
ま

石
巻
土
木
事
務
所
長



西
條
久
雄

右

館

田

虎

弥

太

五
、
本
書
に
使
用
し
た
「
空
中
写
真
」
は
佐
々
木
清
孝
氏
宅
で
保
管
の
二
九

X
二
四
セ

ン
チ
カ
ラ
ー
を
使
用
し
、
ま
た
「
調
査
区
設
定
図
」
及
び
「
中
世
板
碑
・
近
世

墓
石
分
布
図
」
に
用
い
た
地
形
図
は
、
石
巻
土
木
事
務
所
が
作
成
し
た
百
分
の

一
地
形
実
測
図
を
使
用
し
た
。
な
お
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
こ
と
わ
ら
な
い

限
り
国
土
地
理
院
発
行
二
万
五
千
分
の
一
の
地
形
図
を
使
用
し
て
い
る
。

六
、
土
色
表
示
に
つ
い
て
は
「
新
版
標
準
土
色
帖
」
（
小
山
・
竹
原
）
に
よ
っ
た
。

七
、
本
発
掘
調
査
で
得
た
図
面
、
写
真
等
の
諸
記
録
及
び
「
中
世
遺
構
」
に
関
連
す

る
出
土
遺
物
は
河
北
地
区
教
育
委
員
会
が
こ
れ
を
保
管
し
、
「
近
世
遺
構
」
に

例

。
元

同

一
、
本
書
は
、
昭
和
六
十
年
夏
季
に
実
施
し
た
宮
城
県
桃
生
郡
北
上
町
『
小
泊
遺
跡
』

の
発
掘
調
査
報
告
書
で
あ
り
、
先
に
発
表
し
た
新
聞
報
道
や
説
明
会
等
々
と
異

な
る
内
容
が
あ
る
と
き
は
本
書
が
優
先
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
書
の
執
箪
は
調
査
担
当
者
、
紫
桃
、
中
村
、
勝
倉
、
高
橋
、
四
人
の
協
議
の

も
と
に
分
担
し
、
各
々
文
末
に
そ
の
執
筆
者
名
を
記
し
た
。

三
、
本
書
の
編
集
、
図
面
作
成
、
写
真
整
理
、
遺
物
整
理
は
次
の
分
担
に
よ
っ
た
。

遺
物
整
理
・
実
測
図
面
作
成
ト
レ
ー
ス
・
拓
本
作
成

佐
藤
敏
幸
•
高
橋
義
明
•
鈴
木
雅
文
・
弓
明
義
•
鈴
木
伸
•
北
林
章
仁

西
村
博
幸
•
中
村
光
一

蝙
集
・
写
真
整
理
中
村
光
一
•
佐
藤
敏
幸

四
、
本
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
位
よ
り
御
指
導
と
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

。
尚
綱
女
子
短
期
大
学
佐
藤
正
人

。
河
北
地
区
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
委
員

a 

関
す
る
出
土
遺
物
は
地
権
者
、
佐
々
木
孝
志
氏
宅
で
保
管
の
上
出
土
人
骨
は
同

氏
が
改
葬
し
て
い
る
。
な
お
、
発
見
さ
れ
た
中
世
板
碑
は
道
路
改
修
工
事
完
了

後
路
屑
東
側
の

一
部
を
整
地
し
、
一
括
当
該
地
に
整
理
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

八
、
報
告
文
中
の
板
碑
及
び
墓
石

NO
は
、
絹
年
体
で
整
理
し
、
古
い
順
よ
り
算
用
数

字
で
付
番
し
整
理
し
て
あ
る
。

尚
、
現
地
の
板
碑
に
付
し
た
旧
番
と
対
照
の
利
便
を
は
か
る
た
め
、
板
碑
の

解
説
お
よ
び
小
泊
中
世
板
碑
一
覧
表
に
は
、
旧
番
を
併
記
し
、
そ
の
対
応
を
示

し
て
あ
る
。

九
、
第
四
章
に
お
け
る
板
碑
図
版
に
挿
入
の
ス
ケ
ー
ル
は
全
て
全
長
二
十
丑／
の
表
示

と
し
、
内
十
丑ノ
に
つ
い
て
は

一丑／
毎
の
目
盛
表
示
を
付
し
て
あ
る
。



九

、

作

業

員

八
、
調
査
補
助
員

七
、
調
査
協
力
員

六
、
調
査
担
当
者

三

、

調

査

期

間

四

、

発

掘

面

積

五
、
調
査
主
体
者

在

一
、
遺
跡
の
名
称

二
、
所

地

調

査

要

項

（同（

同

右

（
東
北
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
）

谷

津

俊

幸

（

同

経

済

学

部

経

済

学

科

）

佐
々
木
清
孝
•
佐
々
木
善
作
•
佐
々
木
勝
夫
•
阿
部
啓

一

阿
部
千
代
子
•
佐
々
木

及
川
一
男

今
野
清
幸

佐
藤
敏
幸

右

広
．
勝
倉

西
條
久
雄

館
岡
栄
志

伊
藤
良
一

同

右
右

河
北
地
区
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
委
員
）

同

右

）

高
橋
安
原

星
夫

社
会
教
育
主
事

派
遣
社
会
教
育
主
事

宏

遠

藤

定

治

同
右

同

右

教

育

次

長

和
音

宇
都
宮
正
義

千
葉

小
泊
遺
跡

宮
城
県
桃
生
郡
北
上
町
十
三
浜
字
小
泊
十
五
ー
一

・
十
四
・
十

昭
和
六
十
年
八
月
十
九
日
！
九
月
七
日

二
百
三
十
平
方
ぃい

宮
城
県
石
巻
土
木
事
務
所

北
上
町

河
北
地
区
教
育
委
員
会

紫
桃
正
隆
（
河
北
地
区
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
委
員
長
）

中
村
光
一
（
石
巻
市
教
育
委
員
会
・
日
本
考
古
学
協
会
員
）

佐
藤
則
之
（
宮
城
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
•
同
右

阿

部

博

志

（

同

右

勝
倉
元
吉
郎
（
石
巻
石
仏
研
究
会
会
長
）

高
橋
精

一

（

同

副

会

長

）

純
•
佐
々
木
克
弥

|
-

十
、
調
査
協
力
者

河
北
地
区
教
委
教
育
長

卜
白
I
、5
i
`

佐
々
木
穂
積
•
佐
々
木
国
昭

尚
網
女
子
短
期
大
学
佐
藤
正
人

宮
城
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
藤
沼
邦
彦

宮
城
県
石
巻
高
等
学

校

佐

藤

雄

一

元
河
北
地
区
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
委
員

石
材
加
工
店
亀
井
久
兵
衛

石
巻
古
文
書
の
会
庄
司
恵
一
・
大
森
善
市
・
高
橋
吉
秋

林
吉
男
•
林
哲
子
・
柏
山
幸
子

阿
部
わ
か
子
・
中
村
守
•
西
島
恵
美

石
巻
市
湊
字
筒
場
佐
藤
敬
也

佐
々
木
孝
志
•
同
ふ
か
子
・
佐
々
木
清
孝

十
一
、
調
査
事
務
局

社
会
教
育
指
導
員

館
田
虎
弥
太



一
、
調
査
に
至
る
経
過
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
6

二
、
遺
跡
の
位
置
と
自
然
環
境
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
6

三
、
小
泊
遺
跡
（
板
碑
群
）
に
関
す
る
研
究
史
…
…
…
…
…
…
…

•
6

四
、
遺
跡
の
範
囲
と
調
査
地
点
及
び
基
本
層
位
…
…
…
…
…
…
…

•
9

第
二
章
調
査
の
方
法
と
経
過

一
、
調
査
の
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
1
0

二
、
調
査
の
経
過
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
1
0

第
三
章
近
世
の
遺
構
と
遺
物

一
、
調
査
前
の
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
1
2

二
、
発
見
さ
れ
た
墓
壊
と
副
葬
品
の
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
1
2

三
、
近
世
墓
碑
に
つ
い
て
の
考
察

①
は
じ
め
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
3
3

②
墓
碑
素
材
の
採
集
地
に
つ
い
て
の
推
定
…
…
…
…
…
…
…

•
3
3

③
蓮
座
を
主
と
し
た
荘
厳
紋
様
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…

•
3
6
8
 

⑭
ま
と
就
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．

3

第
四
章
中
世
の
遺
構
と
遺
物

一
、
地
山
掘
り
込
み
溝
状
遺
構
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
4
0

序第
一
章
章

調
査
要
項

例

は
じ
め
に

戸 目
十
三
浜
の
歴
史
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
1

、h
;A 

二
、
不
整
円
形
ピ
ッ
ト
と
焼
石
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
4
1

三
、
中
世
板
碑
（
各
基
解
説
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
4
7

第
五
章
中
世
遺
構
の
考
察

一
、
地
山
掘
り
込
み
溝
状
遺
構
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
8
5

二
、
不
整
円
形
ピ
ッ
ト
と
焼
石
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
8
5

三
、
A

地
区
板
碑
群
の
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
8
6

無
紀
年
法
名
板
碑
の
推
定
年
代
…
…
…
…

•
8
7

五
、
ま
と
め
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
8
9

第
六
章
中
世
板
碑
に
つ
い
て
の
考
察

一
、
形
態
と
大
き
さ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
9
1

二
、
素
材
…
…
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旧
十
三
浜
村
は
昭
和
三
十
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
橋
浦
村
と
合
併
し
て
北
上
町
に

改
め
ら
れ
、
桃
生
郡
内
に
絹
入
さ
れ
た
。
大
河
文
化
圏
の
中
の
橋
浦
地
区
と
、
海
浜

文
化
圏
の
中
で
推
移
し
た
十
三
浜
と
で
は
、
風
土
、
歴
史
背
景
と
も
に
異
質
の
も
の

が
あ
り
、
特
に
歴
史
研
究
の
場
で
は
十
三
浜
地
区
は
本
来
は
本
吉
郡
の
文
化
圏
と
同

じ
環
境
、
条
件
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
先
ず
念
頭
に
置
き
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

十
三
浜
が
本
吉
郡
南
方
の
う
ち
の
南
西
部
三
ケ
浜
と
、
北
東
部
の
十
ケ
浜
が
合
併

し
て
「
村
」
と
し
て
成
立
し
た
の
が
明
治
二
十
二
年
で
あ
る
。
村
名
の
由
来
は
そ
れ

を
構
成
す
る
浜
の
数
に
よ
る
と
い
う
き
わ
め
て
簡
明
な
理
由
に
よ
る
。
南
か
ら
追
波

の
丸
山
山
崎
を
起
点
に
、
吉
浜
、
月
浜
、
立
神
、
長
塩
谷
、
白
浜
、
小
室
、
大
室
、

小
泊
、
相
川
、
小
指
、
大
指
、
小
滝
と
十
三
の
浜
が
続
き
、
北
の
名
勝
神
割
崎
の
戸

倉
寺
浜
を
以
て
志
津
川
町
へ
と
境
す
る
。

地
形
、
地
勢
は
北
上
川
河
口
沿
い
の
平
地
部
を
除
き
、
殆
ど
が
標
高
約
五

o
o
::;

の
翁
倉
山
系
の
高
地
を
西
の
背
面
に
置
き
、
東
は
海
に
面
し
て
展
け
る
東
西
約
九
粁
、

南
北
約
四
粁
の
細
長
い
形
を
な
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
浜
は
湾
曲
の
少
な
い
い
わ
ゆ
る
リ

ア
ス
式
海
岸
に
面
し
て
山
間
の
は
ざ
ま
に
点
綴
す
る
純
然
た
る
小
海
浜
の
部
落
で
、

各
浜
と
も
き
り
立
っ
た
自
然
の
隔
壁
に
は
ば
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
陸
の
孤
島
さ
な

が
ら
に
独
立
を
強
い
ら
れ
、
昔
は
隣
接
の
浜
に
至
る
に
も
、
言
語
を
絶
し
た
難
所
の

峠
を
越
え
る
か
、
あ
る
い
は
船
に
よ
っ
て
連
絡
し
合
う
か
し
か
、
交
通
の
手
段
は
な

こ°

カ
っ

t
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十
三
浜
は
文
化
財
の
豊
庫
と
い
え
る
。
文
化
財
の
豊
か
さ
は
そ
の
時
代
の
人
間
集

団
の
高
い
生
活
水
準
と
、
歴
史
の
深
淵
を
象
徴
す
る
。
一

例
を
先
史
、
古
代
の
埋
蔵

文
化
財
の
分
野
に
求
め
て
も
、
縄
文
晩
期
の
長
塩
谷
貝
塚
、
小
室
家
平
、
大
室
遺
跡

序
章

十
三
浜
の
歴
史

（
包
含
地
）
、
相
川
貝
塚
、
大
指
畳
石
、
松
ノ
坂
、
浪
田
遺
跡
（
包
含
地
）
な
ど
が
あ

る
し
、
未
調
査
（
未
発
掘
）
な
が
ら
平
安
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
古
墳
群
も
発
見

で
き
る
。
そ
し
て
各
浜
を
通
し
て
「
平
泉
藤
原
氏
」
あ
る
い
は
「
義
経
」
に
関
す
る

(
4
)
 

伝
説
も
多
い
の
も
特
徴
の
一
っ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

中
世
に
入
る
と
板
碑
を
含
む
石
造
物
、
古
城
館
址
に
代
表
さ
れ
る
そ
の
時
代
の
遺

跡
、
遺
構
、
遺
物
な
ど
が
数
多
く
発
見
で
き
る
。
極
論
か
も
知
れ
ぬ
が
、
十
三
浜
は

中
世
的
歴
史
色
彩
が
そ
の
主
流
を
占
め
て
い
た
と
評
し
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

板
碑
群
に
つ
い
て
は
今
回
は
小
泊
地
区
で
そ
の
領
域
の
調
査
が
対
象
と
な
る
の
で
、

本
項
で
は
詳
し
く
は
触
れ
な
い
が
、
昭
和
五
十
八
年
度
に
長
塩
谷
に
於
て
発
掘
調
査

(5
)
 

が
行
わ
れ
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
実
績
が
あ
る
。
そ
し
て
各
浜
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
板

碑
造
立
が
確
認
さ
れ
、
今
後
の
調
査
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
現
況
に
あ
る
。
お

そ
ら
く
地
区
全
域
で
の
板
碑
総
数
は
三
百
基
前
後
に
達
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

板
碑
解
説
は
別
項
で
詳
述
さ
れ
る
の
で
、
出
来
る
だ
け
重
複
を
避
け
た
い
が
、
そ

の
要
旨
だ
け

ニ―
I[]

し
て
お
き
た
い

。
本
来
、
板
碑
造
立
の
思
想
は
関
東
武
士
団
の
葬

祀
風
習
が
奥
羽
の
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
移
動
、
伝
承
の
媒
体
は
、

や
は
り
、
み
ち
の
く
へ
の
移
住
、
出
入
の
関
東
武
士
に
依
っ
た
と
考
え
る
の
が
至
当

で
あ
る
。
東
北
地
方
の
板
碑
は
関
東
武
蔵
野
地
方
の
も
の
に
近
い
形
式
を
と
っ
て
い

(6
)
 

る
こ
と
か
ら
、
東
北
地
方
の
板
碑
は
武
蔵
野
板
碑
の
文
化
移
動
と
論
ず
る
学
者
も
い

る
。
と
も
あ
れ
、
同
じ
ル
ー
ト
の
も
と
に
輸
入
さ
れ
た
風
習
が
、
各
地
に
定
着
す
る

段
階
で
、
そ
の
地
独
自
の
板
碑
と
し
て
特
徴
を
顕
わ
す
と
こ
ろ
に
興
味
を
覚
え
る
。

宮
城
県
内
の
板
碑
分
布
の
現
状
は
、
特
に
仙
北
に
於
て
は
石
巻
周
辺
が
そ
の
建
立

の
中
心
地
で
あ
る
観
を
呈
し
て
い
て
、
葛
西
領
内
も
北
上
川
を
遡
上
す
る
こ
と
で
分

布
密
度
が
う
す
く
な
る
。
こ
の
事
実
は
北
上
川
を
辿
っ
て
奥
地
へ
滲
透
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
、
大
河
の
果
し
た
出
入
路
、
輸
送
路
と
し
て
の
役
割
を
別
な
意
味

で
改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
に
於
て
、
大
河
の
周
辺
に
古
城
館
の



(
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址
が
密
度
高
く
発
見
で
き
る
の
も
、
両
者
の
相
関
関
係
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

十
三
浜
地
区
に
は
前
記
の
板
碑
の
他
に
石
造
物
、
佛
像
の
類
な
ど
、
宗
教
関
係
の

遺
産
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
こ
の
地
に
繁
栄
し
た
人
間
集
団
、
特
に
地
方
豪

族
（
権
者
）
の
威
勢
と
、
厚
い
信
仰
心
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た

中
央
を
追
わ
れ
た
貴
人
、
碩
学
の
亡
命
、
隠
棲
と
か
、
著
名
な
僧
侶
の
遊
行
の
所
産

と
も
想
像
さ
れ
る
も
の
の
、
現
段
階
で
は
あ
く
ま
で
想
像
の
域
を
出
ず
、
立
証
す
べ

き
文
書
、
文
献
の
類
は
何
も
な
い

。

近
世
に
入
る
と
「
風
土
記
」
「
肝
入
文
書
」
な
ど
に
よ
り
住
民
の
生
活
、
歴
史
の

様
態
が
か
な
り
明
瞭
に
な
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
於
け
る
十
三
浜
は
藩
庁
直
轄
の
領

地
で
「
安
永
風
土
記
」
に
よ
る
と
家
数
（
戸
数
）
四
百
二
十
九
、
人
口
]―
千
余
人
、

「
天
保
郷
帳
」
に
は
村
高
六
十
三
貰
（
六
百
三
十
石
）
余
で
、
う
ち
五
十
六
貫
が
蔵

入
と
な
り
、
残
余
は
給
地
と
な
っ
て
い
た
。

今
回
の
調
査
目
標
は
小
泊
浜
の
板
碑
群
を
中
心
に
し
た
遺
跡
調
査
に
あ
る
。
だ
か

ら
そ
の
歴
史
背
景
の
叙
述
の
場
面
で
も
同
時
代
即
ち
中
世
の
う
ち
更
に
十
四

i
十
五

世
紀
の
あ
た
り
に
焦
点
を
当
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

先
に
当
地
方
の
中
世
史
を
解
く
鍵
と
な
る
文
書
、
文
献
の
類
は
皆
無
に
等
し
い
と

書
い
た
。
事
実
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
の
類
が

”万
能
の
鍵
“
と
は
な

り
得
ぬ
場
合
も
あ
る
。
そ
の
地
に
歴
史
を
裏
付
け
る
多
く
の
遺
跡
、
遺
物
即
ち
文
化

財
資
料
が
存
在
し
、
更
に
豊
富
な
口
碑
、
伝
承
が
語
り
継
が
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

歴
史
の
存
在
は
厳
粛
な
事
実
で
あ
り
、
歴
史
の
真
実
を
組
み
立
て
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
資
料
を
基
本
と
し
て
多
面
的
に
追
跡
し
、
多
く
の
共
通
点
が
発

見
で
き
れ
ば
、
そ
の
試
論
、
推
論
こ
そ

―
つ
の
学
問
の
前
進
と
評
価
で
き
る
と
思
う
。

小
泊
遺
跡
は
当
地
方
に
営
み
を
も
っ
た
中
世
人
の
生
活
の
遺
跡
で
あ
り
記
録
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
被
葬
祭
者
た
る
人
物
は
そ
の
地
の
権
者
、
支
配
者
と
そ
の

一
族
と

考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
地
の
人
間
集
団
の
中
心
人
物
、
い
ろ
い
ろ
と
意

見
の
分
か
れ
る
所
と
思
う
が
、
第

一
に
そ
の
地
の
統
治
者
で
あ
る
城
館
主
を
抜
き
に

し
て
は
考
え
ら
れ
な
い

。
時
代
を
同
じ
く
す
る
二
つ
の
遺
産
で
あ
れ
ば
、
古
城
館
と

板
碑
の
関
連
を
き
び
し
く
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

十
三
浜
に
は
南
か
ら
北
に
か
け
て
峰
館
（
追
波
）
、
青
島
館
（
月
浜
）
、
高
小
屋
城

（
月
浜
）
、
前
見
城

（白
浜
）
、
小
泊
城
（
小
泊
）
、
要
害
館
（
相
川
）
、
小
指
城
（
小
指
）
、

{
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小
滝
城
|
+
―
―
―
浜
古
城
ー

（
小
滝
）
な
ど
の
中
世
城
館
が
分
布
す
る
。
何
れ
も
臨
海

の
山
城
の
形
で
あ
る
。

小
泊
遺
跡
は
直
ぐ
眼
前
に
控
え
る
小
泊
城
と
関
連
す
る
遺
跡
と
即
断
し
が
ち
で
あ

る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
所
で
あ
る
が
、

一
概
に
は
断
定
で
き
な
い

。
そ
れ
を
理
解
す
る

上
で
、
城
館
特
有
の
築
城
形
態
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
城
館

と
い
う
の
は
一
城
ご
と
に
独
立
し
て
、
全
く
無
関
係
の
個
人
が
住
む
も
の
で
は
な
い

。

い
わ
ば

一
族
連
合
体
、
共
同
体
の
形
態
で
数
ケ
城
で
以
て
複
合
の
形
と
な
り
―
つ
の

-10) 

城
郭
大
系
を
構
成
す
る
の
が
常
道
で
あ
る
。
勿
論
、
中
に
は
例
外
も
あ
ろ
う
が
、
本

来
、
中
世
城
館
と
は

一
族
の
拠
点
な
の
で
あ
る
。

十
三
浜
一
帯
を
通
覧
す
る
と
｀
港
湾
自
然
地
形
な
ど
の
立
地
条
件
に
鑑
み
、
地
方

豪
族
の
分
布
は
少
な
く
も
三
ケ
族
程
度
に
分
か
れ
て
勢
力
を
維
持
し
合
っ
て
い
た
と

想
像
さ
れ
る
。
勿
論
、
時
代
の
推
移
に
よ

っ
て
そ
の
様
態
は
変
動
し
た
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
に
は
南
の
北
上
川
河
口
の
要
地
を
押
え
た
月
浜
周
辺
の
豪
族
集
団
、
相
川
港

を
中
心
と
し
た
集
団
、
北
辺
の
小
滝
浜
を
中
心
と
し
た
集
団
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

そ
の
豪
族
た
ち
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
る
い
と
ま
が
な
い
が
、
峰
館
、
青
島
館
を
基

盤
に
し
た
一
族
に
は
月
浜
の
山
居
寺

（廃
寺
）
遺
跡
に
象
徴
さ
れ
る
優
れ
た
文
化
が

感
じ
ら
れ
る
。
先
年
調
査
し
た
長
塩
谷
板
碑
群
は
、
藤
原
系
と
伝
承
さ
れ
る
高
小
屋

城
主
に
関
連
す
る
と
の
推
論
を
「
同
報
告
書
」
に
述
べ
て
お
い
た
。

2 -



相
川
湾
を
構
成
す
る
南
の
岬
が
あ
る
。
小
泊
部
落
を
包
み
込
み
、
更
に
海
上
に
延

(15) 

び
る
丘
陵
、
こ
れ
が
小
泊
城
で
、
岬
の
上
一
帯
に
そ
の
遺
構
が
見
ら
れ
る
。
小
泊
と

相
対
す
る
形
に
北
に
は
小
指
部
落
が
あ
り
、
裏
山
の

一
部
が
部
落
を
包
み
込
む
形
に

(16) 

海
岸
線
に
突
出
す
る
。
そ
の
山
頂
に
あ
る
中
型
の
山
城
が
小
指
城
で
あ
る
。
南
の
小

泊
城
、
北
の
小
指
城
、
こ
れ
は
と
も
に
主
城
の
要
害
館
を
守
る
支
城
で
あ
る
。
更
に

相
川
湾
の
東
面
に
は
半
島
状
に
金
比
羅
崎
の
丘
陵
が
延
び
、
そ
の
上
に
も
伝
城
と
思

し
き
平
場
が
三
ケ
所
程
度
確
認
で
き
る
。

つ
ま
り
、
「
相
川
系
」
の
城
は
、
主
城
の

要
害
館
を
中
核
に
、
南
に
小
泊
、
北
に
小
指
の
支
城
、
そ
し
て
数
ケ
所
の
伝
城
を
以

(17) 

て

一
連
の
城
郭
大
系
を
構
成
し
た
と
し
て
よ
い
と
思
う
。

れ
る
。

北
辺
の
小
滝
浜
の
遺
跡
は
も
と
桃
生
郡
主
の
家
臣
、
武
山
十
郎
左
衛
門
（
後
述
）

に
関
係
す
る
室
町
末
期
の
も
の
で
、
歴
史
は
新
し
い

。

相
川
港
は
そ
の
規
模
、
自
然
立
地
条
件
か
ら
し
て
も
十
三
浜
の
代
表
的
良
港
と
言

え
る
。
十
三
浜
の
ほ
ぽ
中
央
部
に
位
置
し
、
船
舶
に
よ
る
諸
物
資
の
流
通
基
地
と
し

(12) 

て
重
き
を
な
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
古
く
か
ら
産
金
地
帯
を
控
え
た
事
実
も

看
過
で
き
な
い

。
当
然
、
相
川
港
を
中
心
に
し
て
古
く
よ
り
有
力
な
豪
族
が
住
ん
だ

の
は
確
か
で
、
「
風
土
記
」
な
ど
か
ら
も
往
古
の
殷
盛
が
想
像
で
き
る
。

(13) 

相
川
港
地
帯
の
支
配
者
の
拠
点
は
部
落
の
裏
に
位
置
す
る
標
高
六
十
余
米
の
要
害

館
（
昭
和
五
十
三
年
一
部
発
掘
調
査
済
み
）
と
見
て
間
違
い
な
い
。
主
城
は
本
来
、

そ
の
連
合
形
の
中
心
部
の
奥
に
構
え
ら
れ
る
も
の
だ
し
、
そ
の
規
模
は
大
き
く
王
者

の
風
格
が
感
じ
ら
れ
る
。
昔
は
現
在
の
町
な
み
と
な
る
地
帯
は
す
べ
て
海
で
、
要
害

館
の
麓
ま
で
港
が
迫
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
害
館
の
西
奥
に
「
根
古
」
と
呼

ば
れ
る
集
落
が
あ
り
、
山
間
に
農
耕
地
が
ひ
ら
け
る
。
「
根
古
」
は
即
ち
、
城
郭
用

語
で
言
う
「
寝
小
屋
」
の
意
味
で
、
平
時
は
家
臣
団
や
農
民
ら
の
住
宅
地
帯
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
根
古
」
と
称
さ
れ
る
地
名
が
、
古
城
館
の
あ
る
各
地
に
見
ら

相
川
系
の
城
主
名
は
正
確
に
は
知
り
得
な
い
が
、
要
害
館
主
は
阿
部
伊
勢
守
と
伝

承
さ
れ
、
付
近
に
「
お
伊
勢
崎
」
の
地
名
が
の
こ
る
。
北
の
支
城
、
小
指
城
主
は
阿

(16) 

部
民
部
守
と
伝
わ
る
。
南
の
支
城
、
小
泊
城
の
城
主
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
部
落
内

に
は
次
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
る
。
即
ち
、
現
在
、
部
落
の
主
流
を
占
め
る
姓
は
佐
々

木
で
あ
る
が
、
本
来
は
阿
部
を
称
し
て
い
て
、
或
る
時
期
に
故
あ
っ
て
佐
々
木
に
改

め
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
ま
た
古
老
の
伝
え
に
よ
る
と
、
小
泊
城
主
と
小
指
城
主

は
兄
弟
の
間
柄
で
、
常
に
交
流
が
親
し
く
な
さ
れ
た
云
々
以
上
の
こ
と
か
ら

し
て
、
小
泊
城
主
も
阿
部
を
称
し
た
と
考
え
ら
れ
「
阿
部

一
族
」
の
共
同
体
の
形
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。

阿
部
一
族
は
気
仙
沼
、
唐
桑
地
方
か
ら
雄
勝
、
牡
鹿
半
島
に
か
け
て
繁
栄
し
た
海

の
豪
族
で
、
遠
祖
は
衣
川
の
安
倍
氏
に
発
す
る
と
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
「
相
川
系
」

も
そ
の
阿
部
一
族
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
相
川
浜
の
阿
部
欣
吾
氏
屋
敷
に
祭
ら

(18) 

れ
る
十
一
面
観
音
は
、
要
害
館
主
の
阿
部
伊
勢
守
の
守
護
佛
だ
っ
た
と
の
所
伝
が
同

家
に
な
さ
れ
る
。
ま
た
小
指
城
に
登
る
旧
街
道
脇
に
現
存
す
る
観
音
堂
が
あ
っ
て
本

尊
は
見
事
な
十
一
面
観
音
で
あ
る
。
こ
れ
も
小
指
城
主
に
関
連
し
た
佛
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
月
浜
長
観
寺
の
ご
本
尊
も
優
美
な
十
一
面
観
音
で
、
こ
れ
も
含
め
前
記
三

(19) 

体
は
何
れ
も
室
町
初
期
（
十
四
世
紀
頃
）
の
作
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
。

衣
川
の
安
倍
氏
が
全
盛
を
き
わ
め
た
十
一
世
紀
頃
、

宮
城
県
か
ら
岩
手
県
に
か
け

て
の
北
上
川
流
域
に
、
各
郡
に

一
寺
ず
つ
「
長
谷
寺
」
の
寺
号
を
許
さ
れ
た
ゆ
か
り

の
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
何
れ
の
寺
も
壮
大
な
十
一
面
観
音
を
本
尊
と
し

(20} 

て
祭
祀
し
た
。
時
代
は
数
世
紀
も
あ
と
に
な
る
が
、
果
し
て
相
川
系
阿
部
一
族
が
、

そ
の
先
例
を
知
っ
た
上
で
の
十
一
面
観
音
信
仰
な
の
か
ど
う
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

さ
て
、
相
川
系
阿
部
一
族
は
、
当
然
な
が
ら
葛
西
家
臣
と
推
定
さ
れ
る
も
の
の
、

葛
西
関
係
文
書
に
は
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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古
城
館
址
か
ら
の
追
跡
調
査
は
一
ま
ず
置
い
て
、
次
に
石
巻
地
方
の
板
碑
の
問
題

に
視
点
を
移
し
、
そ
の
面
か
ら
の
追
跡
を
試
み
た
い
。

板
碑
に
関
す
る
基
本
的
思
想
、
形
態
な
ど
そ
の
ル
ー
ツ
は
同
様
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
地
方
に
定
着
す
る
段
階
で
の
諸
条
件
と
が
そ
の
年
代
に
応
じ
て
板
碑
の
様
式
に
か

な
り
の
地
域
的
特
徴
（
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
）
を
生
じ
た
。
私
は
か
つ
て
便
宜
上
、
「
牧
(21) 

山
系
」
「
上
品
山
系
」
「
深
谷
系
」
「
十
五
浜
系
」
「
十
三
浜
系
」
な
ど
の
仮
称
で
分
類

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
に
も
述
べ
た
が
、
「
十
三
浜
系
」
は
北
上
川
「
大
河
文
化
圏
」

の
そ
れ
と
異
な
り
、
志
津
川
町
の
板
碑
群
に
代
表
さ
れ
る
「
本
吉
系
」
の
範
疇
で

(22) 

分
類
し
、
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
十
三
浜
が
本
吉
郡
の
地
勢
、
風
土
の
中
で
推
移

し
た
歴
史
背
景
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
当
然
の
帰
趨
で
あ
る
。(23

)
 

北
上
大
河
を
舞
台
に
殷
盛
し
た
中
世
の
桃
生
郡
主
、
山
内
首
藤
氏
は
有
名
で
あ
る

(24) 

し
、
本
吉
郡
主
の
本
吉
大
膳
大
夫
は
葛
西
親
族
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
じ
十
三
浜
と

言
い
な
が
ら
、
桃
生
氏
の
影
響
を
受
け
た
の
は
、
南
の
追
波
口
付
近
ま
で
で
、
高
小

屋
城
以
北
の
諸
城
主
は
何
れ
も
海
の
豪
族
と
し
て
本
吉
氏
の
影
響
を
強
く
受
け
、
そ

の
支
配
下
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
主
従
関
係
の
様
態
が
、
板
碑
の
形
式

に
も
微
妙
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

板
碑
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
桃
生
氏
、
本
吉
氏
と
の
力
関
係
を
推
測
す
る
例
と

し
て
、
武
山
十
郎
左
衛
門
の
動
向
の
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
武
山
一
族
は
十
三

浜
北
端
の
小
滝
を
拠
点
に
し
て
威
を
振
っ
た
葛
西
の
臣
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
桃

(25) 

生
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
現
在
の
長
面
湾
（
河
北
町
）
の
奥
に
滝
浜
と
言
う
場
所
が

あ
り
、
そ
こ
を
拠
点
に
、
主
と
し
て
大
河
を
舞
台
と
す
る
水
軍
と
し
て
活
躍
し
た
。

永
正
年
間
(
-
五
―
―

i
一
五
二

0
)
石
巻
城
の
葛
西
氏
と
抗
争
し
た
山
内
首
藤

(26) 

氏
は
一
敗
地
に
ま
み
れ
、
一
族
離
散
の
悲
運
を
た
ど
っ
た
。
武
山
氏
は
桃
生
氏
敗
績

以
来
、
十
三
浜
に
移
住
し
、
旧
名
の
滝
浜
に
ち
な
み
、
新
拠
地
を
小
滝
と
命
名
し
、

(27) 

こ
の
地
の
権
者
に
変
身
し
た
。
葛
西
氏
に
随
臣
し
た
と
言
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
本
吉

河
北
地
区
教
委
・
「
ふ
る
さ
と
の
旧
街
道
」

p113

註

釈

（
紫
桃
正
隆
）

氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
述
べ
れ
ば
桃
生
郡
が
正
式
に

葛
西
氏
領
に
帰
属
し
た
の
は
、
永
正
合
戦
直
後
で
あ
ろ
う
。
北
上
川
流
域
諸
城
館
の

城
主
II

人
事
移
動
“
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

志
津
川
の
豪
族
、
本
吉
氏
は
藤
原
秀
衡
の
子
・
高
衡
が
同
地
に
来
住
し
て
本
吉
四

(25) 

郎
と
称
し
た
の
を
噂
矢
と
す
る
。
十
二
世
紀
の
葛
西
氏
の
治
世
に
入
る
と
、
千
葉
頼

胤
の
四
男
が
入
部
し
て
、
同
じ
く
本
吉
四
郎
を
号
し
た
。
志
津
川
に
豪
壮
な
朝
日
館

{26) 

を
造
営
し
た
の
が
葛
西
分
家
の
西
館
信
胤
で
、
時
に
十
六
世
紀
初
め
の
文
亀
、
永
正

の
頃
と
さ
れ
る
。

小
泊
板
碑
群
の
造
立
最
盛
期
は
十
四
世
紀
の
応
永
、
永
享
頃
と
さ
れ
、
西
館
信
胤

の
時
代
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
本
吉
大
膳
大
夫
と
の
主
従
関
係
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
千
葉
系
の
大
膳
大
夫
と
の
結
び
つ
き
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
中
世
の
十
三
浜
、
特
に
相
川
阿
部
一
族
と
板
碑
群
と
の
関
連
、
そ

し
て
本
吉
大
膳
大
夫
と
の
主
従
関
係
ま
で
、
可
能
な
限
り
の
推
論
を
展
開
し
た
が
、

結
論
と
し
て
余
り
に
も
不
明
の
点
が
多
い
こ
と
に
憾
み
が
残
る
。

尚
、
相
川
浜
金
比
羅
崎
、
釜
ケ
坂
の
上
に
立
つ
文
禄
三
年
(
-
五
九
四
）
に
喜
山

(27) 

恵
光
が
造
立
し
た
線
刻
六
地
蔵
の
逆
修
供
養
碑
が
あ
る
。
そ
し
て
相
川
浜
の
中
島
氏

(28
)
 

屋
敷
に
は
志
津
川
町
荒
沢
神
社
に
保
存
さ
れ
る
紺
紙
金
泥
大
般
若
経
（
県
重
文
）
と

全
く
同
型
同
質
の
写
経
文
が
所
蔵
さ
れ
る
。
海
の
色
が
澄
み
、
景
勝
の
地
な
が
ら
波

荒
く
自
然
の
風
土
の
き
び
し
い
こ
の
辺
地
に
、
ど
ん
な
理
由
で
文
化
財
が
多
く
集
ま

り
、
優
れ
た
宗
教
遺
跡
が
多
く
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
の
深
渕
、
謎
ぶ

く
み
の
十
三
浜
の
歴
史
解
明
は
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
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上」
長
塩
谷
の
板
碑
群
調
査
報
告
書

紫
桃
正
隆
・
「
葛
西
氏
と
山
内
首
藤

一
族
」
「
永
正
合
戦
記
」

紫
桃
正
隆
・
「
葛
西
氏
と
山
内
首
藤

一
族
」
・
「
葛
西
真
記
録
」
．

佐
藤
正
助
・
「
旭
ケ
浦
物
語
」

司
東
真
雄
「
岩
手
の
歴
史
論
集
」

曰

河
北
地
区
教
委
・
「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
」

河
北
地
区
教
委
・
「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
」
二
集

河
北
地
区
教
委
•
「
北
上
町
の
文
化
財
」

河
北
地
区
教
委
・
「
北
上
町
の
文
化
財
」

「
仙
台
領
内
古
城
館
」
．
「
日
本
城
郭
大
系
」
・
「
風
土
記
」
．

報
告
書
」

大
類
伸
「
日
本
城
郭
事
典
」

「
仙
台
領
内
古
城
館
」

河
北
地
区
教
委
・
「
ふ
る
さ
と
の
旧
街
道
」

河
北
地
区
教
委
•
「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
」
二
集

「
岩
手
県
史
」
□

「
仙
台
領
内
古
城
館
」

「
風
土
記
」
・
「
仙
台
領
古
城
書
上」

井
上
宗
和
「
日
本
の
城
の
碁
礎
知
識
」

小
沢
国
平
「
板
碑
入
門
」

紫
桃
正
隆
・
「
仙
台
領
内
古
城
館
」

□

長
塩
谷
の
板
碑
群
調
査
報
告
書

「
宮
城
県
史
」

34

史
料
集

一
集

二
集

・
「
仙
台
領
内
古
城
館
」
そ
の
他

河
北
地
区
教
委
・
「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
」

一
集
・
ニ
集

「
要
害
館
発
掘
調
査

「
仙
台
領
古
城
書

峰
館
・
高
小
屋
城
•
そ
の
他

28 27 26 25 

河
北
地
区
教
委
・
「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
」

二
集

河
北
地
区
教
委
•
「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
」

志
津
川
教
委
・
「
旭
ケ
浦
の
記
」

「
岩
手
県
史
」

□

一
集
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一
、
調
査
に
至
る
過
程

昭
和
六
十
年
五
月
、
宮
城
県
石
巻
土
木
事
務
所
の
所
管
す
る
国
道
三
九
八
号
線
道

路
改
良
計
画
が
具
体
化
す
る
に
お
よ
び
、
桃
生
郡
北
上
町
十
三
浜
字
小
泊
地
内
に
所

在
す
る
「
小
泊
古
碑
群
」
が
当
該
工
事
の
路
線
敷
内
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し

っ

）

0t
 
為
に
当
該
文
化
財
を
所
管
す
る
河
北
地
区
教
育
委
員
会
で
は
社
教
主
事
、
遠
藤
定

治
・
高
橋
宏
が
現
地
の
予
備
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
状
況
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、

五
月
十
三
日
付
、
文
化
庁
長
官
あ
て
遺
跡
発
見
届
を
提
出
し
、
紫
桃
を
委
員
長
と
す

る
河
北
地
区
文
化
財
保
護
委
員
会
を
召
集
し
て
そ
の
対
応
策
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
発
掘
調
査
に
よ
る
記
録
保
存
措
置
を
講
ず
る
に
や
む
無
し
と
の
結
論

に
達
し
、
地
区
教
委
で
は
、
こ
れ
を
受
け
て
宮
城
県
文
化
財
保
護
課
及
び
土
木
事
務

所
と
協
議
を
重
ね
た
。

相
談
を
受
け
た
文
化
財
保
護
課
で
は
、
板
碑
に
伴
う
中
世
遺
構
の
存
在
を
予
想
し
、

調
査
担
当
者
と
し
て
同
課
職
員
の
外
、
石
巻
市
教
委
の
中
村
を
推
せ
ん
し
、
六
月
十

七
日
に
、
文
化
財
保
護
課
藤
沼
係
長
及
び
地
区
教
委
、
土
木
事
務
所
、
中
村
が
現
地

立
合
の
上
、
具
体
的
調
査
方
法
や
期
間
等
に
つ
い
て
の
調
整
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
地
区
教
委
で
は
調
査
に
向
け
て
種
々
の
事
務
手
続
を
進
め
る
と
と
も
に

作
業
員
、
器
材
等
の
諸
準
備
を
行
い
、
盆
明
け
の
八
月
十
九
日
か
ら
発
掘
調
査
を
開

始
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
間
、
七
月
初
旬
の
数
日
を
用
い
、
測
量
業
者
を
委
託
し
て
現
地
発
掘

調
査
に
必
要
な
板
碑
等
位
置
を
記
入
し
た
百
分
の

一
地
形
測
量
図
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
立
木
の
伐
採
作
業
を
行
い
調
査
に
備
え
た
。

第

＿

章

は

じ

め

に

二
、
遺
跡
の
位
置
と
自
然
環
境

小
泊
遺
跡
は
国
鉄
気
仙
沼
線
折
立
駅
の
南
東
約
八
キ
ロ
ぃIV
、
翁
倉
山
々
塊
が
最
も

東
側
に
延
び
海
岸
に
迫
る
、
そ
の
最
東
端
部
、
眼
前
に
南
三
陸
海
岸
を
臨
む
標
高
約

三
O
ぃい
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。

一
帯
は
現
在
杉
を
主
体
に
竹
や
雑
木
が
成
育
す
る
林
地
と
な
っ
て
お
り
、
約
三
〇

！
四

0
度
の
か
な
り
の
急
傾
配
を
も
つ
傾
斜
地
と
な
っ
て
い
る
。

本
丘
陵
の
南
側
に
は
巾
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程

程
の
小
さ
な
谷
が
開
け
て

お
り
、
そ
こ
を
南
か
ら
北
に
流
下
す
る
少
水
量
の
澤
が
貫
流
し
て
い
る
。

現
小
泊
集
落
は
、
こ
の
沢
に
沿
い
な
が
ら
北
側
に
連
な
り
、
本
遺
跡
の
載
る
丘
陵

地
北
側
ま
で
の
長
さ
約
六

0
い
の
街
区
を
形
成
す
る
。

街
区
沿
い
南
か
ら
本
吉
、
志
津
川
方
面
に
北
上
す
る
三
九
八
号
線
が
海
岸
と
、
そ

こ
に
せ
り
出
す
丘
陵
に
よ
り
最
も
狭
陰
と
な
る
そ
の
地
点
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。

遺
跡
地
の
地
山
を
構
成
す
る
岩
は
、
通
称
「
軟
石
」
（
ア
マ
イ
ワ
）
と
呼
称
さ
れ

る
風
化
し
た
頁
岩
で
あ
り
更
に
下
位
を
構
成
す
る
基
盤
岩
の
上
部
を
蔽
う
も
の
で
現

在
ま
で
の
と
こ
ろ
具
体
的
地
質
年
代
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
小
泊
地
域
を

も
含
め
広
く
十
三
浜
一
帯
に
分
布
す
る
中
生
層
の

一
変
化
形
態
と
見
ら
れ
る
。

三
、
小
泊
遺
跡
（
板
碑
群
）
に
関
す
る
研
究
史

本
遺
跡
の
板
碑
群
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
お
い
て
、
当
時
の
北
上
村
相

川
中
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
高
橋
克
也
が
、
「
桃
生
郡
北
上
村
（
旧
十
三
浜
村
）

(
2
)
 

の
う
ち
北
部
に
所
在
す
る
古
碑
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
ガ
リ
版
刷
り
の
小
論
を
発
表

し
触
れ
た
の
が
最
も
早
い
文
献
で
あ
る
。

そ
の
調
査
対
象
地
域
は
現
北
上
町
内
の
南
部
に
位
置
す
る
追
波
か
ら
初
ま
り
北
部

に
順
次
、
小
泊
、
相
川
、
大
指
の
四
部
落
に
亘
る
も
の
で
都
合
五

0
基
に
及
ぶ
中
世

板
碑
の
紹
介
が
成
さ
れ
後
段
で
は
特
に
北
上
川
中
下
流
城
の
板
碑
と
の
比
較
か
ら
論

6 -



（第 1図）北上町相川地区空中写真（北上町役場提供）

（ 第 2 図 ） 小泊遺跡空中写真 (S57•3•29撮影佐々木清孝氏提供）
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（第3図） 小泊遺跡と周辺の遺跡

No. 名沿心が
裟 種別

代 No. . 名 称
殴： ふ 月滋IJ 

代ぶ
, , 

No. 憐 名ぶ： 染 忍: 年代
称 :々:

1 家平遺跡 包含地 縄文 13 七 ツ 塚 境塚 ？ A 山神社境内板碑群 南北朝

2 大室遺跡 包含地 縫文 14 糠 塚 境塚 ？ B 根古板碑群 鎌倉～室町

3 小泊城跡 城館 中世 15 後山館跡 城館 中世 C おいせ峰板碑群 室町
4 小泊遺跡 墓地 中世 16 平小浜遺跡 包含地 縄文

D 地福寺境内板碑群 室町
5 要害館跡 城館 中世 17 経 塚 経塚 ？ 

E 大指板碑群 南北朝
6 うつば貝塚 貝塚 縫文 18 若宮遺跡 包含地 縄文

7 4ヽ朴旨角官跡、 城館 中世 19 滝浜城跡 城館 中世
F 小滝板碑群

8 浪田遺跡 包合地 縄文 20 天 女 塚 塚 ？ 
G 寺浜板碑群 尚北朝～室町

， 松ノ坂遺跡 包含地 縄文 21 波伝谷遺跡 包含地 縄文 H 波伝谷板碑群 鎌倉～室町
10 畳石囲遺跡 包合地 縄文 22 長者屋敷遺跡 包含地 縄文

11 小滝城跡 城館 中世 23 杉公雌f釘官捌［、 城館 中世

12 十三浜古城跡 城館 中世 24 沢の前館跡 城館 中世
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じ
て
当
時
と
し
て
は
非
常
に
詳
細
に
亘
る
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
高
橋
は
こ
れ
を
基
に
昭
和
三
十
五
年
九
月
「
宮
城
県
の
地
理
と
歴
史

III」に

「
桃
生
郡
北
上
村
（
旧
本
吉
郡
十
三
浜
村
）
北
部
所
在
の
古
碑
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論

文
を
発
表
す
る
が
、
基
本
的
に
は
前
掲
小
論
の
内
容
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
頃
に
至
り
地
元
研
究
者
の
館
田
虎
弥
太
は
西
條
久
雄
と
共
同
で
本

板
碑
群
の
調
査
を
実
施
し
都
合
三
十
三
基
に
亘
る
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
残
念
に
も
公
式
に
発
表
さ
れ
ず
今
日

に
至
っ
て
い
る
が
、
河
北
地
区
教
委
が
約
百
基
に
達
す
る
板
碑
群
が
本
遺
跡
に
所
在

す
る
事
を
知
っ
た
の
は
、
こ
の
両
名
か
ら
の
情
報
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

な
お
、
本
遺
跡
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
に
は
、
小
泊

に
北
接
す
る
相
川
地
区
の
「
要
害
館
跡
」
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
調
査

担
当
者
小
井
川
和
夫
は
、
「
相
川
古
碑
群
」

1
1

現
「
お
い
せ
峰
古
碑
群
」
と
根
古

及
び
相
川
小
学
校
裏
に
所
在
す
る
中
世
板
碑
群
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
地
を
地
図
で

明
示
し
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。
簡
単
で
は
あ
る
が
、
以
上
が
今
日
に
至

る
ま
で
の
本
遺
跡
（
板
碑
）
に
関
す
る
調
査
の
概
要
で
あ
る
。

四
、
遺
跡
の
範
囲
と
調
査
地
点
及
び
基
本
層
位

本
遺
跡
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
現
状
板
碑
の
分
布
状
況
か
ら
判
断
し
て
東
西
約
七

O
ぃ
い
、
南
北
約
五
〇
い
い
の
範
囲
、
約
三
千
五
百
平
方
い
程
度
の
大
き
さ
が
推
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
板
碑
群
が
所
在
す
る
丘
陵
の
先
端
は
東
側
で
住
宅
地
に
よ
り
大

き
く
削
り
取
ら
れ
て
お
り
、
本
来
こ
の
削
平
さ
れ
た
東
部
丘
陵
上
や
裾
部
に
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
板
碑

(
C
地
区
に
集
積
さ
れ
て
い
る
も
の
）
が
三
十
基
と
い
う
多
数
に

上
る
事
か
ら
元
来
は
、
現
状
地
形
よ
り
更
に
東
側
に
張
り
出
た
舌
状
丘
陵
の
各
所
に
、

板
碑
及
び
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
遺
構
群
が
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4
 
3
 

2
 

一
九
七
九

小
井
川
和
夫
・
「
要
害
館
跡
」
（
宮
城
県
文
化
財
発
掘
調
査
略
報
）

し
て
い
る
。
原
本
館
田
氏
保
管

て」

両
氏
か
ら
カ
ー
ド
を
コ
ピ
ー
し
て
今
調
査
に
際
し
頂
載

一
九
六
〇

従
っ
て
遺
跡
地
東
端
の
本
来
の
範
囲
は
、
現
在
の
国
道
三
九
八
号
線
に
接
す
る
位

置
ま
で
延
び
て
い
た
も
の
と
想
定
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
西
端
に
つ
い
て
は
、
今
調
査
で
発
見
さ
れ
た
板
碑
群
の
内
標
高
約
三

O
ぃいの

最
も
高
い
位
置
を
占
め
る
一
群
を
も
っ
て
そ
の
西
限
と
見
な
し
た
。

こ
れ
よ
り
更
に
西
側
一
帯
に
は
全
く
板
碑
の
存
在
が
認
め
ら
れ
ず
、
又
後
世
に
当

該
方
面
よ
り
移
動
し
た
と
の
伝
え
も
存
し
な
い
事
か
ら
、
そ
う
考
え
て
良
い
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
今
回
発
掘
し
た
の
は
、
前
述
の
規
模
で
見
た
場
合
、
遺
跡
地
の
西
約
三
分

の

一
、
尾
根
を
中
心
と
し
た
区
域
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
極

一
部
範
囲
の
調
査
に

過
ぎ
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
本
遺
跡
の
層
序
は
、
基
本
的
に
、
落
葉
腐
植
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
表
土
と

風
化
頁
岩
か
ら
成
る
地
山
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
斜
面
上
部
や
尾
根
で
は
表
土
が
薄
く

斜
面
下
部
で
や
や
厚
く
な
る
程
度
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
特
記
す
べ
き

N
S
K
地
方
出
版

高
橋
克
也
・
「
桃
生
郡
北
上
村
（
旧
十
三
浜
村
）
の
う
ち
北
部
に
所
在
す
る
古
碑
に

高
橋
克
也
・
「
桃
生
郡
北
上
村
（
旧
本
吉
郡
十
三
浜
村
）
北
部
所
在
の
古
碑
に
つ
い

館
田
虎
弥
太
•
西
條
久
雄

佐
藤
正
助
・
「
志
津
川
物
語
」

註

釈

つ
い
て
」

土
層
は
特
段
認
め
ら
れ
な
い
。

地
域
社
会
研
究
会
絹

一
九
八
五

宮
城
県
教
育
委
員
会

一
九
五
五
自
費
ガ
リ
版
刷
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調
査
の
方
法
と
経
過

一
、
調
査
の
方
法

調
査
は
国
道
三
九
八
号
線
の
通
過
が
予
定
さ
れ
る
丘
陵
地
約
二
千
四
百
平
方
ぃい
を

対
象
に
グ
リ
ッ
ト
法
に
よ
り
実
施
し
た
。

発
掘
は
数
グ
リ
ッ
ト
を
連
結
し
て
実
施
し
て
お
り
、
実
際
に
は
二
三

0
平
方
ぃい
が

発
掘
対
象
と
な
っ
た
面
積
で
あ
る
。

今
回
は
発
掘
実
施
前
に
丘
陵
上
に
分
布
す
る
板
碑
群
の
位
置
と
墓
石
位
置
を
図
面

上
に
落
し
込
む
事
前
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
七
月
初
旬
に
当
該
調
査
を
実
施
し

同
時
に
地
形
測
量
及
び
計
測
用
原
点
の
設
定
を
、
測
量
業
者
に
委
託
し
て
進
め
た
。

計
測
原
点
は
、
東
西
方
向
を

1
ー

16
ま
で
の
算
用
数
字
、
南
北
方
向
を

A
i
k
ま

で
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
示
と
し
、
そ
の
間
隔
は
全
て
六
ぃい
毎
で
設
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
遺
跡
隣
接
家
屋
土
台
部
に
三
カ
所
の
レ
ベ
ル
原
点
を
設
定
し
て
い
る
が
、

そ
の
位
置
と
設
定
レ
ベ
ル
は
調
査
区
設
定
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

検
出
遺
構
は
全
て
十
分
の
一
縮
尺
で
実
測
図
を
作
成
し
た
が
、
発
掘
部
分
の
遺
構

全
体
図
に
つ
い
て
は
五

0
分
の

一
に
よ
り
十
丑
丘
寺
高
線
を
入
れ
作
成
し
て
い
る
。

土
層
断
面
に
つ
い
て
は
、
表
土
と
岩
盤
と
云
う
土
層
構
成
で
あ
り
、
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
な
い
の
で
作
成
し
て
い
な
い
が
、
一
部
遺
構
に
つ
い
て
は
実
施
し
た
。

板
碑
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
地
表
面
に
露
出
横
倒
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
位
置
記
録
後
、
全
て
斜
面
下
部
の
空
地
に
集
め
水
洗
の
上
、
国
産
画
仙
紙
全

紙
判
を
用
い
て
採
拓
し
、
か
つ
種
子
等
の
観
察
を
実
施
し
記
録
し
て
い
る
。

な
お
、
表
土
剥
離
に
際
し
て
は
、
土
中
に
無
数
の
木
根
が
走
る
状
況
で
あ
っ
た
の

で
効
率
上
、
機
械
を
導
入
し
そ
の
作
業
を
実
施
し
た
の
で
、
A
地
区
板
碑
の
一
部
に

は
こ
の
際
の
検
出
で
極
若
干
原
位
置
を
動
い
た
も
の
も
あ
る
。

第
二
章

二
、
調
査
の
経
過

発
掘
は
昭
和
六
十
年
八
月
十
九
日
よ
り
開
始
し
、
当
日
は
板
碑
及
び
墓
石
の
運
搬

作
業
を
中
心
に
実
施
し
た
。

翌
二
十
日
か
ら
、
小
型
ユ
ン
ボ
を
投
入
し
、
ま
ず
近
世
墓
壊
群
を
中
心
と
し
た
区

域
に
十
ニ
グ
リ
ッ
ト
(
一
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
斜
面
上
部
A
地
区
を
中
心
に
八
グ
リ
ッ

ト
（
七
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
設
定
し
調
査
に
当
っ
た
。

二
十
一
日
か
ら
は
具
体
的
に
墓
壊
群
が
検
出
さ
れ
は
じ
め
、
二
十
二
日
に
は
、
後

に
地
山
掘
り
込
み
溝
状
遺
構
と
解
し
た
落
ち
込
み
面
が
見
つ
か
っ
た
た
め
更
に
四
グ

リ
ッ
ト
を
拡
張
し
た
。

そ
の
後
二
十
六
日
か
ら
は
、
当
該
落
ち
込
み
の
精
査
に
入
り
八
月
二
十
八
日
に

至
っ
て
こ
れ
に
ピ
ッ
ト
の
伴
う
事
実
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間
一
方
で
は
並
行
し
て
近
世
墓
城
群
の
掘
り
あ
げ
を
行
い
、
二
十
八
日
か
ら
、

こ
れ
ら
精
査
終
了
遺
構
に
つ
い
て
の
実
測
図
作
成
に
入
っ
た
。

二
十
九
日
に
は
、
斜
面
上
部
A
地
区
の
精
査
を
行
い
、
渡
来
銭
等
の
出
土
が
見
ら

れ
た
こ
と
か
ら
斜
面
下
方
に
ニ
グ
リ
ッ
ト
分
を
拡
張
し
て
追
査
し
た
の
で
あ
る
。

三
十
日
に
は
ほ
ぽ
精
査
を
終
了
し
て
し
ま
い
、
調
査
員
及
び
補
助
員
と
若
干
の
作

業
員
を
残
し
て
、
写
真
撮
影
と
実
測
を
行
い
、
九
月
三
日
に
は
県
保
護
課
か
ら
も
現

場
視
察
が
あ
っ
て
、
当
日
を
も
っ
て
県
関
係
者
も
全
て
帰
庁
し
た
。

そ
の
日
以
降
は
、
補
助
員
と
と
も
に
、
各
部
の
土
層
観
察
と
図
面
検
証
を
行
い
、

最
後
に
器
材
整
理
を
行
っ
て
現
場
作
業
の
一
切
を
終
了
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
第
三
章
に
の
べ
る
地
山
掘
り
込
み
溝
状
遺
構
の
ピ
ッ
ト
内
に
焼
石
群
の
含

ま
れ
る
事
を
発
見
し
た
の
は
こ
の
時
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
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一
、
調
査
前
の
状
況

第
三
章

態
で
あ
っ
た
。

近
世
の
遺
構
と
遺
物

近
世
の
墓
城
群
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
発
掘
調
査
実
施
以
前
の
現
地
調
査

の
段
階
で
多
数
の
墓
石
が
認
め
ら
れ
て
い
た
事
か
ら
、
そ
の
検
出
が
確
実
視
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
建
設
予
定
路
線
敷
の
範
囲
に
は
、
そ
の
一
部
が
含
ま
れ
る

程
度
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
全
域
を
発
掘
対
象
と
す
る
考
え
は
無
か
っ
た
。

し
か
し
、
現
地
の
地
権
者
や
地
区
住
民
及
び
地
区
教
委
が
、
道
路
完
成
後
、
当
該

部
を
削
平
整
地
し
て
板
碑
を
整
理
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
地
権
者
佐
々
木

孝
志
氏
が
今
回
の
道
路
改
良
工
事
に
伴
い
改
葬
す
る
意
志
を
表
示
し
て
い
た
こ
と
か

ら
結
果
的
に
調
査
に
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
今
調
査
の
本
来
の
目

的
で
は
な
い
。

従
っ
て
本
項
で
は
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
検
出
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
墓
堀
群
と
そ

の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
を
記
し
報
告
と
す
る
の
で
了
承
さ
れ
た
い

。

な
お
、
各
墓
壊
ご
と
に
掲
載
し
た
出
土
遺
物
図
版
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
そ

の
主
要
な
も
の
を
図
示
し
、
そ
の
他
の
物
は
割
愛
し
て
あ
る
の
で
留
意
さ
れ
た
い
。

た
だ
し
全
出
土
遺
物
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
表
に
よ
り
各
々
の
墓
塙
ご
と
に
示
す

様
配
慮
し
た
。

ま
た
、
「
地
山
掘
り
込
み
溝
状
遺
構
」
表
土
よ
り
出
土
の
近
世
遺
物
に
つ
い
て
も

こ
の
中
に
図
示
し
て
あ
る
の
で
留
意
さ
れ
た
い

。

発
掘
調
査
開
始
以
前
の
段
階
で
は
、
標
高
約
二
三

i
五
い
の
尾
根
部
を
中
心
に
約

五
0
平
方
ぃい
の
範
囲
に
亘
り
二
五
基
の
墓
石
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
う
ち
八
基
が
原
位

置
を
保
っ
て
い
る
も
の
の
他
の
十
七
基
は
全
て
横
倒
し
斜
面
部
に
散
在
し
て
い
る
状

ま
た
多
数
の
台
石
と
考
え
ら
れ
る
大
型
の
礫
石
が
墓
石
と
混
在
し
散
乱
し
て
い
る

状
況
で
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
原
位
置
よ
り
は
多
少
移
動
さ
れ
て
い
る
と
の
様
態
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
発
見
さ
れ
た
墓
壊
と
副
葬
品
の
概
要

検
出
さ
れ
た
墓
城
群
は
尾
根
筋
よ
り
や
や
北
側
に
寄
っ
た
部
分
、
す
な
わ
ち
急
斜

な
傾
配
が
や
や
ゆ
る
み
、
若
干
の
緩
斜
面
を
形
成
す
る
、
そ
の
地
点
に
集
中
し
て
営

ま
れ
る
。

そ
の
範
囲
は
基
本
的
に
地
表
面
に
て
墓
石
が
分
布
し
て
い
る
範
囲
と
ほ
ぽ
重
複
し

こ
れ
ら
は
全
て
地
山
の
風
化
頁
岩
層
岩
盤
を
掘
り
込
み
造
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

総
数
十
八
基
を
数
え
る
が
、
こ
の
数
は
最
終
的
に
確
認
さ
れ
た
墓
石
数
二
十
七
基

そ
の
原
因
は
、
第
一
に
墓
堀
群
検
出
区
域
の
略
中
央
に
大
き
な
立
木
が
存
在
し
、

下
部
の
調
査
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
部
に
存
在
が
予
想
さ
れ
る
数
基
を

検
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
発
掘
区
域
外
の
斜
面
下
部
に
も
数
基
以
上
が
存

在
す
る
と
思
わ
れ
る
事
に
よ
る
も
の
で
、
更
に
広
範
な
発
掘
を
実
施
す
れ
ば
当
然
検

出
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

墓
城
の
平
面
形
態
に
つ
い
て
は
、
大
略
四
角
形
を
呈
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
、
第

一
号
墓
壊
と
第
七
号
墓
壊
は
円
形
に
近
い
形
態
を
呈
す
る
。

こ
れ
は
穴
底
の
平
面
形
態
で
見
た
と
き
も
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
。

寸
法
は
大
型
の
も
の
で
穴
底
の
一
辺
が
約
一
•
五
メ
ー
ト
ル
、
小
型
の
も
の
は
約
〇
•
六

メ
ー
ト
ル
に
亘
り
平
均
で
は
約
O
·
七
い
程
度
の
も
の
が
最
も
多
い
。

深
さ
は
平
均
で
約
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
前
後
と
な
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

墓
域
の
形
成
年
代
は
墓
石
の
紀
年
か
ら
判
断
し
、
元
禄
十
五
年
(
-
七

0
二
）
か

ら
明
治
三
年
代
ま
で
の
一
六
八
年
間
に
亘
る
も
の
で
、
法
名
か
ら
見
た
性
別
構
成
比

よ
り
九
基
少
な
い
。
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ね
る
。

第
十
八
号

第
十
四
号

第
十
五
号

第
十
七
号

第
六
号

第
八
号

第
五
号

第
四
号
墓
壊

夏
中
妙
参
禅
定
尼

久
翁
楽
世
信
士

真
應
妙
空
信
女

紅
月
衣
昭
信
士

本
控
妙
生
信
女

祖
全
了
意
信
士

本
光
明
心
信
女

観
照
明
音
禅
定
門

寛
保
元
年

享
保
二

0
年

天
明
四
年

明
治
三
年

そ
の
他
の
墓
石
に
つ
い
て
は
移
動
し
て
い
る
た
め
具
体
的
に
ど
の
墓
城
と
組
み
合

う
の
か
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
も
し
直
立
し
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
ま
ま

の
位
置
で
倒
伏
も
し
く
は
横
倒
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
仮
定
す
れ
ば
第
七
号
墓

堀
は

No12
（
宝
暦
二
年
・
一
七
五
二
）
、
第
九
号
墓
壊
は

No23
（
文
久
二
年
・
一
八

六
二
）
、
第
十
一
号
墓
壊
は

No19
（
文
化
十
年
・

一
八
一
三
）
、
第
十
二
号
墓
塙
は

N
O
3

（
享
保
十
年
・

一
七
二
五
）
、
第
十
三
号
墓
壊
は

N
o
8
（
延
享
二
年
・
一
七
四
五
）
と

い
う
組
み
合
せ
が
推
定
で
き
る
が
確
証
は
な
い
。

副
葬
品
の
組
み
合
せ
と
し
て
は
、
各
墓
城
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
例
は
、
木
製
も

し
く
は
陶
磁
器
椀
、
小
刀
も
し
く
は
鋏
等
の
刃
物
、
六
道
銭
で
あ
り
、
椀
が
副
葬
さ

れ
る
事
か
ら
類
推
す
る
と
、
お
そ
ら
く
木
製
な
い
し
は
竹
製
の
箸
も
同
時
に
入
れ
ら

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
遺
存
し
て
い
る
も
の
が
な
い
の
で
断
定
は
で
き
か

明
和
五
年

天
保
八
年

明
治
三
年

宝
暦
七
年

一
七
三
五

一
七
四

一
七
八
四

一
八
七
〇

一
七
六
八

一
八
三
七

一
八
七
〇

は
、
男
性
十
四
名
、
女
性
十
二
名
、
不
明

一
名
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
墓
石
が
原
位
置
を
保
ち
墓
壊
と
の
組
み
合
せ
が
判
明
で
き
る
も
の
が
八
基
あ

り
、
こ
れ
ら
は
各
々
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
他
各
墓
堀
を
通
じ
て
多
い
の
は
煙
管
で
、
こ
れ
は
男
女
と
も
共
通
し
て
見
受

け
ら
れ
る
が
性
に
よ
る
明
確
な
差
異
は
特
に
見
ら
れ
な
い

。

ま
た
数
珠
は
第
五
号
、
第
十

一
号
に
認
め
ら
れ
る
他
、
第
十
号
、
第
十
五
号
及
び

第
十
七
号
の
三
基
で
は
木
製
箱
の
付
属
金
具
と
想
定
さ
れ
る
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

第
十
号
で
は
鉄
製
の
錠
前
金
具
、
第
十
五
号
で
は
や
は
り
錠
前
部
分
及
び
隅
止
金

具
と
思
わ
れ
る
鉄
製
品
が
認
め
ら
れ
、
最
も
多
く
の
部
材
が
認
め
ら
れ
た
第
十
七
号

で
は
、
竹
釘
に
よ
り
側
板
と
底
板
乃
至
は
側
板
同
士
を
組
み
、
箱
の
四
隅
を
銅
製
の

T
字
や
L
字
金
具
を
用
い
て
銅
釘
止
め
し
、

め
ら
れ
て
い
る
。

一
種
の
飾
金
具
兼
用
と
し
た
も
の
も
認

こ
の
内
最
も
遺
存
状
況
の
良
い
第
十
七
号
よ
り
検
出
さ
れ
た
箱
の
形
寸
を
推
定
す

る
と
縦
約
二
尺
、
横
約
一
尺
、
高
さ
約
三
寸
程
度
の
低
平
な
長
方
形
と
推
定
さ
れ
、

墓
壊
の
最
上
部
で
出
土
し
て
い
る
の
で
棺
の
上
に
置
い
た
状
況
と
判
断
さ
れ
る
。

残
存
遺
物
か
ら
見
て
鉄
製
の
錠
前
が
付
い
て
い
る
の
で
当
然
蓋
が
あ
っ
た
筈
で
あ

る
が
木
製
蓋
と
想
定
さ
れ
る
事
か
ら
遺
存
し
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

内
部
か
ら
の
出
土
遺
物
が
な
い
の
で
何
を
入
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
材
質
の

樹
種
も
鑑
定
を
受
け
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

ま
た
第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
出
土
し
て
い
る
も
の
の
中
に
飾
金
具
に
鎖
も
し
く

は
紐
が
付
き
そ
の
先
端
に
布
袋
が
結
び
付
く
形
態
の
遺
物
が
あ
る
。

袋
部
は
ほ
と
ん
ど
が
腐
朽
し
て
残
っ
て
い
な
い
が
状
態
か
ら
推
定
し
て
「
巾
着
」

に
類
す
る
小
物
入
袋
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
第
八
号
で
出
土
し
た
鋏
や
第
十
四
号
で
出
土
し
た
寛
永
銭
塊
に
、

類
似
の
布
地
が
布
着
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
遺
物
が
そ
の
袋
中
に
納
め
ら
れ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
、
特
に
第
十
四
号
の
寛
永
銭
塊
は
初
め
に
麻
布
で
包
む
か
、
同
布
の
袋

に
収
納
の
後
、
更
に
巾
着
等
の
小
物
入
袋
に
封
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
十
四
号
と
同
様
に
麻
布
に
包
装
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
寛
永
銭
は
他
に
第
五
号
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出
土
の
も
の
が
あ
る
。

中

村

光

ま
た
墓
城
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
全
体
が

一
定
の
規
格
性
の
も
と
に
配
列
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
局
部
的
に
見
る
と
男
女
各
々
の
墓
壊
が
南
北
に

一
対
の
組

と
な
る
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。

こ
の
様
な
配
置
は
常
識
的
に
見
て
そ
の
一
対
が
夫
婦
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
佐
々
木
孝
志
氏
宅
に
系
図
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
寺
院
過
去
帳
等

に
よ
る
検
証
も
で
き
な
い
の
で
憶
測
は
差
し
控
え
た
い
。

（第5図）第 1号墓塙出土遺物
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（第10図）第 5号墓墳出土遺物
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（第14図）第 8号墓墳出土遺物（その 2)
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（第15図）第 8号墓墳出土遺物（その 3)
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（第17図）第 10号墓墳出土遺物
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（第19図）第 11号墓墳出土遺物 （その 2)
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（第22図）第 14号墓墳出土遺物
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（第23図）第 15号墓墳出土遺物
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（第25図）第 17号墓壊出土遺物（その I)
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（第26図）第 17号墓墳出土遺物 （その 2)
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（第10図）第5号墓墳出土遺物 （明治3年ー1870唸） （第5図）第1号墓墳出土遺物・共伴墓石不明

遺物名 数量 摘 要 図No. 遺物名 数量 摘 要 図No.

人 犀同 1 頭蓋•大腿部遺存 •他保存不良 人 早目 1 頭蓋•大腿郁遺存 •他保存悪し

伊万里碗 1 完形 16 釘 1 鉄製 ・棺組用？

煙 ク目 1 銅合金・雁首と吸口遺存 1 煙 応目 1 銅合金 ・雁首のみ遺存 2 

飾金具 4 銅製 3-6 小 刀 1 鉄製 ・柄部に木質遺存 1 

数珠玉 5 透明ガラス 2 六 道銭 32 寛永通宝銅銭

六道銭 21 寛永通宝 ｛銅銭 16 
＋ 

鉄銭 5 I二
闘 ， 

銅銭塊 4 7-10 

木製椀？ 1 ウルシ被膜のみ遺存

釘 6 鉄製 ・棺組用 （第6図）第2号墓墳出土遺物・共伴墓石不明

遺物名 数量 摘 要 図No.

（第11図）第6号墓墳出土遺物 （天保8年ー1837・辛）
人 ,ra. 同 1 頭蓋 •大腿部遺存 •他保存悪し

遺物名 数量 摘 要 図No.
鋏 1 鉄製 1 

人 見同 1 全身分・保存比較的良好
釘 26 鉄製 ・棺組用

煙 巫目 1 銅合金・雁首と吸口遺存 2 
栗の実 1 炭化し砕片状

鋏 1 鉄製 1 
六道銭 75 寛永通宝銅銭

六道銭 15 寛永通宝銅銭
（内背文字「文」1)

（第12図）第7号墓墳出土遺物 （宝暦2年ー1752ヵ？含）
（第7図）第3号墓墳出土遺物・共伴墓石不明

遺 物名 数量 摘 要 図No.
遺物名 数量 摘 要 図No.

人 ,.@. 目 1 頭蓋 • 大腿遺存するも保存不良 人 犀目 1 全身分 ・比較的保存良

木製椀 1 ウルシ被膜のみ遺存 煙 夕目 1 銅合金・雁首と吸口遺存 3 

銅製金具 1 小刀の柄頭力？ 2 小刀状鉄製品 1 先端部？ 4 

V状折曲鉄製品 1 用途不明 1 棺 材 2 杉？破片 2遺存 1・2

六道銭 10 寛永通宝銅銭 六道銭 31 寛永通宝銅銭
（内背文字「文」 1)

鉄製 品 1 用途不明 ・木質付着 3 

釘 21 鉄製 ・棺組用

（内背文字「文」 22)

飾金具 1 紐 ・布地付着 5 

（第13-15図）第8号墓壊出土遺物（明和5年―1768唸） （第8図）第4号墓墳出土遺物（宝暦7年―1757・芋）

遺物名 数量 摘 要 図No. 遺 物名 数量 摘 要 図No.

人 犀目 1 頭蓋遺存するも保存不良 人 ,.ta. 目 1 片足大腿部のみ遺存

鋏 1 鉄製 ・握部に布地付着 3 鋏 1 鉄製

釘 26 鉄製・棺組用 ・木質付着
釘 1 鉄製 ・棺組用？

六道銭 50 寛永通宝 銅銭
六道銭 12 寛永通宝 銅銭

（内背文字「文」 1)
（内背文字「文」 4)

煙 応巳 1 銅合金 ・雁首のみ遺存 2 
小刀状

1 先端部のみ遺存 1 
鉄製品

V状折冊鉄製品 1 2ヶに折損 1 煙 竿目 1 銅合金 ・吸口のみ遺存 2 

- 30 -



（第20図）第12号墓墳出土遺物（享保1眸ー1725カ？令） （第16図）第9号墓墳出土遺物・ （ぷ合岱畠翌畠生？もアリ）

遺物名 数量 摘 要 図No. 遺物名 数量 摘 要 図No.

人 犀同 1 頭蓋・大腿遺存・保存不良 人 犀目 1 歯及び脊椎の一部のみ遺存

煙 泣目 1 銅合金・雁首と吸口遺存 2 木製椀？ 1 ウルシ被膜のみ遺存

鉄製品 1 用途不明 ・鋏？ 1 
釘 1 鉄製 ・棺組用？ 5 

木製椀？ 1 ウルシ被膜のみ遺存
小 刀 1 刀身部の一部のみ ・木質付着

六道銭 41 寛永通宝銅銭

（内背文字「文」 3)

2 
鉄製

棺 材 1 破片（杉皮部遺存）
金 具 1 鉄製・鞘金具の一部力？ 3 

六道銭 31 寛永通宝銅銭

（第21図）第13号墓墳出土遺物（延享2年ー1745カ？ な） （内背文字「文」1)

遺物名 数量 摘 要 図No. 鉄製品 1 用途不明 ・破片 4 

人 序目 1 頭蓋脊椎一音随存するも保存不良 カンザシ 1 花弁状金具のみ遺存 1 

煙 坪巨 1 雁首のみ遺存 1 

釘 25 鉄製 ・棺組用

六道銭 2 寛永通宝銅銭 （第17図）第10号墓墳出土遺物・共伴墓石不明

（第22図）第14号墓墳出土遺物（明治3年ー1870・i)
遺物名 数量 摘 要 図No.

遺物名 数量 摘 要 図No.
人 ,r:a. 月 1 大略全身分あり ・保存良好

人 昂目 1 全身分あり ・保存良好 煙 ク目 1 銀合金・雁首と吸口遺存 2 

鋏 1 破片 ・鉄製 4 錠前金具 1 鉄製 1 

伊万里碗 1 完形（口縁部のみ一部欠損） 1 六道銭 7 寛永通宝銅銭

六道銭 2 寛永通宝 銅（内銭背2波
＋ 1) 

悶 （表面に銅布銭地塊付2着） 2・3 

（第23図）第15号墓墳出土遺物（天明4年ー1784唸） （第18,19図）第11号墓凋出土遺物（文化10年―1813ヵ？辛）

遺物名 数量 摘 翌要 図No. 遺
;・ 

数量 摘 要 図No.
' 

人 ,.ta. 月 1 頭蓋•大腿一部遺存保存不良 人 犀目 1 頭蓋 • 大腿あるも保存不良

鋏 1 鉄製 ・刃部破片 2 2・3 鉄製品 1 火打鉄力？ 2 

錠前金具？ 3 鉄製 1・4・8 
＇ 

煙 応呂 1 銅合金・雁首と吸口遺存 5 

隅金具？ 1 II 同一木製箱の 7 
I 毛 抜 1 完形 ・銅合金 6 

飾金具？ 1 ff 付属品力？ 6 
' 

縁金具？ 1 II 5 

棺 杖 1 破片（杉皮部のみ遺存） ， 
六道銭 22 寛永通宝銅銭

不贔明 銅銭塊 1 4 

六道銭 5 寛永通宝銅銭
鉄製品 1 用途不明 3 

（内背文字「文」 1 小刀？ 1 柄部分力？ 7 

釘 20 鉄製 ・棺組用 V状折皿鉄製品 1 折損 1 

火打石 1 石英4.5X 4.2 X 2 .Ocm 数珠玉 85 
ガラス製

透明28・緑57
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（第9図）第18号墓墳出土遺物（享保20年ー1735唸） （第24図）第16号墓墳出土遺物・共伴墓石不明

※第 7号墓壊により破壊されており、出土遺図No.,
物なし。その時点て‘改葬されたものか？

人 序目 1 全身分・保存良好

棺 材 破片• 杉材
（第25,26図）第17号墓墳出土遺物（寛保元年―1741・芋）

5 
名 数量

釘 12 鉄製
人 ,ra. 自 1 

煙 坪目 1 銅合金・雁首と吸口遺存 1 
煙 frL5; 呂 1 雁首• 吸口とも遺存 11 

六道銭 13 寛永通宝銅銭 銅製箱金具 ， 銀合金i} 2-10 
（内背文字「文」 1) 錠前金具

製 同一木製箱付属品
1 鉄 1

内4枚は図版に未掲載 六道銭 15 寛永通（内宝背文綱子鰭文」 4)

（第27図）近世墓 i廣と墓石の配置

G 11 
□原位置の墓石 Hl 1 

口
＋ 
Hl2 

o
l
 

M
 
5
ー
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B
、
墓
碑
に
彫
ら
れ
た
俗
名
が
少
な
い
。

三
、
小
泊
遺
跡
の
近
世
墓
碑
に
つ
い
て
の
考
察

①

は

じ

め

に

昭
和
六
十
年
八
月
十
九
日
か
ら
、
約
―
ヶ
月
の
板
碑
調
査
中
に
、
「
D
区
」
で
確

認
し
た
墓
碑
群
も
、
板
碑
の
精
査
と
平
行
に
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
出
土
・
倒
伏
．

建
碑
さ
れ
て
あ
っ
た
墓
碑
の
確
認
総
数
は
二
十
七
基
、
そ
の
造
立
さ
れ
た
年
代
は
、

元
禄
十
五
年
(
-
七

0
二
）
の
「
月
心
照
江
禅
定
門
」
を
上
限
と
し
、
明
治
三
年
（

一

八
七

0
)
と
推
定
さ
れ
る
「
久
翁
楽
世
信
士
」
に
終
る
と
こ
ろ
の

一
六
八
年
の
間
に

造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
墓
碑
は
、
現
在
北
上
町
小
泊
地
区
で
民
宿
を
営
む
佐
々
木
孝
志
氏

の
先
祖
の
墓
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
下
限
の
「
久
翁
楽
世
信
士
」
以
降
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
北
上
町
相
川
の
「
地
福
寺
」
に
建
碑
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
二
十
七

基
の
墓
碑
と
現
在
の
佐
々
木
家
と
を
関
連
づ
け
る
資
料
は
乏
し
い
が
、

A
、
庭
に
成
育
す
る
樹
令
五

0
0
年
以
上
と
推
定
さ
れ
る
「
老
梅
」

B
、
祭
祀
さ
れ
て
い
る
「
釜
神
」

C
、
古
く
か
ら
秘
蔵
さ
れ
て
来
た
と
言
わ
れ
、
庚
申
講
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
「
青
面
金
剛
」
の
掛
軸

等
は
同
家
の
古
さ
を
証
明
し
、
後
述
す
る
墓
碑
No13
、
宝
暦
十
二
年
(
-
七
六
二
）

(
2
)
 

「
玉
生
公
童
女
」
の
上
部
に
刻
さ
れ
た
「
丸
に
違
い
鷹
の
羽
」
の
家
紋
は
、
現
在
も

同
家
の
家
紋
で
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
同
家
と
墓
碑
と
の
結
び
つ
き
は
肯
定
出
来
よ
う
。

当
初
調
査
員
は
、
佐
々
木
家
の
不
明
な
家
系
の
う
ち
、
元
禄
十
五
年
以
降
に
つ
い

て
は
今
回
の
墓
碑
か
ら
、
或
る
程
度
の
系
統
付
け
は
可
能
で
は
な
い
か
、
こ
の
点
の

意
識
を
持
っ
て
調
査
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

A
、

一
六
八
年
の
期
間
内
に
お
け
る
建
碑
と
し
て
は
、
そ
の
数
が
少
な
い
と
推
測

さ
れ
る
。

そ
の
他
、
後
に
記
す
若
干
の
理
由
か
ら
、
こ
の
こ
と
に
就
い
て
は
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

墓
碑
素
材
の
採
集
地
に
つ
い
て
の
推
定

2
 

で
は
、
墓
碑
と
す
る
た
め
の
素
材
と
な
っ
た
石
塊
は
、
ど
こ
か
ら
採
集
さ
れ
た
の

か
推
定
し
て
見
る
。

現
在
の
国
道
三
九
八
号
線
が
造
成
さ
れ
る
以
前
は
、
墓
碑
の
確
認
さ
れ
た
位
置
か

ら
、
な
だ
ら
か
な
斜
面
は
、
現
、
国
道
の
上
を
通
り
東
側
の
谷
へ
落
ち
込
ん
で
い
た

と
思
わ
れ
る
。
谷
を
隔
て
た
東
の
山
は
、
山
頂
に
中
世
の
小
泊
城
跡
が
あ
り
、
す
ぐ

下
方
に
は
勧
請
年
不
詳
の
稲
荷
社
が
祭
祀
さ
れ
て
い
る
。
谷
の
東
側
す
な
わ
ち
小
泊

城
跡
の
あ
る
山
は
、
急
傾
斜
を
造
っ
て
谷
川
に
落
ち
る
。
こ
の
接
点
に
旧
街
道
が
、

谷
川
に
添
っ
て
北
東
か
ら
南
西
に
延
び
る
、
こ
の
旧
街
道
は
や
が
て
東
に
大
き
く
廻

り
込
み
、
大
室
・
小
室
に
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
形
の
中
で
の
小
泊
の
谷
は
奥

が
深
く
、
少
く
と
も
国
道
が
造
成
さ
れ
る
以
前
は
、
水
量
の
豊
か
な
谷
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

谷
川
の
両
側
面
は
現
在
で
も
、
剥
離
し
易
い
節
理
を
持
つ
粘
板
岩
の
露
出
が
一
部

に
見
ら
れ
、
当
然
、
谷
底
に
は
水
流
に
研
磨
さ
れ
た
、
石
碑
の
素
材
に
適
し
た
石
塊

の
散
在
が
認
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

「
別
表
」
の
下
欄
に
提
示
し
た
「
石
質
」
に
示
す
素
材
採
集
地
を
推
定
し
に
く
い

砂
岩
系
の
、

N
o
1
、
N
o
5
、
No18
、
No27
を
除
外
し
た
、
残
余
の
二
十
三
基
に
就
い

て
は
、
そ
の
一
部
が
墓
碑
の
建
立
さ
れ
た
位
置
か
ら
、
最
短
距
離
に
あ
る
こ
の
「
谷
」

と
、
谷
の
入
り
込
む
漁
業
協
同
組
合
附
近
の
海
岸
か
ら
採
集
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が

も
っ
と
も
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
墓
碑
の
所
有
・
管
理
者
で
あ
る
佐
々
木
孝
志
氏
は
「
昭
和

十
年
頃
迄
、
小
泊
か
ら
舟
で
周
辺
の
浜
へ
、
墓
石
を
採
り
に
行
っ
た
の
を
覚
え
て
い

る
」
、
と
話
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
参
考
ま
で
記
し
て
お
く
。
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5 4 3 2 I No. 

I 7 2 8 I 7 2 7 I 7 2 5 I 7 I 4 I 7 0 2 西暦

゜゜゜゜゜
墓キ爽 華 無 一 月

喜 九 ! 九 雷 九
一 正 元

材ミ 運 立器 茉月 月 月 月 ィ令心お ベと 禄
五

道
＋ ＋ 
女少

五

常
＋ 十
女少
四

,日'召'' 

＋ 
石日 五 日 年 四 年 五・、 —,. 

花
年 日

土日- 年丁 オ目
日
I今N..!., こエ 年

禅単 碑.,., i 未八

， 禅単 1言 禅単
銘

定 定 ＋ 
定 女 定．． 

門
市
敬 尺 孝 戸1 敬 施 贔敬 門 孝助

父 白 子 白 主 云衛白 子
文ヲ

ヤ

（蓮 座） （蓮 座） （蓮 座） （蓮 座） （蓮 ＇ 座）

砂岩系自然石 粘板岩 粘板岩 粘板岩 砂岩系自然石を 石質
海岸の自然石を転用 二つ割りにする

125 X 63 X 10 I 07 X 60 X 14 122X42X 13 I IQ X 36 X 12 168 X41 X 17 長さx 巾x 厚さ

文字の彫りヤゲンに 文字浅彫り 小泊の地名を「小留」

且近い とする表現は初見

近

世

墓

石

覧表

---
11 10 ， 8 7 6 No. 

I 7 6 8 I 7 5 7 I 7 4 9 I 7 4 5 I 7 4 I I 7 3 5 西歴

◎ 
宝 ゜十 寒゚ 延 ゜

墓
七 紅 明 三 梅 寛 七 本 喜

二月 観"B召" 保享
廿月 月 和五 月中暦 廿月 右山 竺 ニ 空 吉子 月決こ

十 女少 七 廿月 道i年二 ニ日 日月 尤辛 十 二九オ＜年 八丁 ―女少言 七日月＋ 石
日
B召 日参/と牛天 日香巳稔 五日 う青 べと西稔 日 土日-年

-i言 禅単 作右衛門妻禅笈ミ 禅単 1言 禅単
銘- 疋,-'-, 定 女 定

三孝 t足 敬足孝 敬 P可孝 門＋ 
--'-ノ‘ 主 ＋ 白 子 白 子

文
（蓮 座） （蓮 座） （蓮 座） （蓮 座） （蓮 座）

粘板岩 粘板岩 粘板岩 礫状の砂岩 粘板岩 粘板岩 石質
小泊の墓碑中最大 沢からの採集石 海岸の自然石を転用

長さ渾 x厚さ200 X 45 X 9 5 99 X 23 X 22.5 87 X 40 X 7 95 X 36 X 17 77 X 60 X 7 64 5 X 24 X 14 

上部の二重円相・法 文字はヤゲン彫り 上部の円相は陰刻 文字の彫られる部分

畠名の「紅」• 蓮座に朱 のみ薄く加工当然埋
と金箔の残存を見る 没部は厚くなる
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17 

I 7 8 4 

16 

I 7 8 4 

15 

I 7 7 7 

14 

I 7 6 6 

13 

I 7 6 2 

12 

I 7 5 2 

九
月
八
日

O
薫

安

妙

私

禅

定

足

安
永
六
丁
西
天

〇

茂

林

妙

繁

善

女

（蓮 座）

O
春

林

道

花

禅

定

門

（蓮

八
月
初
四
日

宝
暦
午
十
二
天

明
和
竺
―
―
天

二
月
廿
九
日

九
月
二
日

天
明
四
辰
と
し

〇
祖
全
プ
音
二
信
士

正
月
三
日
天

天
明
四
辰
天

座）

（丸に違い鷹の羽の家紋）

玉

生

公

童

女
和
具
利
八
才

（
野
菊
）

六
月
廿
六
日

（
野
菊
）

（菱菊座）

善
六
事

宝
暦
二
壬
申
年

◎

本

安

知

月

禅

定

門

（蓮

行
年
二
十
二

座）

粘 板 岩

78 X 25 X 15 

粘板岩

海岸の自然石を転用

67X30X20 

文字は点彫りでヤゲ

ン様の V字切り込み

粘 板 岩

73 X 34 X 10 

上部の「円相」は他に

くらぺ小さい

文字は点彫り

礫

80 X 23 X 13 

粘板岩に似た礫

状の自然石

90 X 27 X 15 

家紋と野菊の葉に金

箔の残存を見る

粘 板 岩

93 X 45 X 7 

「門」と蓮座が重なる、

文字を先に彫り、その

上に蓮座をダプらせる

彫法

23 

I 8 6 2 

22 

I 8 3 7 

21 

I 8 3 7 

20 

I 8 2 7 

19 

I 8 I 3 

No. 
ヽ，．

西暦

八
月
八
日

O
智

光

技

児

文
久
二
年

四
月
廿
八
日

天
保
八
酉
年

O
海

岸

プ

窮

信

士

七
月
十
三
日

天
保
八
丁
西
年

O
真

應

妙

空

信

女

閏
六
月
廿
七
日

七
十
＿
―
-
オ

文
政
十
丁
亥
年

O
大

戸

回

常

信

士

（蓮 座）

六
月
廿
有
九
日
塔

文
化
十
癸
西
星

O
初

眠

プ

私

信

女

（蓮

歳

七

十

九

歳

座）

‘.,/
 

線るす

6
 188:0無
憎

定

心

善

男

ー

蓋
ぽ

十
二
月
初
四
日

仁
蔵
事

（蓮

文
化
三
□
見
年

行
年
二
十
一
オ

座）

粘 板 岩

55 X 25 X 8 

粘板岩

礫状

65 X 52 X 11 

粘 板 岩

85 X 35 X 8 

粘 板 岩

92X28.5X 19 

粘板岩

礫状

98 X 38 X 16 

碑面の下方に穿孔貝

による穿孔あり

砂 岩

92 X 28 X 14 

円相の上方に天蓋を

象徴する「波形」の線

が横に走る
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註

一
‘
墓
碑
に
使
用
さ
れ
て
い
た
「
旧
字
」
「
異
体
字
」
等
に
つ
い
て
は
正
字
に
直
し
た
。

二
、
「
断
碑
」
「
剥
離
」
等
に
よ
り
不
明
な
文
字
は
一
＿
と
し
た
。

27 

I 8 7 0 ? 
26 25 24 

I 8 7 0 

六
月
＝
―
日

仁
右
衛
門

八
十
ニ
オ
卒

O
久

翁

楽

世

信

士

（蓮

（
力
）

明
治
三
囲
年

座）

ク

ク

―

的

四

天

‘ヽ,’
'道
華
信
男

面

‘‘
,
‘
‘
月
廿
三
日

環

、
ノ
‘、卑

柳
津
圃
石

、‘
r

十
二
月
一
日

卑
J

、
―

一

年

§
`
 

即
奄
妙
心

（蓮

心
禅
定
足

座）

明
治
三
午
年

0
本

饂

妙

生

信

女
於
ま
き
五
十
七

六
月
十
日

行
年

（蓮 座）

砂 岩 粘 板 岩 粘 板 岩 粘 板 岩

75 X 23X 23 

蓮座に朱の残存あり

53 X 31 X 7 60 X36 X 11 

縦二つに裂けた断碑

65X25X7 

行年・蓮座・イ谷名に

朱が残存する

z ゚ z ゚

墓
碑
N
o
1

③
蓮
座
を
主
と
し
た
荘
厳
紋
様
に
つ
い
て

調
査
の
対
照
と
な
っ
た
墓
碑
の
最
も
著
し
い
特
徴
は
、
附
近
（
大
滝
・
小
滝
•
相

川
）
の
そ
れ
ら
に
比
し
、
戒
名
の
周
囲
に
彫
ら
れ
た
、
蓮
座
を
主
と
し
た
荘
厳
紋
様

に
あ
る
。

「
別
表
」
の
一
覧
表
で
は
触
れ
な
か
っ
た
の
で
、
蓮
座
•
そ
の
他
の
荘
厳

物
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
見
る
。

{3
)
 

死
後
の
戒
名
を
佛
と
見
て
、
「
荘
厳
の
た
め
に
運
座
等
を
墓
碑
に
彫
す
る
が
、
蓮

座
の
み
に
就
い
て
言
え
ば
そ
の
前
身
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
佛
教
以
前
の
バ
ラ
モ
ン

教
の
彫
刻
等
に
も
見
受
け
ら
れ
、
遠
く
は
エ
ジ
プ
ト
の
石
造
物
に
も
蓮
華
座
に
似
た

も
の
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
日
本
で
は
飛
鳥
時
代
に
す
で
に
蓮
座
が
あ
っ
た
が
、
当

時
の
も
の
は
単
純
で
、
非
美
術
的
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。」
貞
観
時
代
（
七

八

一
i
八
九
七
）
頃
に
は
、
そ
れ
迄
の
シ
ン
プ
ル
な
型
か
ら
荘
厳
さ
れ
た
型
に
工
夫

が
加
え
ら
れ
て
来
る
。

蓮
座
は
九
葉
の
蓮
弁
が
半
円
を
画
き
、
九
十
度

一
杯
に
展
開
し
蓮
座
下
方
の
「
シ

メ
」
に
蓮
根
の
茎
か
ら
生
ず
る
根
（
ヒ
ゲ
）
様
の
物
を
八
の
字
型
に
延
ば
す
。

N
o
2
 

七
葉
の
蓮
弁
が
六

0
度
に
広
が
り
、
ヒ
ゲ
状
の
根
が
こ
れ
も
八
の
字
を
造
り
両
側

に
広
が
る
。
こ
の
蓮
座
は
、

N
o
1
の
蓮
座
と
ほ
ぽ
ス
タ
イ
ル
を
同
じ
く
す
る
の
で
、

N
o
1
（
一
七

0
二）、

N
o
2
（
一
七
―
四
）
と
、
建
立
さ
れ
た
年
差
か
ら
推
せ
ば
、

同
一
人
物
に
よ
る
彫
り
か
、
又
は

N
o
1
の
作
風
を
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

蓮
座
は
蓮
弁
八
葉
で
構
成
さ
れ
る
。
ヒ
ゲ
様
の
根
は

N
o
1
、

が
彫
り
は
深
い
。

N
o
2
と
同
じ
で
あ
る

五
葉
の
蓮
弁
で
造
ら
れ
た
蓮
座
は
、
開
花
直
前
の
蓮
花
を
意
識
し
て
の
作
風
を
感
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蓮
座
は
、

No10
の
作
風
の
踏
襲
の
よ
う
に

も
見
え
る
が
、
図
柄
は

Nolo
よ
り
も
や
や
縦

長
と
な
り
、
木
瓜
様
の
四
本
の
曲
線
で
囲
ま

れ
た
中
の
「
点
」
も
そ
の
数
を
増
す
。
蓮
弁

の
大
き
さ
は
、
縦
一
八
セ
ン
チ
・
横
一
六
セ
ン
チ
と
大

き
く
、
墓
碑
全
体
か
ら
受
け
る
感
じ
は
、
最

大
の
ウ
エ
イ
ト
を
置
く
べ
き
「
戒
名
」
よ
り

蓮
座
に
重
点
を
置
い
た
、
と
す
ら
感
じ
ら
れ

る。

o
o、

N
1
 Noll
、
及
び

No14
の
荘
厳
物
と
し
て
の
特
異
な
蓮
座
紋
様
は
、
調
査
員
の

後
日
の
傍
証
調
査
で
も
、
小
泊
北
方
の
滝
浜
に
於
て
や
は
り
宝
暦
年
間
の
墓
碑
に
、

0
1
 

N
1
 

を
持
つ
曲
線
を
刻
し
0
0
 

N
1
 

10 15 

な
い
。

ず
る
。
点
刻
で
成
型
さ
れ
た
そ
の
蓮
座
は
素
朴
で
あ
る
。

I 0 15 20 
CM 

こ
の
碑
に
彫
ら
れ
た
蓮
座
は
荘
厳
で
あ
る
。
上
方
に
木
瓜
型
の
四
つ
の
ふ
く
ら
み

（
左
図
）
、
そ
の
中
に
九
ケ
の
点
孔
を
穿
つ
、
下
方
に
は
蓮
根

20CM

の
茎
様
の
も
の
を
彫
り
、
左
右
に
長
く
延
び
た
ヒ

ゲ
状
の
も
の
は
重
厚
な
安
定
感
を
与
え
て
い
る
。

此
の
蓮
座
を
彫
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
先
ノ
ミ
は
、

通
常
の
そ
れ
よ
り
大
型
の
エ
具
で
は
な
か
っ
た
か

と
彫
り
痕
か
ら
窺
が
わ
れ
た
が
、
推
定
の
域
を
出

- 37― 



き
で
あ
ろ
う
。

0
8
 

N
1
 

碑
面
の
上
方
に
「
丸
に
違
い
鷹
の
羽
」
の
家
紋
を
精
巧
に
刻
む
。
こ
の
紋
は
墓
地

を
所
有
管
理
す
る
佐
々
木
孝
志
氏
宅
の
家
紋
で
も
あ
る
。
戒
名
の
左
右
に
葉
と
茎
を

付
け
た
野
菊
の
花
が
対
称
に
彫
ら
れ
る
。
更
に
「
菱
菊
」
を
蓮
座
に
替
え
る
異
色
の

作
風
を
し
た
墓
碑
で
あ
る
。

0
4
 

N
1
 

蓮
座
の
構
図
は
、

Nolo
、

Noll
に
似
る
が
、
構
図
・
彫
り
共
若
干
「
粗
」
と
な
る
。

蓮
座
そ
の
も
の
は
大
き
さ
に
於
て
、

Nolo
、

Noll
と
大
差
な
く
、
本
碑
の
建
立
さ
れ

た
時
点
、
す
な
わ
ち
明
和
三
年
(
-
七
六
六
）
を
最
後
に
、
此
の
特
異
な
荘
厳
を
生

み
出
す
蓮
座
は
、
小
泊
地
区
か
ら
姿
を
消
し
た
と
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

碑
面
最
上
方
（
円
相
上
部
）
に
、
天
蓋
を
略
式
化
し
た
と
推
定
さ
れ
る
波
型
の
線

が
、
横
に
一
条
走
る
。
「
反
り
花
」
を
も
附
し
た
蓮
弁
は
精
緻
に
彫
ら
れ
る
。

0
3
 

N
1
 

一
基
の
類
例
が
見
ら
れ
、
こ
の
他
、
小
泊
に
は
宝
暦
二
年
二
七
五
三
）
の
「
名
号

碑
」
に
も
確
認
出
来
る
こ
と
か
ら
、
若
干
の
危
険
性
を
乃
子
む
が
現
時
点
で
は
、
小
泊

地
域
を
中
心
と
し
た
割
に
狭
い
範
囲
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
蓮
座
と
判
断
し
て
も
差
し
支

え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
、
墓
碑
上
方
に
彫
ら
れ
た
二
重
円
相
の
う
ち
、
内
円
の
内
部
を
極
め
て
細
密

な
点
刻
で
潰
す
工
法
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
隣
接
す
る
集
落
で
は
確
認
出
来

な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
調
査
対
象
墓
碑
の
―
つ
の
特
徴
と
し
て
、
特
記
さ
れ
る
べ

蓮
座
は
木
彫
の
佛
像
を
乗
せ
る
蓮
座
に
酷
似
す
る
。
戒
名
の
「
高
安
知
月
禅
定
門
」

の
「
門
」
に
、
ダ
ブ
ら
せ
て
蓮
座
を
彫
る
。
こ
の
事
は
「
別
表
」
で
も
触
れ
た
が
、

類
例
も
少
な
い
と
考
え
る
の
で
記
し
て
置
く
。

0
2
 

N
1
 

「
反
り
花
」
を
附
し
た
蓮
座
は
前
記
の

No18
に
似
る
。

本
項
の
記
述
目
的
か
ら
外
れ
る
が
、
碑
の
最
下
部
に
本
碑
の
み
穿
孔
貝
（
斧
足
綱

い
が
い
科
・
イ
シ
マ
テ
貝
、
別
名
イ
シ
ワ
リ
）
に
よ
る
数
個
の
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
、

こ
の
辺
か
ら
本
碑
の
素
材
採
集
地
を
絞
り
込
ん
で
見
た
の
だ
が
、
不
明
の
ま
ま
現
在

に
至
っ
て
い
る
。N

o
2
0
i
N
o
2
7
 

No20
、
以
後
に
造
立
さ
れ
た
墓
石
は
、
文
政
四
年
(
-
八
ニ
―
)
の

No
20
、
天
保

八
年
(
-
八
三
七
）
の

No21
、
同
年
の

No22
、
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
の

No23
と

続
く
が
、
蓮
座
を
彫
る
型
式
は

No20
、
で
途
絶
え
、
以
降
は
蓮
座
を
含
め
他
の
荘
厳

具
を
も
欠
い
た
墓
石
へ
と
移
行
し
て
行
く
。

以
上
、
小
泊
墓
碑
に
刻
さ
れ
た
、
紀
年
銘
を
有
す
る
明
治
以
前
の
墓
碑
の
い
く
つ

か
に
焦
点
を
当
て
、
蓮
座
を
主
と
し
た
荘
厳
具
に
就
い
て
述
べ
た
訳
だ
が
こ
れ
か
ら

で
も
小
泊
近
世
墓
碑
に
つ
い
て
の
荘
厳
具
は
、
そ
の
概
略
を
把
握
出
来
る
も
の
と
思

、つ
次
に
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
四
十
六
年
に
か
け
て
、
館
田
虎
弥
太
•
西
條
久
雄
の

両
氏
が
、
小
泊
の
板
碑
調
査
の
傍
ら
墓
碑
に
も
調
査
の
手
を
加
え
ら
れ
た
が
、
資
料

の
中
に
、
明
和
五
年
に
建
碑
さ
れ
た
、
上
部
に
円
相
を
附
す
「
一
枝
通
花
禅
定
門
」

の
墓
碑
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
戒
名
の
下
に
長
方
形
の
四
角
が
三
個
（
上
方
に
一
個
、

下
方
に
二
個
を
横
に
並
べ
た
）
、
所
謂
正
三
角
形
に
配
置
さ
れ
た
箱
形
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
長
方
形
の
枠
内
に
八
個
•
七
個
•
六
個
の
点
刻
が
認
め
ら
れ
る

。

今
回
の

調
査
で
は
此
の
墓
碑
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
長
方
形
の
箱
形
荘
厳
具
は
何
を
表
現

し
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
、
そ
し
て
、
こ
の
例
に
見

ら
れ
る
小
泊
墓
碑
の

一
部
紛
失
が
、
本
項
の
冒
頭
で
記
し
た
、
「
後
述
す
る
若
干
の

0
9
 

N
l
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4
 
3
 

参
考
文
献

舘
田

•
西
條
両
氏

の
調
査
に
よ
る
「
石
碑
資
料
」

理
由
」
と
関
連
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

⑤

ま

と

め

小
泊
墓
碑
の
最
大
の
特
徴
は
、
荘
厳
具
に
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
の
他
に
も
特
記

す
べ
き
例
と
し
て
、
墓
碑

No14
、
天
明
四
年
(
-
七
八
四
）
の
「
祖
全
了
意
信
士
」

の
墓
が
あ
る
。
戒
名
・
銘
文
と
も
に
素
人
の
稚
拙
な
点
彫
り
で
、
当
時
石
を
彫
る
エ

具
（
ノ
ミ
）
は
お
寺
に
備
え
て
置
き
、
建
碑
者
に
貸
出
し
、
彫
り
は
素
人
の
手
に
依
っ

た
、
と
地
元
で
は
言
わ
れ
て
来
た
が
、
こ
の
事
を
如
実
に
示
す
作
風
だ
と
考
え
る
。

『
家
紋
大
図
鑑
』

閲
秋
田
書
店
刊

『詳
説
、
佛
像
の
持
ち
も
の
と
装
飾
』

『
原
色
日
本
貝
類
図
鑑
』

昭
和
四
十
五
年

昭
和
四
十
二
年
五
月
昧
保
育
社

昭
和
五
十
三
年
八
月

昭
和
五
十
年
九
月

丹
羽
基
二
著

吉
良
哲
明
著

文
進
堂
刊

『
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
』
第
二
集

P
四
五

昭
和
五
十
二
年
一
月
河
北
地
区
教
育
委
員
会
発
行

秋
山
正
美
著

（
高
橋
精
一
）
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と
は
で
き
な
い

。

本
遺
跡
よ
り
検
出
さ
れ
た
中
世
の
遺
構
、
遺
物
と
し
て
は
、
地
山
掘
り
込
み
溝
状

遺
構
一
、
不
整
形
ピ
ッ
ト
一
、
板
碑
七
十
三
、
板
碑
と
推
定
さ
れ
る
も
の
三
、
渡
来

銭
二
、
が
あ
り
、
他
に
板
碑
群
に
共
伴
す
る
と
思
わ
れ
る
礫
石
及
び
焼
石
が
多
数
あ

一
、
地
山
掘
り
込
み
溝
状
遺
構
（
第

30
図）

本
遺
構
は
発
掘
区
域
の
最
南
端
、
急
斜
面
が
緩
斜
面
に
移
行
す
る
標
高
約
二
三
ぃい

の
尾
根
筋
に
近
い
南
東
斜
面
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
地
山
の
岩
盤
を
掘
り
込
み
約
一

ぃい
巾
の
溝
を
L
字
状
に
巡
ら
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
側
中
央
部
に
ニ
ケ
の
ピ
ッ
ト

群
を
配
す
る
。

検
出
時
の
状
況
は
表
土
剥
離
後
、
そ
の
直
下
に
一
辺
約
三
メ
ー
ト
ル
の
四
角
形
状
の
落
ち

込
み
面
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。

ま
ず
溝
に
つ
い
て
は
、
遺
構
中
央
部
に
配
さ
れ
た
ニ
ケ
の
ピ

ッ
ト
周
囲
を
西
か
ら

北
に
区
画
す
る
様
に
総
長
約
五
いい
の
溝
を
L
字
状
に
配
置
す
る
も
の
で
、
巾
は
溝
の

上
場
の
最
も
広
い
と
こ
ろ
で
約
一
•
三
メ
ー
ト
ル
、
狭
い
と
こ
ろ
で
約
〇
0
•
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

深
さ
は
場
所
に
よ
り
一
様
で
は
な
い
が
、
最
も
深
い
※
部
で
四
十
七
丑
ノ
、
浅
い
と
こ

ろ
で
十
丑ノ
、
平
均
で
は
約
二

O
丑ノ
を
数
え
る
。

十

四

年

(
-
四
八
二
）

溝
の
最
南
端
は
発
掘
前
の
現
地
調
査
段
階
で
当
該
部
に
埋
没
横
倒
し
て
い
た
文
明

の
板
碑
を
抜
き
取
っ
た
際
破
壊
さ
れ
、
そ
の
終
端
を
知
る
こ

遺
構
の
南
側
は
当
該
力
所
か
ら
急
激
に
南
側
に
下
る
斜
面
と
な
り
、
当
該
板
碑
は

文
字
面
を
上
に
し
て
基
部
を
斜
面
上
方
に
置
く
状
態
で
横
倒
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

溝
中
に
は
、
地
山
が
風
化
し
て
細
石
化
し
た
礫
を
多
量
に
含
む
腐
植
土
状
の
黒
褐

る
。

第
四
章

中
世
の
遺
構
と
遺
物

配
置
さ
れ
て
い
る
。

色
土
が
堆
積
し
て
お
り
、
こ
の
土
層
中
か
ら
は
大
略
ニ
カ
所
に
集
中
す
る
一
連
の
石

群
が
検
出
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
の
検
出
部
位
が
溝
堆
積
土
中
の
上
位
に
位
置
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
か

ら
斜
面
上
部
も
し
く
は
遺
構
縁
辺
か
ら
の
崩
落
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
、
直
接
本
遺

構
と
関
連
す
る
石
組
み
と
は
断
定
で
き
な
い
。

こ
の
溝
に
囲
ま
れ
た
内
部
は
約
五
平
方
訂
程
の
広
さ
を
も
つ
テ
ラ
ス
状
の
大
略
低

平
な
面
を
形
成
す
る
。

（
厳
密
に
は
地
形
の
傾
斜
に
応
じ
東
に
若
干
傾
斜
す
る
。
）

当
該
面
の
略
中
央
部
に
は
約
四
〇
丑
ノ
の
間
隔
を
置
い
て
ニ
ケ
の
ピ
ッ
ト
が
並
ん
で

内

一
号
ピ
ッ
ト
は
テ
ラ
ス
の
や
や
南
に
寄
っ
た
場
所
に
位
置
し
、
直
径
五
二

x
四

〇
丑ノ
、
深
さ
二
三
丑
ノ
の
略
方
形
を
呈
す
る
。

一
方
、

二
号
ピ
ッ
ト
は
北
寄
り
に
位
置
し
直
径
四
四

x
三
七
臼ノ
、
深
さ
二
六
丑ノ
の

不
整
円
形
で
あ
る
が
、
穴
底
は
方
形
を
呈
す
。

双
方
と
も
検
出
時
の
段
階
で
は
、
地
山
岩
盤
面
を
北
東
ー
南
西
に
直
線
状
に
走
る

岩
石
節
理
線
が
ピ
ッ
ト
掘
り
込
み
部
分
の
み
乱
れ
一
定
の
方
向
性
を
持
た
な
い
こ
と

か
ら
、
よ
う
や
く
識
別
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

ピ

ッ
ト
を
埋
積
し
て
い
る
の
は
五

i
十
丑／
大
の
地
山
砕
石
で
、
こ
れ
に
若
干
の
褐

色
土
が
混
じ
る
状
態
で
締
り
が
あ
り
、
穴
壁
は
堅
牢
な
岩
盤
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
の

で
掘
り
込
み
後
の
穴
壁
立
ち
上
り
を
識
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。

更
に
特
記
す
べ
き
事
項
は
本
ピ

ッ
ト
掘
り
上
げ
後
、
最
終
日
程
の
精
査
段
階
で
二

号
ピ

ッ
ト
堆
積
土
記
録
作
成
の
た
め
穴
底
及
び
穴
壁
の
一
部
に
残
存
す
る
土
壌
の
観

察
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
土
中
に
大
き
い
も
の
で
二
丑／
、
小
さ
い
も
の
で
五
ミリ

大
の
多
量
の
焼
石
砕
片
が
含
ま
れ
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。

急
ぎ

一
号
ピ

ッ
ト
に
つ
い
て
も
検
証
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
残
存
土
の
な
い
状
況

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穴
底
の
ゆ
る
い
凹
に
残
土
に
混
じ
り
細
か
く
砕
石
化
し
た
焼
石
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従
っ
て
掘
り
上
げ
た
堆
積
土
中
に
か
な
り
の
程
度
エ
ラ
ー
し
た
事
は
確
実
で
あ
り

こ
の
点
か
ら
穴
中
の
埋
土
に
は
本
来
か
な
り
多
く
の
焼
石
砕
片
が
含
ま
れ
て
い
た
可

能
性
が
非
常
に
強
い

。

な
お
そ
の
他
に
は
、
遺
構
面
か
ら
の
出
土
遺
物
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
本
遺

構
の
表
土
剥
離
段
階
で
表
土
中
か
ら
近
世
陶
器
破
片
一
、
及
び
劣
化
の
進
ん
だ
寛
永

通
賓
一
が
出
土
し
た
。

二
、
不
整
円
形
ピ
ッ
ト
と
焼
石
群
（
第
31
図）

本
遺
構
は
発
掘
区
の
西
側
、
近
世
墓
壊
群
の
上
部
斜
面
に
位
置
す
る
A
地
区
板
碑

群
と
重
複
し
、
そ
の
下
部
岩
盤
面
に
検
出
さ
れ
た
不
整
円
形
ピ

ッ
ト
で
あ
り
、
標
高

約
二
九
いい
の
東
に
傾
斜
す
る
尾
根
上
に
位
置
し
て
い
る
。

長
径
九
〇
げ
、
短
径
七
五
丑／
、
深
さ
約
四
〇
丑
ン
を
数
え
る
。
検
出
時
の
状
況
は
、

地
山
岩
盤
面
に
該
当
部
分
の
み
―

o
i
―-O
丑ノ
大
の
角
礫
が
多
量
か
つ
乱
雑
に
混
入

す
る
四
角
形
状
の
落
ち
込
み
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。

ピ

ッ
ト
内
は
こ
れ
ら
地
山
角
礫
に
褐
色

(
1
0
Y
R
3
/
2
)
土
が
混
じ
る
状
況
で

遺
物
は
全
く
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
ピ

ッ
ト
を
中
心
と
し
て
板
碑
分
布
区
域
と
重
な
る
様
に
多
量
の
焼
石
砕
片
が

認
め
ら
れ
た
。

本
地
点
で
は
一
五

i
二
〇
丑ノ
の
草
木
根
を
含
ん
だ
表
土
直
下
は
た
だ
ち
に
地
山
岩

盤
と
な
る
が
こ
れ
ら
焼
石
は
表
土
中
か
ら
多
量
に
認
め
ら
れ
、
凹
凸
の
あ
る
地
山
岩

盤
面
上
で
も
か
な
り
の
量
が
認
め
ら
れ
た
。

一
帯
に
火
熱
を
受
け
た
形
跡
が
見
ら
れ
ず
、
本
地
点
以
外
の
力
所
か
ら
搬
入
さ
れ

た
可
能
性
が
強
い
。

焼
石
の
分
布
範
囲
は
本
ピ
ッ
ト
直
上
の
斜
面
部
を
中
心
に
傾
斜
に
沿
い
長
楕
円
形

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（中

村

光

一
）

に
東
西
約
六
ぃい
、
南
北
約
ニ
・
三
い
の
範
囲
に
亘
り
広
が

っ
て
お
り
、
そ
の
分
布
状

態
は
急
斜
に
沿
っ
て
斜
面
下
部
に
流
れ
出
し
た
状
況
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
本
来
そ

の
分
布
範
囲
の
西
端
区
域
を
中
心
と
し
た
一
帯
に
集
積
乃
至
は
埋
設
さ
れ
て
い
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
ピ

ッ
ト
の
西
約

O
・七
メ
ー
ト
ル
位
置
と
、
ピ
ッ
ト
の
東
約
ニ
•
六
メ
ー
ト
ル
の
位
置
か

ら
は
各
々
、
永
楽
通
賓
、
洪
武
通
賓
各

一
枚
が
出
土
し
た
。

こ
の
内
、
永
楽
通
賓
は
地
山
岩
盤
の
割
れ
目
に
狭
み
込
ま
れ
た
様
な
状
態
で
出
土

し
、
洪
武
通
賓
は
表
土
の
下
位
を
形
成
す
る
黒
褐
色
土
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
出
土
状
況
か
ら
見
て
原
位
置
で
は
な
く
、
斜
面
上
部

か
ら
移
動
し
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
本
地
区
で
は
表
土
剥
離
に
際
し
、
表
土
及
び
そ
の
直
下
か
ら
径
約
四
し

―
二

丑ノ
大
の
海
岸
礫
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
、
そ
の
出
土
状
態
も
散
々
伍
々
で
、
一
定
の
配
列
や
規
格
性
を
有
す
る

状
況
で
は
な
か
っ
た
が
、
特
に
板
碑
群
の
分
布
地
点
に
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
の
で

こ
れ
と
関
連
す
る
礫
石
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
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（第
29
図
）
検
出
遺
構
配
置
図
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（第 30図 ）地山掘込溝状遺構平面図
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十
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起
し
た
穴
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凡例

ゴシック算用数字は中世板碑

O囲算用数字は近世墓石

小泊遺跡中世板碑・近世墓石分布図



法
量

第
一
回
調
査

第
二
回
調
査

彫

rn型

彫
II型

彫
I
型

3
、
円
内
の
数
字
は
板
碑
の
整
理
番
号
で
あ
る
。
（表

I
)

4
、
板
碑
に
あ
ら
わ
れ
た
古
字
・
異
体
字
は
、
解
説
で
は
正
字
に
か
え
た
。

5
、
用
語
に
つ
い
て
は
次
の
区
分
に
よ
っ
た
。

A
区
i
E
区

板
碑
の
確
認
さ
れ
た
位
置
に
よ
る
区
分
を
示
す
。
（
第
六
章
・
確

認
地
に
つ
い
て
、
の
項
、
及
び
、
第

32
図
参
照
）

I
類
型

II類
型 （
碑
の
形
状
に
よ
る
区
分
）

碑
の
全
面
が
滑
状
を
呈
す
る
も
の
、
海
岸
に
産
出
す
。

碑
の

一
面
乃
至
三
面
が
滑
状
を
呈
す
る
も
の
、
海
岸
及
び
河
川
に
於
て

m類
型

産
出
す
。

右
、
類
型
以
外
の
も
の
を
指
す
。

（
彫
法
に
よ
る
区
分
）

彫
り
面
は
浅
い
皿
状
を
呈
し
滑
ら
か
、
彫
り
巾
は
最
も
広
い

。

彫
り
面
が
正
し
い
「
V
」
字
型
を
呈
す
る
も
の
。

右
以
外
の
彫
法
の
も
の
。

昭
和
三
十
一
年
、
高
橋
克
弥
氏
に
よ
る
調
査
を
云
う
。

昭
和
四
十
五
•
六
年
、
舘
田
虎
弥
太
、
西
條
久
雄
両
氏
に
よ
る
調

査
。

碑
の
高
・
巾
・
厚
の
順
に
最
大
値
を
「
セ
ン
チ
」
で
表
わ
し
た
も
の
。
種
子
の

大
き
さ
に
つ
い
て
も
縦
•
横
の
順
に
最
大
値
を
「
セ
ン
チ
」
で
示
し
た
。

士
目
ク
ノ

仝

↑

田

底
線
フ
チ
線

先
ノ
ミ

平
ノ
ミ

彫
り
面

皿
彫 ノ

ノノ田
ケ↑
 
ヤ
ゲ
ン
彫

断
面
が
逆
三
角
形
状
を
呈
す
る
も
の
。

断
面
が
竹
を
横
割
し
た
形
状
を
呈
す
る
も
の
。

断
面
が
浅
く
巾
広
く
皿
状
を
呈
す
る
も
の
。

断
面
が
箱
状
と
な
る
も
の
。

ヤ
ゲ
ン
彫
の
最
深
部
、
両
側
か
ら
の
彫
り
面
が
接
し
て
作
る
線
。

碑
面
と
彫
り
面
が
接
し
て
作
る
線
。

彫
ら
れ
て
出
来
る
面
を
い
う
。

先
が
細
く
尖
っ
た
ノ
ミ
。
ノ
ミ
跡
が
「
点
」
と
な
る
。

刃
先
が
平
ら
で
巾
の
あ
る
ノ
ミ
。
ノ
ミ
跡
が
「
直
線
」
と
な
る
。

ヤゲン彫

昌
M 
言□
フチ線

ベ
L底線

7
、
彫
り
の
名
称

(
A
)

と
各
部
の
呼
称

(
B
)

及
び
使
用
具
。

（頭
部）

願
文

（
身
部
）

紀
年

（基
部）

三
、
中
世
板
碑

（
例
言
）

1
、
銘
文
の
う
ち
判
読
不
能
の
も
の
は
字
数
に
応
じ
て
ロ
ロ
、
字
数
不
明
の
も
の
は

-
＿
と
し
、
判
読
不
確
実
の
も
の
は
「
△
」
を
傍
示
し
た
。

2
、
年
号
の
下
の
（
）
内
数
字
は
西
暦
年
号
を
示
す
。

6
、
碑
の
各
部
に
つ
い
て
の
呼
称
。法

名
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自
然
石
の
頭
部
は
細
く
と
が
り
、
下
方
も
ま
た
や
や
細
め
と
な
り
地
表
に
つ
き
立

て
る
た
め
の
余
裕
を
残
し
て
い
る
。
碑
面
は
手
を
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
種
子
キ
リ
ー

ク
は
、
全
体
の
下
辺
が
右
下
に
引
き
の
ば
さ
れ
た
形
で
特
異
。
彫
り
巾
一
•
八
セ
ン
チ
先

ノ
ミ
の
痕
跡
歴
然
と
し
て
典
型
的
な
浅
い
皿
彫
型
を
示
す
。
紀
年
銘
は
大
き
め
で
行

書
体
、
日
附
を
月
の
左
右
に
配
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
銘
文
は
な
い
。
種
子
は
格
調

を
欠
く
が
、
浅
い
滑
ら
か
な
彫
り
跡
は
の
び
や
か
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

種
子
材
質 $l: 
粘

板

岩

法

量

一
三
六
X

三
四
x

三
•
五
形
状

I
I
I類
型

1̂ 

正
應
三
年
十
月
二
十
五
日

(
＿
二
九

0
)

二
七

X
二

O

正
應
三
年
十
月
廿
五
日

(
＿
二
九

O
)

碑
面
は
自
然
面
で
凹
凸
あ
り
。
種
子
は
浅
い
皿
彫
り
で
彫
り
面
は
な
め
ら
か
。
先

ノ
ミ
の
使
用
痕
あ
り
。
種
子
全
体
が
傾
く
と
こ
ろ
は
①
に
近
い

。
紀
年
銘
は
四
六

x

七
丑
／
の
区
画
に
行
書
体
で
一
行
に
記
す
。

①
と
②
は
双
式
板
碑
を
な
す
。
（
第
六
章
、
五
、
双
式
板
碑
の
項
、
参
照
）

材

質

粘

板

岩

法

量

―
二
六

x
三
四

x
二
六

形
状

m類
型

キ

リ

ー

ク

阿

弥

陀

如

来

彫

I
型

大

き

さ

種

子

ア

胎

蔵

界

大

日

如

来

彫

I
型

大

き

さ

ニニ
X

一
六

刃

①
 

(
B
3
5
 

②
 

(
B
7
4
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種
子

材
質

③
 

之

q
砂

岩

法

量

形
状

Il類
型

バ

ン

金

剛

界

大

日

如

来

彫

I
型

大

き

さ

◇

f
；̀；`
 

文
保
元
年
十
一
月
十
五
日

（
一
三
一
七
）

九
七
X

二
八
•
五
X

1
0
 

二
五
x

―
二
•
五

ほ
ぽ
長
方
形
の
自
然
石
。
裏
面
に
穿
孔
貝
に
よ
る
多
数
の
穿
孔
あ
り
。
こ
の
こ
と

は
、
岩
礁
部
に
於
て
裏
面
を
上
に
し
て
海
水
に
洗
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
側
面

は
、
ほ
ぽ
中
央
部
に
於
て
最
大
厚
一
〇
丑
ノを
示
し
、
上
方
に
や
や
せ
ば
ま
り
、
下
方

は
最
も
細
い
。
種
子
は
縦
長
で
仰
月
点
が
特
に
長
い

。
字
形
は
の
び
や
か
。
彫
り
は

浅
い
皿
彫
り
、
先
ノ
ミ
の
あ
と
を
調
整
し
た
ノ
ミ
の
痕
跡
あ
り
。
菩
提
点
も
菱
型
で

な
く
丸
味
を
帯
び
て
い
る
。
紀
年
銘
は
、
や
や
字
形
が
小
さ
く
な
り
、
ノ
ミ
を
両
側

(
B
5
8
)
 

紀
年
は
や
や
細
字
と
な
り

一
行
に
記
す
。
干
支
は
附
さ
な
い

。

一
部
に
先
ノ

正
中
二
年
四
月
九
日

（
一
三
二
五
）

一
九

X

1
0
 

B
区
の
竹
や
ぶ
附
近
に
立
つ

。
木
や
竹
の
根
が
、
板
碑
の
基
部
に
か
ら
み
合
っ
て

動
か
し
て
も
ビ
ク
と
も
し
な
い
。
お
そ
ら
く
原
位
置
を
保
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
砂
岩
、

自
然
石
。
縦
に
三
つ
に
割
れ
、
三
分
の

一
に
あ
た
る
右
側
辺
が
紛
失
し
て
い
る
が
、

残
る
分
も
中
央
に
割
れ
が
入
っ
た
ま
ま
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
種
子
の
仰
月
点
の
底

線
よ
り
上
が
剥
離
し
て
い
る
が
、
「
バ
ン
」
と
し
て
誤
り
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
ヤ

ゲ
ン
彫
り
が
は
じ
め
て
出
る
。
両
彫
り
面
の
揃
っ
た
美
し
い
彫
り
で
、

ミ
の
痕
が
深
く
残
っ
て
い
る
。

材

質

砂

岩

法
量

形
状

III類
型

種
子

バ

ン

金

剛

界

大

日

如

来

彫

II型
大

き

さ

△
 
ょオ
7

④
 

か
ら

(
B
5
2
 

二
回
あ
て
た
程
度
の
彫
り
と
な
る
。
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⑤
 

(
B
4
0
)
 

）
の
碑
に
限
り
法
量
の
高
さ
は
地
上
高
で
あ
る
。

材

質

粘

板

岩

法
量

形
状

rn類
型

種
子

マ
ン

彫

II型
大

き

さ

聖
霊
乃
至
法
界
衆
生
也

文
殊
菩
薩

-
X
四

一

x
一
八

種
子
は
、
上
方
約
四
分
の
一
を
剥
離
欠
損
す
る
が
、
「
マ
ン
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の

種
子
を
「

4
」
と
解
す
る
と
、
司
東
真
雄
・
梵
字
教
本
は
、
「
応
化
身
の
大
日
種
子
」

と
し
て
い
る
が
、
「

4
」
の
使
用
例
は
近
隣
に
な
く
、
志
津
川
町
波
伝
谷
に
「
ン
A

延

文
五
年
頂
三
月
日
□
口
霊
□
□
l

孝
子
敬
白
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
美
し
い
ヤ
ゲ

ン
彫
で
、
彫
り
・
書
体
と
も
似
か
よ
う
と
こ
ろ
か
ら
「
ン
A
」
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

願
文
は
「
亡
き
母
の
霊
の
た
め
に
、
そ
し
て
仏
法
界
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
こ
の

塔
を
建
て
る
も
の
で
あ
る
」
の
趣
意
。
⑤
と
双
式
板
碑
を
な
す
。
「
延
元
」
は
南
朝

年
号
で
あ
る
が
、
小
泊
に
於
て
は
以
後
す
べ
て
北
朝
年
号
が
使
用
さ
れ
、
南
朝
年
号

は
こ
の
碑
の
み
で
あ
る
。

五
べ
延
元
々
年
巧
八
月
廿
七
日

敬
白

右
志
者
為
過
去
悲
母

孝
子

-
o
x
 1
0
 

（
一
三
三
六
）
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⑥
 材

質

砂

岩

法
量

―
―-
X
四
O

X
一
六

形
状

III類
型

種
子

Jゞ

ン

金

剛

界

大

日

如

来

彫

II型
大

き

さ

ニニ
x
1
0
 

右
志
者
為
慈
父

幽
儀
平
等
利
益
也

敬
白

（
一
三
三
六

孝
子

鍼
勺
喜
鸞
鸞

(
B
2
7
)
 

祢

貞
和
五
胆
年
十
月
十
五
日

敬
白
孝
子

（
＿
三
四
九
）

⑦
 

(
B
1
8
 

種
子
は
縦
長
で
、
フ
チ
線
・
底
線
と
も
に
明
瞭
、
く
っ
き
り
し
た
ヤ
ゲ
ン
彫
。
筆

致
・
彫
り
に
於
て
④
に
近
い

。
年
号
の
部
分
、
故
意
に
削
り
取
ら
れ
た
形
跡
が
あ
り

判
読
困
難
で
あ
る
が
、
か
す
か
に
「
延
」
が
読
ま
れ
る
。
干
支
「
丙
子
」
は
明
瞭
で
、

こ
れ
に
該
当
す
る
年
号
を
板
碑
造
立
期
に
求
め
れ
ば
、
建
治
二
年
・
延
元
元
年
・
応

永
三
年
・
康
正
二
年
・
永
正
十
三
年
と
な
る
が
、
「
延
」
を
附
す
も
の
は
「
延
元
」

の
み
で
あ
り
、
板
碑
の
形
式
と
も
合
致
す
る
の
で
、
「
延
元
元
年
」
と
解
す
る
も
の

で
あ
る
。
願
文
の
趣
意
は
、
「
亡
き
父
の
霊
の
菩
提
の
た
め
に
、
ま
た
他
の
人
々
に

も
ひ
と
し
く
利
益
の
あ
ら
ん
こ
と
を
」
と
の
願
い
を
こ
め
た
言
葉
。

「
幽
儀
」
は
「
聖

霊
」
に
同
じ
。
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⑧
 

(
B
2
8
)
 

材

質

粘

板

岩

法

量

一
五

x
―
四

二
二
三
x

二
五
•
五
X

1
0
•

五

紀
年
銘
上
辺
で
最
大
巾
を
示
し
、
下
方
に
向
っ
て
細
く
な
る
。
厚
さ
も
上
部
が
や

や
厚
く
重
心
が
上
方
に
あ
る
。
種
子
は
浅
い
皿
彫
。
や
や
左
に
傾
く
感
じ
は
②
に
通

じ
る
。
「
ア
ク
点
」
二
つ
は
横
に
僅
か
に
ず
れ
、
そ
の
断
面
は
、
方
錐
状
で
な
く
梯

型
を
な
し
て
い
る
。
第
二
回
調
査
に
よ
れ
ば
、

／B
区
、
墓
地
へ
の
通
路
の
傍
ら
に

逆
さ
に
立
っ
て
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
第
一
回
に
は
調
査
さ
れ
て
い
な
い
。
紀
年
は

一
行
に
、
干
支
は
「
年
」
の
左
右
に
附
し
て
い
る
。
⑭
種
子
と
酷
似
す
る
。

形
状

IIl類
型

種

子

キ

リ

ー

ク

阿

弥

陀

如

来

彫

I
型

大

き

さ

―

-o
x二
八
X

ニ
――

下
に
や
や
広
い
ほ
ぽ
長
矩
形
の
自
然
石
で
、
碑
面
は
概
ね
平
面
を
保
っ
て
い
る
。

種
子
は
、
正
確
な
書
体
で
ヤ
ゲ
ン
彫
、
彫
り
は
深
く
、
最
大
巾
ニ

・
六
丑ノ
、
彫
り
面

は
平
滑
、
フ
チ
線
、
底
線
と
も
に
明
ら
か
に
彫
り
出
さ
れ
て
い
る
。
「
力
」
の
第

一
・

第
二
策
に
特
徴
が
あ
り
、
「
ア
ク
点
」
が
目
立

つ
。
願
文
は
、
亡
く
な

っ
た
父
母
の

三
十
三
年
忌
の
供
養
の
た
め
に
こ
の
碑
を
建
て
る
こ
と
を
記
し
、
「
施
主
」
と
す
る

が
「
孝
子
」
と
同
意
に
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
年
忌
を
示
す
板
碑
の
最
初
で
あ
る

が、

三
十
三
年
忌
供
養
本
尊
に
阿
弥
陀
如
来
を
配
し
、

室
町
期
以
降
の
定
説
と
な
る

十
三
仏
の
配
置
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

同
日
に
両
親
の
供
養
を
行
な

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
「
十
月
十

一
日」

は
忌
日
で
あ
ろ
う
か
。
両
親
が
同
日
に
死
亡
す
る
こ
と
は
少
な
く
、

三
十
三
年
と
い

う
遠
忌
で
も
あ
り
、
ど
ち
ら
か
の
忌
日
に
合
わ
し
て
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、

単
に
供
養
日
を
記
し
た
も
の
か
。
⑤

・
⑥
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

種
子
の
上
辺
か
ら
碑
の
頂
部
ま
で
ニ

―丑
／あ
り
、
銘
文
の
下
端
よ
り
基
部
下
辺
ま

で

一
九
丑／
し
か
な
い
こ
と
は
、
地
表
に
突
き
さ
し
て
立
て
る
板
碑
と
し
て
は
、
安
定

度
を
欠
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
欠
損
は
み
ら
れ
な
い
。

材

質

砂

岩

法

量

形
状

rn類
型

種

子

キ

リ

ー

ク

阿

弥

陀

如

来

彫

II型
大

き

さ

敬
白

$1= 

年
三
十

観

応

二

年

十

月

十

一

日

去
慈
父
悲
母

右
志
者
為
過

施
主

（
一
三
五
一
）

一
七

x
―
四
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ほ
ぽ
長
方
形
の
自
然
石
・
厚
さ
は
最
下
部
で
一
七
丑ノ
と
最
大
値
を
示
し
、
上
方
で

六
•
五
丑
ノ
。
左
方
頭
部
を
欠
落
の
た
め
種
子
の
一
部
を
欠
く
が
「
キ
リ
ー
ク
」
で
誤

り
な
い
も
の
と
お
も
う
。
ヤ
ゲ
ン
彫
、
彫
り
巾
一
•
四
セ
ン
チ
。
は
じ
め
て
偲
を
附
す
も

の
が
あ
ら
わ
れ
る
。

十
方
は
四
方
と
四
維
（
北
東
・
東
南
•
南
西
•
西
北
）
と
天
地
、

即
ち
あ
ら
ゆ
る
場
所
・
方
角
を
言
い
、
三
世
は
過
去
・
現
在
•
未
来
を
い
う
こ
と
か

ら
す
べ
て
の
仏
を
さ
す
意
と
す
る
。
浄
土
教
古
徳
の
作
傷
と
い
わ
れ
る
。
種
子
お
よ

び
侶
か
ら
阿
弥
陀
信
仰
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

材

質

砂

岩

法
量

1
0
1
 X

一
八
•
五
x

一
七

形
状

lII類
型

―
四
x

一
三
•
五

材

質

粘

板

岩

法
量

六
四
x

三
o
x

八
•
五

形
状

r
n
類
型

種

子

力

地
蔵
菩
薩

彫

II型
大

き

さ

一
六

x
1
0
 

常
念
地
蔵
尊

た
遊
戯
諸
地
獄

決
定
代
受
苦

□
□
敬 l̂ 

永
和
一
一
年
(
-
三
七
八
）

造
作
五
逆
罪

二
十

種

子

キ

リ

ー

ク

阿

弥

陀

如

来

彫

II型
大

き

さ

八
万
諸
聖
教

皆
是
阿
弥
陀

祢

（
＿
三
七
二
）

＋
方
三
世
仏

一
切
諸
菩
薩

壬

応
安
五
年
二
月
十
二
日

子

g

泣

＠
 

0亨
饗
-

鼻
ょ
表
さ
三

0

[

 

竺
塁
船
こ
辮
、
ミ
5

穴，

9
：ぃヽ
拿

⑨
 

(
B
7
3
 

⑩
 

(
B
2
2
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⑪
 

(
B
2
3
)
 

ほ
ぼ
碑
の
三
分
の
一
、
辛
う
じ
て
年
号
を
残
す
の
み
で
下
部
を
欠
失
す
る
。

11は

「
五
逆
罪
を
な
す
と
も
常
に
地
蔵
を
念
ず
れ
ば
諸
地
獄
を
め
ぐ
っ
て
代
っ
て
苦
を
受

け
る
こ
と
を
決
定
す
る
」
と
の
意
。
五
逆
罪
と
は
父
母
を
殺
し
僧
侶
を
殺
す
な
ど
の

大
罪
を
い
う
。
年
号
の
右
わ
き
「
三
十
」
と
あ
り
以
下
欠
落
の
た
め
の
不
明
で
あ
る

が
、
種
子
か
ら
推
し
て
「
三
十
五
日
」
を
示
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
す
れ

ば
、
偶
は
出
典
未
検
な
が
ら
地
蔵
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
種
子
「
力
」
と
と

も
に
三
つ
い
ず
れ
も
「
三
十
五
日
供
養
」
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

大
指
に
、
種
子
不
明
な
が
ら
「
造
作
五
逆
罪
」
の
褐
を
か
か
げ
る
「
永
和
□
年
」

の
板
碑
が
あ
る
。

材
質

砂
岩

法
量

地
蔵
菩
薩

（
一
三
九
九
）

-
o
o
x二
七
X

―
四

紀
年
銘
の
右
か
ら
側
縁
に
沿

っ
て
剥
離
の
た
め
一
部
文
字
不
明
。
種
子
「
力
」
は

後
半
部
が
小
さ
く
、
曲
り
を
直
線
に
す
る
な
ど
⑩
と
酷
似
す
る
。
彫
り
巾
二
•
五
セ
ン
チ
、
ヽ

や
や
浅
い
ヤ
ゲ
ン
彫
。
紀
年
の
右
の
欠
落
部
に
僅
か
に
残
る
ノ
ミ
跡
よ
り
、
お
ほ
ろ

げ
な
が
ら
「
孝
子

三
十
」
に
通
う
も
の
を
感
じ
る
。
三
十
五
日
の
供
養
の
た
め
に

地
蔵
種
子
の
板
碑
を
建
立
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

形
状

rn類
型

種
子

力

彫

II型
大

き

さ

敬

白

五

日

た

応
永
六
年
十
一
月
廿
七
日

―

―
 ―

四

x
1
0
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材

質

粘

板

岩

法

量

形
状

III類
型

種

子

サ

ク

勢
至
菩
薩
八
九
X
二
七
X
九

種
子
「
サ
ク
」
は
、
「
ア
点
」
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
強
調
し
、
ヤ
ゲ
ン
彫
の

巾
は
、
一
•
一
セ
ン
チ
乃
至
一
•
四
セ
ン
チ
と
せ
ま
い
が
、
鋭
く
、
鮮
明
で
あ
る
。
種
子
の
上

に
微
か
な
段
差
あ
り
、
種
子
を
彫
出
す
る
た
め
に
調
整
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

紀
年
銘
の
下
、
横
に
う
す
い
ノ
ミ
跡
が
あ
り
、
基
部
が
僅
か
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

「
四
月
日
」
と
し
て
、
は
じ
め
て
日
附
を
省
略
す
る
形
と
な
る
。

彫

II型
大

き

さ

（
＿
四

0
九）

九
x

九
•
五

孔

応
永
十
六
年
四
月
日

材

質

粘

板

岩

法

量

九
O
X

六
•
五
x

一
〇
•
五
　
形
状
　
Ⅲ
類
型

種
子

タ
ラ
ー
ク

虚
空
蔵
菩
薩

縦
の
節
理
に
そ
っ
て
数
個
に
分
裂
し
、
う
ち
二
個
に
刻
字
を
み
る
が
他
に
文
字
を

刻
む
も
の
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
主
と
な
る
も
の
に
種
子
の
中
心
部
と
紀
年
銘
が

刻
さ
れ
、
他
の

一
片
に
種
子
の
末
端
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
種
子
の
上
部
も
欠
落
す
る

が
二
つ
を
接
合
し
て
「
タ
ラ
ー
ク
」
と
判
読
し
た
。
断
碑
な
が
ら
格
調
の
高
い
刷
毛

書
で
、
フ
チ
線
・
底
線
を
一
線
に
そ
ろ
え
、
彫
り
巾
も
ニ
・

一丑ン
と
広
く
正
調
な
ヤ

ゲ
ン
彫
り
で
あ
る
。
主
と
な
る
碑
の
厚
さ
は
一
〇
セ
ン
チ
-
一
〇
•
五
セ
ン
チ
と
厚
板
状
を
呈

す
。
「
十
月
日
」
と
日
附
を
省
略
し
て
い
る
。

彫

II型
大

き

さ

一
五

x
九

序‘

右
志
趣
者

応
永
廿
年
＋
月
日

（
一
四
一
三
）

ゾ
。
翌
門
可
履
⑲
し
冒
り

⑫
 

(
B
4
3
 

⑬
 

(
B
8
3
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頭
部
が
丸
い
長
方
形
の
自
然
石
。
種
子
は
縦
長
で
筆
法
に
独
得
の
工
夫
が
み
ら
れ

る
。
基
本
的
に
は
⑥
の
筆
法
に
従
い
な
が
ら
、
更
に
荘
厳
化
し
多
様
化
し
た
も
の
と

い
え
よ
う
。
菩
提
点
は
一
回
巻
い
て
左
斜
上
に
は
ね
あ
げ
て
い
る
。
仰
月
点
が
な
い

と
こ
ろ
か
ら
両
者
を
習
合
さ
せ
た
も
の
か
。
彫
り
の
輪
郭
明
瞭
。
底
線
も
一
線
に
と

お
り
巾
ニ
・
三
丑ノ
の
ヤ
ゲ
ン
彫
。
紀
年
は
⑬
と
同
じ
。
「
刃

1
q
1
ィ
」
（
ア
ラ
ハ

は
、
大
日
応
身
真
言
で
あ
る
と
と
も
に
、
文
殊
五
字
真
言
で
も
あ
る
が
、

シ
ャ
ナ
ウ
）

材
質

粘
板
岩
金
剛
界
大
日
如
来

法
量

九
五

x
三
四

x
八

形
状

rn類
型

種
子

Jゞ

ン

彫

II型
大

き

さ

刃
1
d
1
1

ニ
四

x
1
0
 

ょオ
7

刃
1
d
ォ`
ズ

応
永
廿
年
十
月
日
(
-
四
一
三
）

智
忍
＞
＇

ぶ
尋
守
周
固

阿
苅

⑲

倹

⑭
 

(
B
7
)
 

材

質

粘

板

岩

法
量

六
六
X
二
八

x
六

形
状

III類
型

種

子

サ

ク

彫
Il型
大

き

さ

―-
X
九

・名

応
永
廿
五
年
十
月
日
(
-
四
一
八

⑮
 

(
B
6
6
)
 

ア
ラ
ハ
シ
ャ
ナ
ウ

永
口
元
年
四
月

種
子
バ
ン

（大
日
如
来
）
か
ら
大
日
応
身
真
言
と
解
す
る
の
が
至
当
で
あ
う
。
相
川
・

お
い
せ
峯
に

「

種

子

タ

ラ

ー

ク

妙

泉

禅

尼

」

が
あ
る
。

刃刃る
可
王
y

札

勢
至
菩
薩
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⑯
 

(
B
3
9
 

種
子
は
、
左
上
方
の

一
部
が
剥
離
し
て
い
る
が
「
サ
ク
」
と
し
て
誤
り
が
あ
る
ま

い
。

彫
り
巾
一
•
五

丑
ノ、
紀
年
銘
の
左
右
に
「
ア
・
ウ
ー
ン
」
「
ア
・
バ
ン
・
ボ
ロ
ー

ン
」
を
配
す
。
「
ア
・
ウ
ー
ン
」
に
つ
い
て
は
「
阿
は
理
体
で
胎
蔵
界
を
、
叶
は
智

徳
で
金
剛
界
を
表
わ
し
、
阿
を
大
日
如
来
の
種
子
、
叶
を
金
剛
薩
唾
の
種
子
と
し
、

(
2
)
 

こ
の
二
字
に
金
胎
両
部
、
理
智
二
法
身
の
徳
を
収
め
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
「
ア
・

バ
ン
・
ボ
ロ
ー
ン
」
に
つ
い
て
は
「
『
ア
』
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
、

『
バ
ン
』
は
金
剛

界
大
日
如
来
を
あ
ら
わ
す
。
『
ボ
ロ
ー
ン
』
は
一
字
金
輪
で
、
こ
の
う
ち
大
日
金
輪
は
、

金
剛
界
大
日
如
来
と
同
相
の
ま
ま
胎
蔵
界
の
日
輪
三
味
に
住
し
て
両
部
不
二
を
表
現

(3
)
 

し
た
本
尊
」
で
あ
る
と
い
う
。
大
日
如
来
金
胎
理
智
の
徳
を
示
す
と
と
も
に
、
両
部

不
二
を
説
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

ア
・
ウ
ー
ン

相
川
に
「
種
子
キ
リ
ー
ク
、
ア
・
バ
ン
・
ボ
ロ
ー
ン
、
応
永
十
八
年
三
月
日
」
が

あ

り

、

桃

生

町

樫

崎

に

「

種

子

ウ

ン

ア

・

バ

ン

・

ボ

ロ

ー

ン

」

（紀

年
な
し
）
が
あ
る
。

材

質

粘

板

岩

法

量

形
状

III類
型

種

子

ウ

ン

シ
3

ア
シ
ュ
ク

阿

悶

如

来

彫

II型
大

き

さ

刃
・
名

応
永
廿
九
年
十
月
日

種
子
ウ
ン
は
阿
悶
如
来
。
十
三
仏
信
仰
の
定
説
に
よ
れ
ば
七
周
忌
の
供
養
本
尊
と

さ
れ
る
。
仰
月
点
な
し
。

ハ
ケ
書
き
ヤ
ゲ
ン
彫
。
彫
り
巾
は

一
・
三
丑
ノ
と
や
や
細
身

な
が
ら
鋭
い
ノ
ミ
跡
を
見
せ
形
よ
く
ま
と
ま

っ
て
い
る
。
⑮
と
対
比
す
る
と
、
紀
年

の
う
ち
「
床
」
が
酷
似
し
、
「
年
十
月
日
」
も
通
う
も
の
が
あ
り
、
左
右
の
種
子
の

配
置
は
異
な
る
が
同
意
、
な
ど
共
通
点
が
あ
る
。
⑪
は
種
子
「
ベ
イ
」
を
冠
し
「
ア
・

ゥ
ー
ン
」
を
二
度
繰
り
返
し
て
い
る
。
紀
年
は
な
い
が
種
子
の
彫
り
が
⑯
、
に
近
い

も
の
を
感
じ
る
。
は
じ
め
て
「
禅
門
」
と
す
る
も
の
が
出
る
。
男
性
の
法
名
の
下
に

附
す
尊
称
で
、
右
側
に
並
ん
で
法
名
が
あ
っ
た
も
の
か
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
被

供
養
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

]̂
 

刃
．
r`
ぇ
ぷ

禅
門

（
一
四
二
二
）

一
六
x

九
•
五
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粘
板
岩
の
節
理
に
沿
っ
て
生
じ
た
長
方
形
。
碑
面
平
滑
。
上
方
に
直
経
二
七
丑
ノ
の

月
輪
を
画
き
、
そ
の
上
辺
は
碑
の
頂
部
よ
り
一
八
竺
を
距
つ
。
月
輪
は
ヤ
ゲ
ン
彫
、

彫
り
巾
は
〇
•
六
セ
ン
チ
と
細
く
彫
り
面
は
不
揃
い
で
あ
る
。
そ
の
な
か
一
杯
に
ハ
ケ
書

種
子
月
輪
内
バ
ー
ン
ク

材

質

粘

板

岩

法

量

金
剛
界
大
日
如
来

―
―
六
x

三
六
•
五
X

二
0
•

五

形
状

rn類
型

彫

II型

一
八
X

一
五

l̂
 

妙
得

妙

円

妙

用

逆
修
一
結
衆

祐
範
明
尊

良
貞

道

祐

道

通

正
意

△
 

妙

久

妙

慶

妙

林

妙

椿

享
徳
二
天
二
月
彼
岸

1̂
 

道

椿

道

玄

道
了
道
性

糸
3

（
一
四
五
三

△

△

 

道

清

道

内

道

性

道

智

白

栄
金

妙
春
長
春

妙
海
西
賢

妙
桂

敬

志

△
 

道
従

⑰
 

(
B
7
7
 

バ
ー
ン
ク
種
子
を
ヤ
ゲ
ン
彫
、
底
線
と
お
り
フ
チ
線
は
鮮
や
か
だ
が
曲
り
部
分
を
直

線
風
に
仕
上
げ
て
い
る
。
彫
り
巾
最
大
二
•
五
セ
ン
チ
、
深
さ
O
·
六
巧。

種
子
の
下
、

中
央
に
「
逆
修

一
結
衆
」
と
し
て
紀
年
を
入
れ
、
そ
の
左
右
四
行
に
そ
れ
ぞ
れ
七
名

宛
の
法
号
を
刻
し
て
い
る
。
右
側
は
主
と
し
て
女
名
、
左
は
男
性
と
解
さ
れ
る
。
そ

の
な
か
に
、
「
道
性
」
と
す
る
も
の
が
二
つ
あ
る
こ
と
は
、
同
時
代
に
同
一
法
名
が

二
人
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
「
志
道
従
」
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
が
、
一
行
目
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
て
、
こ
の
碑
の

△
 

造
立
に
つ
い
て
道
従
が
発
願
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

逆
修
の
文
字
の
表
わ
れ
る
の
は
本
碑
が
最
初
で
あ
り
最
後
で
あ
る
。
し
か
も
二
十

八
人
の
結
衆
（
信
仰
に
よ
る
集
団
）
に
よ
る
こ
と
は
、
従
来
の
個
人
に
よ
る
追
善
供

養
か
ら
一
大
転
回
を
は
か
る
も
の
で
あ
り
、
造
立
地
も
、
墓
地
で
も
あ
る
板
碑
造
立

地
域
か
ら
離
れ
た
隣
村
へ
の
山
道
の
高
い
と
こ
ろ
に
、
し
か
も
海
に
向
い
て
建
て
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
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種
子
サ
ク
は
筆
書
き
の
や
や
巾
広
い
ヤ
ゲ
ン
彫
り
で
、
彫
り
面
は
一
致
し
な
い
部

分
も
あ
る
。
発
心
点
（
ア
点
）
を
つ
く
ら
ず
、
屈
曲
部
を
意
識
し
て
強
調
し
、
底
線

は
美
し
く
と
お
っ
て
い
る
。
「
奉
」
の
下
に
数
字
あ
る
模
様
だ
が
不
明
、
文
明
八
年

種
子
材
質

⑱
 

札
粘
板
岩

サ
ク

勢
至
菩
薩

法
量

五
七
•
五
X

二
o
x

六

形
状

III
類
型

彫

II型

大
き
さ
八

x

八
•
五

奉

＿

一

右
志
趣
者

道
春
禅
門

文
明
八
年
(
-
四
七
六
）

尋
(
B
8
8
 

と
す
る
が
月
日
は
附
し
て
い
な
い
。
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種
子

序`
⑲
 

タ
ラ
ー
ク

能
満
所
願

大
虚
空
蔵

世
界
異
常

不
現
衆
生

虚
空
蔵
菩
薩

彫

III型
大

き

さ

二
十
三
回
忌
辰
立

文
明
十
四
天
二
月
廿
四
日

道
徳
禅
門

夫
塔
婆
者

白

孝
子
敬

(
B
5
0
 

•
五
x
-

―

（
一
四
八

柴
田
町
）

小
泊
最
大
の
板
碑
で
あ
る
。
種
子
は
碑
高
に
比
べ
小
さ
く
ハ
ケ
書
き
、
彫
り
巾
ニ

・

五
臼ノ。

底
線
は

一
段
と
低
い
溝
を
つ
く
る
。

「
能
満
所
願
」
の
渇
は
発
見
例
が
な
く
渇
頌
の
研
究
家
・
加
藤
政
久
氏
（
宮
城
県

の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
大
正
大
蔵
経
＞

一
三
•
V

二
O
·
V

ニ
―
に
は
虚

材

質

粘

板

岩

法

量

亨偽
心
亭愕人露

費嘉屠虞
喜異臼
髯息廉曇麿

良
羹三曇 .,,,,4

9呻累直
麟着息

量`鰐攣釘茎 門
白掌子

一
六
九

x
四

O
X
一
九

形

状

rn類
型
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材

質

粘

板

岩

法

量

七

九

x-
―三
X
六

形
状

rn類
型

種

子

力

空
蔵
に
関
す
る
経
典
が
多
数
あ
る
が
そ
の
何
れ
に
も
記
載
は
な
く
、
お
そ
ら
く
同
＞

二

0
、

No-
―
四
五
「
虚
空
蔵
菩
薩
能
満
所
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
経
」
と
い
う

経
典
の
題
名
を
ヒ
ン
ト
に
、
作
侶
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。
何

れ
に
し
て
も
、
虚
空
蔵
を
称
讃
す
る
も
の
で
、
種
子
と
と
も
に
願
文
の
三
十
三
回
忌

辰
菩
提
供
養
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
「
夫
塔
婆
者
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
こ
の
碑
を
塔
婆
と
解
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

地
蔵
菩
薩

彫

II型
大

き

さ

七

x
五

た

妙
金
禅
尼

延
徳
四
年
三
月
二
十
四
日

翌

腐
鼠

鼻
璧
直
謬

（
一
四
九
二
）

種
子
力
は
特
異
な
書
体
で
、
七
x
五
セ
ン
チ
と
小
型
、
彫
り
巾
〇
•
八
丑
ノ
と
細
い
ヤ
ゲ

ン
彫
で
、
書
体
・
彫
り
と
も
稚
拙
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

喜

⑳
 

(
B
4
)
 

材
質

粘
板
岩

形
状

III類
型

種
子

Jゞ

ク

釈
迦
如
来

法
量

彫

I
型

大

き

さ

芥

⑪
 

(
B
2
6
 

紀
年
を
附
す
も
の
は
本
基
の
み
で
あ
る
。

妙
金
禅
尼
の
菩
提
供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
種
子
に
従
え
ば
三
十
五

日
供
養
と
な
ろ
う
。
妙
金
禅
尼
と
す
る
も
の
は
今
回
の
調
査
で
五
基
発
見
さ
れ
た
が
、

―
―
九

X
二
七

x
一
七
ニ
四

x
一
九

頭
部
を
斜
め
に
切
り
下
げ
た
長
方
形
で
基
部
を
細
め
て
い
る
。

種
子
バ
ク
は
異
形
で
、
曲
線
部
は
直
線
を
組
み
合
わ
し
て
合
成
し
て
い
る
。

先
ノ
ミ
を
以
て
碑
面
直
上
よ
り
た
た
く
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
点
の
連
続
に
よ
り
、

大
よ
そ
の
皿
彫
の
形
を
整
え
た
あ
と
、
さ
ら
に
調
整
し
た
と
お
も
わ
れ
る
ノ
ミ
跡
が

歴
然
と
残
っ
て
い
る
。
彫

I
型
の
特
徴
と
し
て
フ
チ
線
が
な
い
た
め
茫
洋
と
し
た
感

じ
で
は
あ
る
が
、
大
型
の
種
子
が
碑
面
一
杯
を
占
有
し
て
雄
大
で
あ
る
。
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材

質

粘

板

岩

法

量

地
蔵
菩
薩

―
二
三
•
五
x

三
o
x

―
四

種
子
力
は
縦
長
で
一
三
•
五
x
七
セ
ン
チ
、
彫
り
巾
は
〇
•
五
~
七
セ
ン
チ
と
せ
ま
く
、

彫

II型
大

き

さ

形
状

II類
型

種

子

力

一
三
•
五
x

七

た

⑫
 

(
B
3
1
)
 

こ
の
種
子
は
、

⑬

の
種
子
と
の
対
比
に
於
て
、
彫
り
が
同
型
で
あ
る
こ
と
、
書
体

が
近
い
こ
と
、
種
子
の
大
き
さ
が
二
四

x
一
九
に
対
し
、
ニ
ニ

X

一
九
と
近
値
で
あ

る
こ
と
、
碑
の
高
さ
・
巾
が
一
―
九

X
二
七
に
対
し
て
―
二
八

x
三

0
と
近
い
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
関
連
性
が
あ
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
①

・
②

・
③

の

彫
り
と
共
通
性
が
あ
り
、
種
子
の
大
き
さ
と
も
関
連
し
て
、
さ
ら
に
、
と
も
に

C
区

に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て
、
無
記
年
で
あ
る
⑳
は
、
③
と
余
り
離
れ
な
い
年
代

の
も
の
と
考
え
る
。

あ
る
。
運
箪
の
方
向
に
ノ
ミ
を
滑
ら
せ
た
痕
跡
が
残
る
。

種
子
は
筆
書
き
、
発
心
点
を
つ
く
ら
ず
、
丸
味
を
お
び
た
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

彫
り
は
浅
く
巾
一
・
ニ
丑ノ。

フ
チ
線
は
不
明
瞭
で
底
線
も

一
綿
不
鮮
明
の
部
分
あ
り
。

種
子
の
手
法
は
⑫
、
の
流
れ
を
汲
み
な
が
ら
、
さ
ら
に
乱
れ
た
傾
向
を
示
す
も
の
で

材

質

砂

岩

法
量

一
三
二
X
三
一

x
―
二

形
状

III類
型

種

子

力

地
蔵
菩
薩

彫

II型
大

き

さ

一
六

x
八

た

又

⑬
 

(
B
3
2
 

彫
り
面
は

一
面
は
深
く
、

一
面
は
ゆ
る
や
か
で
長
い
な
ど
必
ず
し
も
均
等
で
な
く
、

中
心
部
に
於
て
段
差
を
つ
く
る
。
彫
り
は
浅
い

。
書
風
は
丸
味
を
お
び
、
浅
く
せ
ま

い
彫
り
な
ど
か
ら
室
町
期
の
も
の
と
お
も
わ
れ
る

。

―
二
三
•
五
丑
ノと
大
型
碑
の
頂

部
か
ら
種
子
末
端
ま
で
二
七
丑ノ
と
極
端
に
上
に
片
寄
っ
て
彫
ら
れ
る
。
他
に
記
銘
は

な
く
裏
面
は
水
流
に
よ
る
磨
耗
面
で
あ
る
。
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れ
る
。

材

質

粘

板

岩

法

量

五
O
X

二
五
x

八
•
五

巾
広
で
小
型
の
石
、
全
面
滑
面
で
明
ら
か
に
海
岸
よ
り
採
集
し
た
も
の
と
お
も
わ

れ
る
。
種
子
の
書
風
は
筆
書
き
に
よ
る
も
の
で
、
彫
り
巾
は
一
・
三
セ
ン
チ
、
浅
い

彫
り
で
ヤ
ゲ
ン
彫
の
く
ず
れ
た
形
を
示
し
、
底
線
を
刻
み
出
さ
な
い
部
分
も
あ
る
。

種
子
、
法
名
は
、
彫
り
、
書
体
と
も
に
粗
雑
で
、
特
に
法
名
は
簡
略
さ
れ
て
い
る
。

法
名
の
下
婚
か
ら
碑
の
末
端
ま
で
、
つ
ま
り
、
基
部
と
い
わ
れ
る
土
中
に
埋
ま
る
部

分
は
一
―
•
五
丑

ノ

と
極
端
に
少
な
く
、
小
型
の
石
と
は
い
い
な
が
ら
倒
伏
の
お
そ
れ

が
あ
り
、
従
っ
て
安
定
を
保
っ
た
め
に
は
法
名
の
一
部
を
埋
没
す
る
必
要
が
あ
り
、

あ
る
い
は
立
て
か
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
造
立
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
も
受
け
と

種

子

力

地

蔵

菩

薩

彫

m型
大
き
さ

形
状

I
類
型

-o
x五

材

質

粘

板

岩

法
量

地
蔵
菩
薩

七
九

x
三
二

x
1
0
 
形
状

rn類
型

種

子

力

彫

III型
大

き

さ

ニ―
-
X
七

て

⑳
 

(
B
9
3
 

種
子
力
の
書
風
は
⑳
に
近
く

い
る
。

ハ
ケ
書
な
が
ら
全
体
に
細
く
弱
く
、
形
も
崩
れ
て

材

質

粘

板

岩

法

量

六
九

x
三
二

x
八

形
状

III類
型

種

子

力

地
蔵
菩
薩

彫

III型
大

き

さ

九

x
四
・
五

た

妙
海
禅
尼

た

妙
金
禅
尼

⑭
 

(
B
8
2
)
 

⑮
 

(
B
9
0
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材
質
粘
板
岩
法
量
八
六

x

三
一
•
五
X

七

形
状

m

類
型

種

子

イ

ー

地
蔵
菩
薩

彫

rn型
大

き

さ

二―

X
二
O

高
さ
八
六
丑ノ
の
碑
に
ニ
―

丑ノ
の
種
子
、
更
に
埋
没
分
を
考
え
る
と
、
種
子
が
碑
面

を
占
有
す
る
形
と
な
る
。
種
子
イ
ー
は
帝
釈
天
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、

地
蔵
菩
薩
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
種
子
の
彫
法
に
つ
い
て
は
別
項
で
詳
述
す
る
が
、

彫
り
巾
は
せ
ま
く
、
し
か
も
浅
く
、
技
巧
的
に
は
稚
拙
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

堂
々
た
る
書
体
は
筆
法
に
叶
っ
た
も
の
で
、
特
に
上
の
円
形
の
始
筆
を
ニ
ケ
所
に
つ

く
る
点
な
ど
、
熟
達
し
た
密
教
僧
侶
の
指
導
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

碑
の
上
部
に
種
子
の

一
部
が
み
え
、
そ
の
右
上
に
「

6

」
の
下
半
分
ら
し
き
を

認
め
る
。
左
上
は
剥
離
し
て
痕
跡
を
と
ど
め
な
い
。
下
の
「

Q

」
は
他
の
種
子
に

表
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
右
上
の
痕
跡
と
あ
わ
し
て
「
イ
」
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
⑰、

と
同
じ
く
地
蔵
菩
薩
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

。

彫
り
巾
は
0
•

五
丑
ノ、
浅
く
底

線
が
な
い

。
⑰
、
と
の
類
似
点
を
あ
げ
れ
ば
、

イ
、
本
碑
の
種
子
は
一
部
で
は
あ
る
が
、
彫
り
、
彫
り
巾
、
線
の
流
れ
、
大
き
さ
、

全
体
的
な
感
じ
か
ら
⑰
、
と
同
一
筆
法

・
同

一
彫
法
に
よ
る
も
の
と
お
も
う
。

材

質

粘

板

岩

oo, 

法
量

九
七

x
三
九
X
一
三

形
状

III類
型

種
子

□
v
 

⑰
 

(
B
4
1
 

イ△

地

蔵

菩

薩

彫

rn型
大

き

さ

（

不

明

）

⑳
 

ぢ△
(
B
2
5
)
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海
岸
よ
り
採
集
さ
れ
た
自
然
石
で
周
縁
に
穿
孔
貝
に
よ
る
多
数
の
小
穴
を
有
す
る
。

平
滑
な
碑
面
は
調
整
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
上
方
に
円
相
（
月
輪
）
を
う
が
ち
、
そ
の

下
に
「
イ
ー
」
を
刻
む

。

円
相
は
五
•
五

x

六
•
五
と
楕
円
に
近
く
、
彫
り
巾

0
.

五
乃
至
0
•

六
丑
ノ、
ヤ
ゲ
ン
彫
の
く
ず
れ
た
形
を
と
り
浅
い

。

「
イ
ー
」
は
四
•
五

種
子

材
質

粘

板

岩

法

量

五

一
X
二
四

x
1
0
 
形
状

I
類
型

月
輪
イ
］
地
蔵
菩
薩
彫

I
I
I型
大
き
さ
四
•
五

x

六
•
五

〇

而

<

⑳
 

(
A
2
6
)
 

E
、
二
基
と
も
「

C
区
」
に
あ
り
、
種
子
以
外
の
銘
文
を
記
さ
ず
。

B

、
碑
の
高
・
巾
•
厚
が
ほ
ぽ
近
値
で
あ
る
こ
と
。

C
、
種
子
の
上
辺
が
碑
の
頂
点
よ
り
、

⑰
、
は
二
二
丑ノ
、
本
碑
は
二

o
iニ
ニ
丑ノ

と
推
定
さ
れ
、
種
子
が
ほ
ぽ
同
位
置
に
あ
る
こ
と
。

D
、
「

Q

」
の
長
さ
が

一
―
丑；
と
「

9
」
の
長
さ
と
同
値
で
あ
り
、
種
子
全
体

の
大
き
さ
は
ほ
ぱ
同
程
度
の
も
の
と
お
も
わ
れ
る
こ
と
。

以
上
の
こ
と
か
ら
二
基
は
相
互
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
殆
ど
同
時
代
に
造
立

さ
れ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。
さ
ら
に
は
両
基
の
関
連
か
ら
六
地
蔵
信
仰
へ
の
移
行

も
考
え
ら
れ
る
。

贔
―降門い

ーフ

aり

良
月

⑳
 

(
B
1
)
 

一
切
空
な
ど

✕
四
セ
ン
チ
と
小
さ
く
彫
り
巾
〇
•
四
セ
ン
チ
と
せ
ま
い
。
左
右
の
「
O
」
点
は
先
ノ
ミ

で
陰
刻
す
る
。
「

Ot」
は
「
OO9
」
の
異
体
で
地
蔵
菩
薩
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑰

．

⑱
と
は
全
く
別
種
で
関
連
あ
る
も
の
と
は
お
も
え
な
い
。
円
相
は
数
十
種
に
及
ぶ
広

い
意
義
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
大
円
鏡
智
、
無
始
無
終
、
生
死
同
環
、

に
解
さ
れ
、
特
に
禅
宗
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
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種
子
材
質 各
砂
岩
法
量
七
六

x

二
三
•
五
X

―
四
形
状

I
I
I類
型

ベ

イ

薬

師

如

来

彫

II型
大

き

さ

一
三
•
五
X

八

刃
・
名

刃
．
足

碑
の
右
辺
•
上
か
ら
下
ま
で
約

一
丑ノ
の
巾
に
石
英
を
挟
み
こ
ん
で
い
る

。

海
岸
よ

り
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
種
子
の
ほ
か
銘
文
は
な
い

。

材

質

砂

岩

法
量
五
九

x

二
六
x
-

―
•
五
形
状

I

類
型

種
子

ベ

イ

薬

師

如

来

彫

m型
大

き

さ

―-
X
八

ぶ

⑪
 

(
B
4
5
 

周
縁
に
凹
凸
あ
る
自
然
石
。
種
子
薬
師
如
来
は
七
七
日
忌
供
養
本
尊
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
も
の
か
。
彫
り
巾
一
•
〇
セ
ン
チ
の
ヤ
ゲ
ン
彫
。
「
ア
」
点
を
極
端
に
長
く
強
調
す
。

種
子
材
質

粘
板
岩
薬
師
如
来

法
量

七
二

X
三
二

x
八

形
状

m類
型

ベ
イ

各

道

朋

禅

門

彫

II型
大

き

さ

―
二

x
八

⑫
 

(
B
6
7
 

種
子
は
、
左
上
部
を
欠
く
が
僅
か
に
「
エ
ー
点
」
の
一
部
を
認
め
得
る
た
め
「
ベ

ィ
」
と
し
て
差
支
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
左
右
の
「
ア
・
ウ
ー
ン
」
に
つ
い
て
は
、

「
阿
は
口
を
開
い
て
発
す
る
最
初
の
音
声
で
字
音
最
初
で
あ
り
、
叶
は

口
を
閉
じ
て

発
生
す
る
音
声
で
字
音
の
最
後
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
二
字
は
、

一
切
法
の
本
初
と

(
5
)
 

窺
極
を
象
徴
す
る
。
」
と
し
、
阿
は
胎
蔵
界
を
、
開
は
金
剛
界
を
意
味
し
、
ア
、
ウ
ー

ン
を
以
て
金
胎
両
部
、
理
智
不
二
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ほ
か
、
紀
年
・
法
名
は
な
い

。
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⑭
 

(
B
7
5
)
 

種
子
は
ハ
ケ
書
き
を
模
し
た
筆
書
き
と
も
い
う
べ
き
特
異
の
も
の
で
、
彫
り
も
稚

拙
で
あ
る
。
法
名
の
一
字
「
道
」
ら
し
き
字
を
刻
む
が
剥
離
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

材
質

粘
板
岩

六
二
X
二
七
X

五

形

状

III類
型

種
子

ベ
イ

薬
師
如
来

法
量

彫

rn型
大

き

さ

―二

x
八

各

道△

⑬
 

(
B
9
2
)
 

材

質

粘

板

岩

法

量

五
二

x
二
六

x
七

形
状

I
類
型

種
子

バ

イ

多

門

天

彫

III型
大

き

さ

―-
X
六

f△ 
⑮
 

(
B
7
0
 

海
岸
よ
り
採
集
し
た
も
の
で
、
側
面
に
多
数
の
穿
孔
貝
に
よ
る
穿
孔
の
あ
る
小
型

の
石
で
あ
る
。

B
区
・
④
附
近
の
斜
面
で
、
木
の
葉
を
か
ぶ
っ
た
状
態
で
確
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
上
部
か
ら
の
滑
落
が
考
え
ら
れ
る
。
種
子
バ
イ
は
異
体
で
、
彫
り
巾
は

〇
•
七
セ
ン
チ
、
僅
か
に
彫
り
く
ぼ
め
る
程
度
で
粗
雑
で
あ
る
。
バ
イ
は
多
門
天
の
種
子

に
当
て
ら
れ
る
が
、
こ
の
碑
の
建
立
は
お
そ
ら
く
室
町
期
で
あ
り
、
当
然
十
三
仏
信

仰
が
定
着
し
、
年
忌
供
養
の
本
尊
と
し
て
板
碑
に
刻
ま
れ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
あ

る
い
は
薬
師
如
来
の
種
子
ベ
イ
と
の
混
用
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

材

質

砂

岩

法
量

種
子 名

九
•
五
x

七

五
一
x

二
九
•
五
x

八
•
五

バ

イ

多

門

天

彫

III型
大

き

さ

形
状

I
類
型
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材

質

砂

岩

法

量

形
状

rn類
型

種

子

サ

観
音
菩
薩
九
三
X

ニ―

x-
―

両
側
は
ほ
ぽ
平
行
で
頭
部
は
荒
く
山
型
に
な
り
、
側
面
は
下
に
向
っ
て
次
第
に
厚

み
を
増
す
。
種
子
は
一
七

x
一
七
丑
ノ。

碑
巾
二
〇
丑
ノに
対
し
か
な
り
占
有
率
が
高
い
。

ヤ
ゲ
ン
彫
で
あ
る
が
曲
り
部
分
は
皿
彫
の
形
式
を
と
り
一
部
を
除
い
て
全
般
に
浅
い

彫

rn型
大

き

さ

一
七

x
一
七

た

ィ

十河
四月十

｀`履

⑯
 

(
B
6
)
 

種
子
の
中
心
部
に
剥
離
が
あ
り
、
碑
面
の
凹
凸
も
加
わ
っ
て
判
読
に
苦
し
む
と
こ

ろ
だ
が
「
バ
イ
」
と
解
し
た
。
種
子
の
大
き
さ
は
現
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
も
の

で
あ
る
。
海
岸
よ
り
採
集
し
た
も
の
で
裏
に
穿
孔
あ
り
。

彫
り
と
な
る
。
年
号
は
な
く
「
十
月
」
を
中
心
に
左
右
に
「
十
四
」
を
配
す
の
は
日

附
を
表
わ
す
意
で
あ
ろ
う
。
①
の
表
示
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
左
右
に
「
キ

ヤ
・
カ
」
を
お
く
の
は
脇
待
と
し
て
の
意
か
、
あ
る
い
は
五
大
種
子
の
一
部
と
し
て

の
も
の
か
不
明
。
種
子
と
銘
文
の
間
に
三
〇
丑
ノ
の
空
間
が
あ
る
。

観
音
菩
薩

粘
板
岩

九
八

x
二
五

x
八

九
•
五
x

1
0
 

種
子
サ
は
ヤ
ゲ
ン
彫
、
最
大
巾
ニ
・
七
丑
ノ。

底
線
が
と
お
り
す
っ
き
り
し
た
彫
り

だ
が
固
い
感
じ
。
他
に
銘
文
は
な
い

。

材
質

法
量

形
状

m類
型

種
子

サ

彫

II型
大

き

さ

4̀
 

⑰
 

(
B
3
4
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種
子
サ
は
屈
折
部
を
曲
線
に
仕
立
て
た
特
異
な
書
体
。
彫
り
巾
ニ
・
五
丑
；

底
線
は

一
部
の
フ
チ
線
に
、
孤
状
の
連
続
文
様
あ
り
。

一
部
に
見
る
の
み
。

材
質
粘
板
岩
法
量
五
六

x

―
四
•
五
x

七
•
五
形
状

I
I
I類
型

種
子
サ
は
ヤ
ゲ
ン
彫
、
底
線
す
っ
き
り

一
線
に
と
お
っ
て
い
る
。
整
っ
た
書
体
と

彫
り
だ
が
の
び
が
な
く
固
い
。
他
に
銘
文
な
し
。

碑
面
凹
凸
亀
裂
あ
り
、
種
子
サ
ク
は
表
面
に

一
部
剥
離
が
あ
り
深
い
部
分
の
み

材

質

粘

板

岩

法
量

六
二
X

二
o
x

八
•
五
形
状

m

類
型

種

子

サ

ク

観
音
菩
薩

-
•
五
X

―
二

妙
祐
善
尼

勢
至
菩
薩

彫

m型
大

き

さ

-o
x
 
1
0
 

種

子

サ

彫

rn型
大

き

さ

ィ

孔

⑪
 

(
B
5
9
 

⑲
 

(
B
5
7
)
 

材
質
砂
岩
法
量
五
六

x

二
三

x

八
•
五
形
状

I
I
I類
型

種

子

サ

観
音
菩
薩
七

O
X
ニ

―

x
―
四

九
•
五
x

八

観
音
菩
薩

種
子
サ
は
「
ア
点
」
を
特
筆
強
調
し
、
彫
り
は
粗
雑
、
最
後
の
線
が
不
明
瞭
と
な

る
。
小
型
の
石
に
種
子
の
み
。

彫

m型
大

き

さ

九

x
六

材

質

砂

岩

法

量

形
状

III類
型

ィ

種

子

サ

彫

Il
型

大

き

さ

ィ

⑱
 

(
B
3
7
)
 

⑩
 

(
B
9
4
)
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材

質

粘

板

岩

法
量

六
0
．
五

x
-
五

x
八

形
状

m類
型

種

子

サ

ク

残
っ
て
い
る
。
ア
ク
点
か
す
か
に
「
十
」
字
の
あ
と
を
残
す
の
み
。
浅
い
箱
彫
と
浅

い
ヤ
ゲ
ン
彫
の
混
用
。
彫
り
巾
一
・
ニ
丑ノ
位
。
「
妙
祐
善
尼
」
を
右
側
に
寄
せ
て
刻
む
。

「
善
尼
」
と
す
る
も
の
は
初
め
て
出
る
。

勢
至
菩
薩

種
子
サ
ク
は
七
x
七
セ
ン
チ
と
小
さ
く
、
彫
り
巾
〇
•
九
セ
ン
チ
の
ヤ
ゲ
ン
彫
。
底
線
は
明

瞭
。
「
妙
音
」
の
法
名
あ
り
。
「
妙
」
を
附
す
も
の
は
後
例
か
ら
女
性
で
あ
ろ
う
。

彫

III型
大

き

さ

七

x
七

孔

妙
音

⑫
 

(
B
1
6
)
 

勢
至
菩
薩

―
二
八

x
三

o
x
-

ニ
ニ

X

一
九

頭
部
を
ほ
ぼ
山
型
に
と
が
ら
し
下
方
に
次
第
に
細
ま
る
形
だ
が
、
中
央
よ
り
下
、

右
半
分
を
欠
損
し
て
い
る
。
種
子
サ
ク
は
二
二

X

一
九
丑ノ
と
大
き
く
、
「
ア
点
」
は

明
ら
か
に
線
を
も
っ
て
示
さ
れ
、
少
し
離
し
て
第
二
画
以
下
が
書
か
れ
て
い
る
。
太

く
丸
味
を
帯
び
た
書
体
で
、
先
ノ
ミ
の
連
打
に
よ
り
浅
い
皿
彫
と
し
、
平
ノ
ミ
で
コ

ス
リ
仕
上
げ
て
い
る
。
底
線
は
な
く
、
ア
ク
点
も
菱
形
で
は
な
く
、
角
が
つ
ぶ
れ
た

丸
型
に
仕
上
げ
て
い
る
。

紀
年
は
な
い
が
種
子
の
形
、
彫
り
特
徴
が
①
•

②
、
及
び

⑳
、
に
近
い
。

材

質

粘

板

岩

法
量

形
状

rn類
型

種

子

サ

ク

彫

I
型

大

き

さ

孔

⑬
 

(
B
2
1
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材

質

粘

板

岩

法

量

形
状

I
類
型

種

子

サ

ク

勢
至
菩
薩

種
子
サ
ク
は
直
線
的
な
筆
法
で
ハ
ネ
も
直
角
に
。
彫
り
は
浅
く
、
せ
ま
く
、
底
線

は
彫
り
面
よ
り
一
段
深
く
溝
を
つ
く
り
、
ア
ク
点
は
僅
か
に
ノ
ミ
を
交
叉
さ
せ
た
程

度
の
簡
略
さ
れ
た
も
の
。
法
名
を
記
す
の
み
で
紀
年
は
な
い
。

勢
至
菩
薩

彫

III型
大

き

さ

八
二

x
四
―

x
1
0
 

八
x

八
•
五

五
•
七
x

九
•
四

五
九
•
五
X

二
四
X

一
七

孔

禅

妙
金
尼

妙
仙
禅
尼

伏
以勢

至
菩
薩

九

x
―
二

七
0
•

五
x

三
五
•
五
X
八
•
五

種
子
サ
ク
は
最
大
彫
巾
一
・
八
五
丑ノ
の
ヤ
ゲ
ン
彫
。
整
っ
た
書
体
だ
が
ノ
ビ
が
な

く
、
「
ア
点
」
は
線
を
も
っ
て
示
し
第
二
画
と
離
れ
、
ア
ク
点
は
底
部
に
小
さ
な
方

形
を
つ
く
る
。
「
伏
以
・
フ
シ
テ
オ
モ
ン
ミ
ル
ニ
」
は
初
め
て
あ
ら
わ
れ
る
。

材

質

砂

岩

法

量

形
状

I
類
型

⑮
 

(
B
5
3
 

種

子

サ

ク

彫

III型
大

き

さ

孔

材

質

粘

板

岩

法

量

形
状

I
類
型

種

子

サ

ク

彫

rn型
大

き

さ

芥

静
弥
禅
尼

⑭
 

(
B
4
7
)
 

⑯
 

(
B
5
4
)
 

海
岸
よ
り
採
集
さ
れ
た
石
で
、
周
縁
部
に
穿
孔
を
有
す
る
。
種
子
サ
ク
の
ノ
ミ
跡

は
鮮
明
で
美
事
で
あ
る
。
即
ち
、
フ
チ
線
よ
り
底
線
に
亘
る
平
ノ
ミ
に
よ
る
直
線
痕

が
彫
り
面
に
並
列
し
、

一
部
は
底
線
に
平
行
の
直
線
痕
と
な
り
、
美
し
い
幾
何
学
文

様
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
（
第
六
章
、
三
、
彫
刻
技
法
に
つ
い
て
、
参
照
）
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縦
に
細
長
い
石
で
厚
さ
も
ほ
ぽ
均
一
。
種
子
サ
ク
の
書
体
は
ア
ク
点
を
除
い
て
筆

書
に
近
い
。
彫
り
は
ヤ
ゲ
ン
の
く
ず
れ
た
も
の
で
、
浅
く
両
面
が
揃
わ
ず
、
底
線
も

は
っ
き
り
し
な
い
。
彫
り
巾
一
•
一
セ
ン
チ
。
「
奉
」
の
用
法
は
初
め
て
の
も
の
。
6
0
に
「
右

志
者
道
泉
禅
門
」
と
す
る
七
周
忌
塔
婆
が
あ
る
。
ま
た
、
第
二
回
調
査
後
行
衛
不
明

の
「
失
ー
七
」
に
も
「
道
泉
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
関
連
に
つ
い
て
は
実

物
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。

種
子
材
質 孔
粘

板

岩

法

量

九
八
•
五
x

一
七
x

七
•
五

サ
ク

勢
至
菩
薩

彫

m型
大

き

さ

九

x
七

奉
道
泉
禅
門
之
為
也

敬
白

形
状

III類
型

材
質
砂
岩
法
量
四
五
•
五

X

三
六
X

七
形
状

m

類
型

種

子

サ

ク

勢

至

菩

薩

彫

rn型
大

き

さ

五

x
四

芥

]̂ 霜月
口

⑲
 

(
B
9
1
)
 

種
子
サ
ク
の
筆
法
は
特
異
な
も
の
で
⑲
、
に
近
く
、
品
位
が
な
い
。
彫
り
巾
、

一
・

八
丑ノ。

一
部
に
穿
孔
貝
に
よ
る
穿
孔
あ
り
。
法
名
は
「
道
弥
」
か
。

孝
子

種
子
材
質

粘
板
岩
勢
至
菩
薩

法
量

五
八
•
五
X

二
九
x

五

形
状

I
類
型

サ
ク

彫

m型
大

き

さ

九

x
九

札

△
 

道
弥
禅
門

⑰
 

(
B
8
7
)
 

⑱
 

(
B
1
4
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種

子

サ

ク

⑪
 

札

勢
至
菩
薩

彫

rn型
大

き

さ

八

x
1
0
 

(
B
6
8
)
 

河
原
よ
り
採
集
し
た
自
然
石
、
碑
面
を
平
削
し
た
形
跡
あ
り
。

種
子
材
質

粘

板

岩

法

量

形
状

II類
型

サ
ク

種
子
の
書
体
は
稚
拙
で
素
人
臭
あ
り
、
彫
り
も
粗
雑
で
造
立
末
期
的
様
相
を
呈
す

る
も
の
。
銘
文
不
明
。勢

至
菩
薩
五

三

X

ニ
―x
三

彫

II型
大

き

さ

七
•
五
x

七
•
五

種
子
サ
ク
は
彫
り
巾
一
・
ニ
~
一
・
五
セ
ン
チ
の
ヤ
ゲ
ン
彫
。
書
体
は
固
い
。

孔

⑲
 

(
B
5
5
)
 

⑬
 

(
B
8
5
 

材

質

粘

板

岩

法

量

形
状

m類
型

種

子

サ

ク

彫

II型
大

き

さ

孔

⑫
 

(
B
7
2
)
 

七
三

x
三
九

x
七

種
子
の
「
ア
点
」
を
分
離
し
、
左
ハ
ネ
を
二
筆
に
し
、
彫
り
巾
一

•

O
丑
ノ
。箱
彫

皿
彫
を
混
用
。
種
子
は
小
さ
く
固
い
が
整

っ
た
形
。
種
子
全
体
を
荘
厳
し
た
金
箔
が
、

一
部
剥
離
は
あ
る
も
の
の
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。

勢
至
菩
薩

五
八
x

二
五
x

四
•
五

-o
x
 1
0
 

種
子
サ
ク
は
彫
り
巾
一
•
四

丑
ノの
ヤ
ゲ
ン
彫

。

書
体
は
細
く
、

位
が
な
い
。

の
び
が
な
く
、
品

材

質

砂

岩

法

量

形
状

m類
型
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上
方
、
周
辺
部
に
そ
っ
て
一
部
剥
離
が
あ
る
が
種
子
な
ど
に
は
影
響
な
い
。

種
子
サ
ク
は
八
•
五
x
九
セ
ン
チ
と
小
型
な
が
ら
整
っ
た
形
で
、
彫
り
巾
は
最
大
一
・

二
丑
ノ
ヽ
「
ア
点
」
を
強
調
し
、
左
ハ
ネ
が
中
央
で
切
れ
て
い
る
。
ヤ
ゲ
ン
彫
を
主
と

す
る
が
一
部
、
竹
彫
の
と
こ
ろ
も
含
ま
れ
る
。
平
ノ
ミ
に
よ
る
ノ
ミ
跡
が
顕
著
で
、

底
線
に
直
角
に
接
す
る
直
線
が
、
フ
チ
線
、
さ
ら
に
そ
の
上
辺
ま
で
三
段
階
に
の
び

て
美
し
い
縞
模
様
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
種
子
全
体
に
亘
る
わ
け
で
は

な
く
、
一
部
で
は
底
線
に
平
行
に
ノ
ミ
跡
が
走
り
不
規
則
な
彫
法
を
示
し
て
い
る
。

他
に
記
銘
は
な
い
。

材
質
粘
板
岩
法
量
七
六

x

三
八
•
五
X

六

形
状

IlI類
型

種

子

サ

ク

孔

勢
至
菩
薩

彫

III型
大

き

さ

八
•
五
x

九

長
方
形
で
厚
み
も
ほ
ぼ
均
等
で
あ
る
。
種
子
キ
リ
ー
ク
は
二
八
X
一
七
•
五
セ
ン
チ
と

大
き
く
碑
面
の
上
方
を
占
有
し
、
浅
い
皿
彫
。
「
イ
ー
点
」
が
や
や
斜
め
に
傾
く
と

こ
ろ
、
種
字
の
下
端
を
結
ぶ
線
が
左
上
方
に
急
角
度
で
つ
き
上
げ
て
い
る
書
風
と
、

全
体
の
彫
法
が
①
に
類
以
す
る
。
亡
父
百
ケ
日
の
供
養
の
た
め
の
造
立
で
あ
る
が
、

主
尊
に
阿
弥
陀
を
掲
げ
る
。
碑
の
形
、
大
き
さ
、
種
子
の
大
き
さ
、
彫
り
、
そ
し
て

種
子
材
質

砂
岩

法
量

大
き
さ
二
八
X

一
七
•
五

1
0
七
X

三
五
•
五
X

一
三

形
状

m類
型

キ

リ

ー

ク

阿

弥

陀

如

来

彫

I
型

△

△

慈

父

過
去
百
日
為
也

⑭
 

(
B
1
9
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種
子
全
体
が
左
へ
傾
き
書
体
も
特
異
で
あ
る
。
彫
り
巾
一
・
一

丑ノ
、
く
ず
れ
た
ヤ

ゲ
ン
彫
で
両
面
の
角
度
が
異
な
り
彫
面
も
凹
凸
あ
り
。
梵
字
は
「
バ
ン
・
ウ
ー
ン
・

タ
ラ
ー
ク
・
ロ
・
ア
ク
」
で
不
明
の
と
こ
ろ
は
「
キ
リ
ー
ク
」
か
。
金
剛
界
五
仏
を

あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
種
子
・
銘
文
と
も
粗
雑
°

。
、つ
しヽ

こ
の
碑
は
、
佐
々
木
利
春
氏
墓
地
よ
り
移
動
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
曽

っ
て
海
岸

の
石
垣
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
が
、
墓
碑
と
気
付
き
自
分
の
墓
地
へ
祀
っ
た
も
の
と

コ
ー
ル
タ
ー
ル
ら
し
き
附
着
物
は
そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

種
子
材
質 称
粘
板
岩
法
量
五
八

x

二
九
•
五
X

六

形
状

III類
型

キ
リ
ー
ク
阿
弥
陀
如
来
、
彫

rn型

大
き
さ
一
三

•
五
x

-
―
•
五

⑮
 

⑰
 

(
B
6
5
 

道
西
禅
門

斉
；
麦
ぶ
口
卦

(
B
8
9
)
 

願
文
か
ら
南
北
朝
前
期
以
前
の
造
立
が
考
え
ら
れ
る
。

海
岸
の
石
を
利
用
し
た
も
の
。
種
子
の
書
体
は
稚
拙
、
彫
り
は
く
ず
れ
た
ヤ
ゲ
ン

箱
彫
の
混
用
で
、
ア
ク
点
は
平
ノ
ミ
を
斜
め
に
二
、
三
度
交
又
さ
せ
た
程
度
で
、
全

体
に
素
人
の
作
ら
し
い
感
覚
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
銘
文
は
な
い

。

材

質

砂

岩

法
量

六
五

x
二
六

X

形
状

I
類
型

種
子
キ
リ
ー

ク
阿
弥
陀
如
来
彫

r
n
型
大
き
さ
一
六

x
-

―
•
五

$1_: 

⑮
 

(
B
1
5
)
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”
手
誓

直

伽

汀

欠
損
に
よ
っ
て
「
ア
ク
点
」
を
欠
く
が
「
キ
リ
ー
ク
」
と
し
て
誤
り
な
い
も
の
で

あ
ろ
う
。

彫
り
巾
二
•
六

丑
ノと
広
い
が
や
や
浅
い
ヤ
ゲ
ン
彫

。

大
型
の
碑
で
あ
る
が

形
が
不
整
で
上
方
に
種
子
を
一
字
刻
む
の
み
で
他
に
銘
文
は
な
い
。

材

質

粘

板

岩

法

量

七

六

x
一
五

x
五

形

状

llI類
型

種

子

ウ

ー

ン

阿

悶

如

来

彫

II型
大

き

さ

五

x
五

・名

妙
金
禅
尼

彦

誓
嗜

⑲
 

(
B
2
0
 

⑬
 

(
B
8
0
)
 

粘
板
岩

形
状

III類
型

種
子
材
質

粘
板
岩

法
量
一
三
三

x
三
三

x
-
―

種
子
ウ
ー
ン
は
形
よ
く
整
っ
た
ヤ
ゲ
ン
彫
。

ア
点
を
強
調
し
、
菩
提
点
は

一
回
巻

い
て
左
上
へ
強
く
は
ね
上
げ
て
い
る
。

彫
り
巾
一
•
三

丑
ノ、
ノ
ミ
跡
鋭
く
、
フ
チ
線
、

底
線
と
も
明
瞭
に
、
彫
り
面
は
滑
ら
か
。
銘
文
は
二

o
x二
O
竺
の
区
画
に
「
右
（
建

立
の
）
志
は
道
□
禅
門
の
供
養
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
の
意
を
記
す
。

形
状

III類
型

種
子
材
質

ウ
ー
ン

阿
閤
如
来

法

量

九

六

x
三
四

x
九

キ

リ

ー

ク

阿

弥

陀

如

来

彫

II型

大
き
さ
一
九

x

―
四
•
五

・名

彫
II型

道
□
禅
門

右
志
者
孝
子
敬
白

大
き
さ

―
四

x
六
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海
岸
の
石
を
利
用
し
た
も
の
。
種
子
ウ
ン
は
直
径
―

―丑ノ
の
月
輪
内
に
お
さ
ま
る
。

月
輪
は
平
ノ
ミ
を
少
し
ず
つ
角
度
を
か
え
て
連
打
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
、

な
め
ら
か
な
曲
線
の
溝
で
は
な
く
、
し
か
も
浅
く
細
い
。

種
子
は
、
巾
〇
•
五
✕
〇
•
八
セ
ン
チ
と
浅
く
く
ず
れ
た
ヤ
ゲ
ン
彫
。
彫
り
面
は
粗
雑

で
、
底
線
の
一
部
に
先
ノ
ミ
に
よ
る
点
打
痕
が
残
っ
て
い
る
。

渇
は
「
一
仏
が
成
道
（
悟
り
を
開
く
）
し
て
、
法
界
（
世
の
中
）
を
観
見
（
慈
眼

を
も
っ
て
見
る
）
す
れ
ば
、
草
木
國
土
も
（
一
切
の
有
情
非
情
に
い
た
る
ま
で
）
悉

種
子
材
質 シ

3
粘

板

岩

法

量

六
二
X
三一

x
―
ニ
・
五
形
状

III類
型

ウ

ン

阿

悶

如

来

彫

m型
大

き

さ

一
仏
成
道

観
見
法
界

右
志
者
道
泉
禅
門

草
木
國
土

悉
皆
成
仏

七
周
忌
塔
婆
也

八
x

七
•
五

施
主
白 敬

⑲
 

(
B
1
1
)
 

種
子
は
直
線
的
に
仕
上
げ
た
稚
拙
な
も
の
。
彫
り
は
浅
く
巾
―

た
ヤ
ゲ
ン
の
形
を
と
る
。

〇
竺
、
く
ず
れ

1

ー
ー
／

,
1
1
1
1ー
l
i

―

二
＿
二
＿
＿
ニ
ニ
＼
＼
ー
ー
／
ー
／
／

＼
 

亭
/
 

⑬
 

(
B
1
7
)
 

(
5
)
 

＜
皆
、
成
仏
（
悟
り
を
開
く
）
せ
ん
」
と
の
意
。
七
周
忌
供
養
の
「
塔
婆
」
で
あ
る

こ
と
を
明
記
し
、
種
子
ウ
ン
（
阿
悶
如
来
•
七
年
忌
供
養
本
尊
）
と
合
致
す
る
。
道

泉
禅
門
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
⑰
の
道
泉
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。

―-
X
 1
0
 

穿
孔
貝
に
よ
る
穿
孔
あ
り
。
種
子
の
彫
り
巾
は

0
•

八
丑
ノ
と
細
い
が
鋭
利
な
ノ
ミ

跡
を
み
せ
、
整
っ
た
形
を
し
て
い
る
。
法
名
「
妙
清
」
は
斜
め
と
な
り
粗
雑
で
あ
る
。

材

質

砂

岩

法

量

六
九
x

三
八
•
五
x

九
形
状

I

類
型

種
子

バ

ー

ン

ク

金

剛

界

大

日

如

来

彫

II型
大

き

さ

糸
3

妙
清

⑪
 

(
B
1
2
)
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材

質

粘

板

岩

法

量

種
子

バ

ー

ン

ク

金

剛

界

大

日

如

来

彫

rn型
大

き

さ

無
有
高
下

是
法

系
3

禅
門

海
岸
よ
り
採
集
さ
れ
た
平
板
状
の
石
、
厚
さ
四
~
四
•
五
セ
ン
チ
。

種
子
の
書
体
は
特
異
で
正
調
を
は
ず
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ヤ
ゲ
ン
、
箱
彫
り
な
ど

が
混
用
さ
れ
て
い
る
。

七
九

x
三
三

x
―
ニ

・
五

形
状

m類
型

一
五
•
五
X

-

種
子
バ
ー
ン
ク
は
異
体
と
も
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
全
く
梵
字
の
形
態
を
は
ず

れ
、
彫
り
は
浅
い
が
は
っ
き
り
し
た
ノ
ミ
跡
を
示
し
、
底
線
も
明
瞭
で
あ
る
。
彫
り

-
＿
一
＿
＿
＿
＿
＿

＿―――

¥
 

幻

曇

袴

◇浚
誓

棗
ぶ
下
塁

¥ I 

逆
く
の
字
型
を
呈
す
る
海
岸
の
自
然
石
。
種
子
は
整
っ
た
書
体
で
、
ヤ
ゲ
ン
の
彫
法

に
従
っ
て
正
し
く
彫
り
面
を
整
え
て
い
る
。
妙
讃
禅
尼
の
法
名
を
附
す
。

材

質

粘

板

岩

法
量

六
四

x
二
五

X
八

形

状

I
類
型

種
子

バ

ー

ン

ク

金

剛

界

大

日

如

来

彫

II型
大

き

さ

系
3

妙
讃
禅
尼

⑬
 

(
B
6
0
 

-
o
x

九
•
五

⑭
 

(
B
6
1
)
 

材

質

砂

岩

法

量

六
0
•

五
X

二
四
X

四
•
五
形
状

I

類
型

「
禅
門
」
と
す
る
の
み
で
法
名
は
附
し
て
い
な
い
。

種
子 系
3

バ

ー

ン

ク

金

剛

界

大

日

如

来

彫

rn型
大

き

さ

九

x
八

妙
底
禅
尼

巾
一
•
〇
セ
ン
チ
。
偈
は
「
是
法
平
等
」
と
す
る
の
が
一
般
だ
が
「
平
等
」
が
な
い
。

「
こ
の
法
は
平
等
に
し
て
、
高
下
あ
る
こ
と
な
し
」
即
ち
、
法
の
も
と
に
如
来
も

(6
)
 

衆
生
も
な
い
と
の
意
。
金
剛
般
若
経
に
出
る
。
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種
子
は
変
形
で
「

1
」
を
「

1
」
に
つ
く
り
、
菩
提
点
の
巻
く
部
分
は
小
さ
い

。

彫
り
は
ヤ
ゲ
ン
の
崩
れ
た
も
の
で
、
彫
り
面
は
均
等
で
な
い
。

種
子
材
質 系

3

砂

岩

法

量

バ

ー

ン

ク

金

剛

界

大

日

如

来

彫

m型
大

き

さ

右
妙
心

七
五

x
一
八

x
八

震

匂

[

形
状

II類
型

-
o
x
八
•
五

⑮
 

(
B
7
1
 

両
側
面
が
割
れ
に
よ
り
大
き
く
欠
落
し
中
央
部
の
み
を
残
し
て
い
る
。
種
子
の
左

右
一
部
を
欠
く
が
、
「
バ
ン
」
と
し
て
差
支
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
全
高
一

0
四

丑／
の
石
に
対
し
縦
三
二
丑
／
の
種
子
、
加
え
て
四
丑／
の
彫
り
巾
を
も
つ
浅
い
皿
彫
の
種

子
「
バ
ン
」
は
、
碑
の
上
半
を
占
有
し
て
雄
大
の
一
語
に
尽
き
る
。

先
ノ
ミ
に
よ
る
点
打
の
あ
と
を
明
ら
か
に
残
し
、
彫
り
面
を
研
磨
し
た
こ
の
彫
法

は
、
前
出
、

①
、
②
に
通
じ
る
も
の
で
、
種
子
が
「
バ
ン
」
で
あ
る
こ
と
、
碑
の
大

き
さ
、
種
子
の
大
き
さ
、
さ
ら
に

C
区
に
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
推
察
し
て
、

無
紀
年
な
が
ら
鎌
倉
末
期
乃
至
は
南
北
朝
前
期
に
造
立
さ
れ
た
と
の
見
解
を
と
る
も

の
で
あ
る
。

材

質

粘

板

岩

法

量

大
き
さ
三
二

x
1
0
 

1
0
四
X
二

o
x
一
五

形
状

III類
型

種
子

]̂ バ
ン

金

剛

界

大

日

如

来

彫

I
型

乙
之オ
7

⑱
 

(
B
3
8
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種
子
タ
ラ
ー
ク
は
摩
耗
は
げ
し
く
ノ
ミ
跡
は
っ
き
り
し
な
い
。

種
子
材
質

タ
ラ
ー
ク

粘
板
岩

虚
空
蔵
菩
薩
彫

rn型

法
量
八
九

x

二
六
x

九

•
五

III類
型

序`

⑰
 

(
B
3
)
 

禅
門

大
き
さ

ー

¥
‘ー：
t
、

`
,
＼
ー
i:・
:
i
iー

＼

盆

勺

身
炉

九

x

形
状

三

⑲
 

(
B
8
1
)
 

細
く
尖
っ
た
山
型
の

種

子

タ

ラ

ー

ク

材

質

粘

板

岩

⑬
 

序`

下
に
種
子
を
刻
み
下
部
欠
落
。
尖
鋭
な
ヤ
ゲ
ン
彫
、
巾
一

虚
空
蔵
菩
薩
彫

II型
大

き

さ

法
量

三

o
x三
o
x
1
0
 

(
B
6
9
)
 

形
状

七
•
五
x

1
0
 

I
類
型

＼
 

セ
ン
0

チ
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⑩
 

（
不
明
）

妙
金
禅
尼

(
B
8
4
)
 

材

質

粘

板

岩

種

子

不

明

材

質

砂

岩

法
量

一
〇
四
X
三
一
•
五
X
八

種
子
タ
ラ
ー
ク
は
直
径
一
六
丑ノ
の
月
輪
内
に
収
ま
る
。
月
輪
は
、
せ
ま
い
平
ノ
ミ

を
円
周
に
そ
っ
て
連
打
し
て
不
規
則
な
細
い
ヤ
ゲ
ン
を
刻
出
し
、
種
子
も
ヤ
ゲ
ン
彫

で
底
線
は
明
ら
か
で
は
な
い

。
こ
の
彫
法
を
み
れ
ば
、
平
ノ
ミ
に
よ
る
ノ
ミ
跡
が
底

線
に
平
行
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
こ
の
彫
法
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る

も
の
で
、
ノ
ミ
の
多
様
な
用
法
を
知
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

一
部
に
、
先
ノ
ミ
に
よ

る
点
打
の
痕
が
歴
然
と
残
り
、
こ
の
こ
と
は
平
ノ
ミ
を
使
用
す
る
前
に
、
先
ノ
ミ
に

よ
る
荒
仕
上
の
工
程
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
知
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
ア
・
ビ
・
ラ
・
ウ
ー
ン
・
ケ
ン
」
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
真
言
。

「
キ
ャ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
」
は
五
大
を
表
現
し
、
金
剛
界
大
日
如
来
を
表
わ
す
。

頭
部
欠
落
の
た
め
種
子
の
半
分
を
残
す
の
み
。
「
バ
ン
」
か
「
バ
イ
」
か
。

形

状

皿

類

型

⑪
 

(
B
8
6
 

種
子

タ
ラ
ー
ク

彫

III型
大

き

さ

-o
x九

種
子
の
上
部
を
欠
落
す
る
が
「
バ
ン
」
か
「
バ
イ
」
が
考
え
ら
れ
る
。

序`

河

C
r
r刃

虚
空
蔵
菩
薩

右
道
秀

法
量

四

一
X
二

o
x
1
0
 
形
状

rn類
型

材

質

粘

板

岩

種

子

不

明

法
量

三
八
x

二
六
•
五

x

1
0

形
状

I
類
型
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⑬
 

(
B
5
6
 

種
子
の
右
半
分
が
み
ら
れ
「
キ
リ
ー
ク
」
と
お
も
わ
れ
る
。

材

質

粘

板

岩

法

量

九
五
•
五
x
1
 

O・ 
五

x
-五

形
状

m類
型

種

子

不

明

⑫
 

(
B
7
8
)
 

海
岸
の
「

l
類
型
」
小
型
石
の
上
方
に
、
外
周
直
径
一

•
五
セ
ン
チ
の
円
相
（
月
輪
）
を
箱
彫
し
、
中
心
部
に
径
一

て
い
る
。
粗
雑
な
浅
い
彫
り
で
あ
る
。

他
に
記
銘
が
な
く
円
相
（
月
輪
）
の
み
の
こ
の
碑
は
、
板
碑
と
い
え
る
も
の
だ
ろ

f
o
 

、っカ

円
相
砂
岩

こ
の
碑
は

B
区
に
あ
り
、
近
接
し
て
同
型

(
I類
型
）
の
石
を
用
い
た
板
碑
が
数

個
存
在
す
る
こ
と
、
附
近
に
近
世
墓
碑
が
立
つ
が
、
こ
の
碑
の
よ
う
な
小
型
の
石
は

み
ら
れ
な
い
こ
と
、
近
世
墓
碑
ま
た
は
供
養
碑
で

一
字
を
刻
む
の
み
の
も
の
は
少
な

く
、
逆
に
板
碑
で
は
種
子

一
字
を
も
っ
て
供
養
碑
と
す
る
こ
と
多
く
、
こ
の
円
相
（
月

輪
）
を
も
っ
て
種
子
に
代
え
た
も
の
と
考
え
板
碑
の
範
疇
に
加
え
た
。

密
教
で
は
、
月
輪
は
智
徳
円
満
、
金
剛
界
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
、
月
輪
内
に
種

子
を
お
さ
め
る
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
大
円
鏡
智

あ
る
い
は
一
切
空
を
あ
ら
わ
す
と
す
る
禅
宗
の
円
相
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
場
合
、
中
心
の
小
円
が
解
せ
な
い
が
、

D
区
内
の
近
世
墓
碑
（
宝
暦
・

明
和
代
）
に
、
こ
れ
を
模
し
た
如
き
円
相
が
み
ら
れ
る
。
因
み
に
同
墓
地
は
曹
洞
宗

に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
近
世
へ
の
移
行
を
考
え
た
場
合
、
当
板
碑
も
禅
宗
関
連
の
も

の
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
碑
は
紀
年
は
な
い
が
、
形
、
彫
り
か
ら
造
立
末
期

の
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

材
質

法
量

五
三

X
一三

一
x
六

彫

III型
大

き

さ

一

五
丑
／
、
彫
り
巾
一

i

•
三
セ
ン
チ
の
小
円
を
陰
刻
し

形
状

I
類
型

種
子 円
相

―
―
•
五
X

-

五
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⑮ 

(
B
6
2
)
 

碑
の
中
央
部
に
書
か
れ
た
四

X
二
丑
ノ
の
「
口
」
は
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

未
完
の
も
の
、
即
ち
、
失
敗
作
と
し
て
廃
棄
さ
れ
た
板
碑
で
は
な
か
っ
た
か
。

種
子
材
質

砂

岩

法

量

九
五

x
二
三

X
七
・
ニ

形
状

llI類
型

不
明

不
明

口

⑭
 

(
B
2
)
 

6
 

4
 
3
 
2
 

註

釈

同

右

川
勝
政
太
郎
「
石
造
美
術
辞
典
」
昭
和
五
十
三
年
、
東
京
堂
出
版

同

右
同

右

佐
和
隆
研
「
密
教
辞
典
」
昭
和
五
十
六
年
・
法
蔵
舘

五
八
X
二
八
X
八

・
ニ

碑
面
上
部
に
種
子
ら
し
き
も
の
あ
る
が
、
碑
面
の
凹
凸
か
彫
り
の
あ
と
か
判
然
と

し
な
い

。

（

勝
倉
元
吉
郎
）

司
東
真
雄
「
梵
字
教
本
」

材

質

粘

板

岩

法

量

形
状

III類
型

種

子

不

明

⑯
 

(
B
8
)
 

碑
面
上
部
に
種
子
ら
し
き
も
の
あ
る
も
判
然
と
せ
ず
。
他
に
記
銘
な
し
。

材
質
種
子

不
明
粘
板
岩

法
量

八
五

x
三
四

x
―二

形
状

rn類
型
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中
世
遺
構
の
考
察

本
遺
構
は
ニ
ケ
の
ピ
ッ
ト
と
そ
れ
を

L
字
状
に
取
り
巻
く
溝
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

施
設
で
あ
り
、
こ
の
ニ
ケ
の
ピ
ッ
ト
内
に
は
、
す
で
に
前
章
で
も
述
べ
た
様
に
多
く

の
焼
石
が
入
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
本
来
「
火
葬
骨
」

を
埋
納
し
た
納
骨
穴
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い

。

具
体
的
に
穴
中
か
ら
火
葬
骨
片
等
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
焼
石
の
み
を

持
っ
て
断
定
す
る
事
は
差
し
控
え
る
が
、
宮
城
県
岩
切
東
光
寺
、
名
取
市
大
門
囲
で

は
同
様
の
ピ
ッ
ト
内
に
骨
片
の
納
入
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
本
遺
構
に
見
ら
れ
る
ニ

ケ
の
ピ
ッ
ト
も
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
性
格
と
認
め
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
な
火
葬
骨
を
納
入
し
た
ピ
ッ
ト
が
板
碑
と
共
伴
す
る
例
は
、
宮
城
県
以
外

{
3
)
 

の
東
北
地
方
で
は
、
福
島
県
須
賀
川
市
「
杖
山
遺
跡
」
で
も
認
め
ら
れ
、
同
遺
跡
で

は
約
二
百
基
の
板
碑
と
共
に
十
六
ケ
の
火
葬
骨
納
入
ピ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

板
碑
の
紀
年
か
ら
大
略
十
四
世
紀
中
頃
の
年
代
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
ピ
ッ
ト
の
平
面
形
は
、
岩
切
東
光
寺
が
円
形
と
長

方
形
、
様
山
が
円
形
も
し
く
は
楕
円
形
状
の
も
の
で
、
形
寸
は
一
定
し
な
い
が
、
平

均
で
約
七
〇
丑
／
の
長
軸
乃
至
径
を
も
ち
、
深
さ
約
三
〇
丑／
程
度
の
も
の
が
多
い
様
で

あ
り
、
関
東
地
方
、
横
浜
市
「
六
浦
北
部
遺
跡
」
検
出
の
「
や
ぐ
ら
」
内
納
骨
ピ
ッ

ト
等
も
深
さ
四

O
i
三
〇
丑
ノ
程
度
で
あ
り
、
そ
の
辺
の
形
寸
が
火
葬
骨
納
入
ピ
ッ
ト

(
5
J
}
 

の
平
均
的
サ
イ
ズ
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
本
溝
状
遺
構
内
部
よ
り
検
出
さ
れ
た
ピ
ッ
ト
も
形
寸
的
に
、
こ
れ
ら
諸
例

と
矛
盾
す
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
に
包
含
さ
れ
る
サ
イ
ズ
で
あ

ま
た
、
こ
れ
ら
の
納
骨
用
穴
は
、
基
本
的
に
溝
も
し
く
は
土
塁
等
、
何
ら
か
の
区

る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

-
、
地
山
掘
り
込
み
溝
状
遺
構

第
五
章

に
置
く
状
態
で
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

画
施
設
内
部
に
設
け
ら
れ
る
の
が
通
常
形
態
で
あ
り
、
前
記
各
遺
跡
に
お
い
て
も
東

光
寺
例
は
溝
も
し
く
は
土
塁
、
様
山
で
も
溝
と
土
塁
の
区
画
施
設
を
有
す
る
事
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
本
小
泊
遺
跡
例
も
規
模
上
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
基
本
的
な
方
式

は
全
く
こ
れ
ら
と
同
様
で
周
囲
を

L
字
形
溝
で
区
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
溝
は
、
そ
の
底
面
レ
ベ
ル
が
斜
面
傾
斜
方
向
に
大
略
沿
う

形
で
南
と
東
側
に
緩
い
傾
配
で
下
る
が
、
溝
の
南
端
よ
り
約

一
い
い
の
地
点
の
み
周
囲

の
底
面
よ
り
約
一
五
丑／
程
低
く
穴
状
に
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。
（
図
※
印
部
）

こ
の
凹
が
何
の
た
め
の
も
の
か
は
現
状
で
は
確
定
で
き
な
い
が
、
本
遺
構
に
は
後

述
す
る
板
碑
も
含
め
本
来
複
数
基
が
造
立
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
掘
り

方
痕
跡
と
な
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

溝
の
南
端
に
は
文
明
十
四
年
の
紀
年
を
持
つ
板
碑
が
横
倒
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
板
碑
は
発
見
時
半
分
程
土
中
に
埋
没
し
、
側
面
を
上
、
基
部
を
溝
南
端
の
土
中

地
権
者
等
、
地
元
住
民
の
人
々
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
「
元
々
こ
の
場
所
に
倒
れ

て
い
た
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
今
回
発
見
さ
れ
た
板
碑
中
、
最
大
の
も
の
で
も
あ
り

人
為
的
に
動
か
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
事
か
ら
、
当
初
か
ら
は
ぼ
発
見
時
の
位
置
も
し

く
は
そ
の
直
上
部
斜
面
に
造
立
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い

。

従
っ
て
こ
の
板
碑
は
本
遺
構
に
直
接
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
当
該
板
碑
の
種

子
及
び
銘
文
か
ら
、
そ
の
造
立
趣
旨
を
道
徳
禅
門
の
三
十
三
回
忌
追
善
と
見
る
事
が

で
き
る
の
で
、
本
遺
構
が
造
営
さ
れ
た
年
代
は
、
室
町
時
代
中
期
の
宝
徳
年
間
、
十

五
世
紀
中
葉
を
下
ら
な
い
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

二
、
不
整
円
形
ピ
ッ
ト
と
焼
石
群{
7
}
 

本
遺
構
は
基
本
的
に
ピ
ッ
ト
と
焼
石
群
並
び
に
板
碑
の
組
み
合
せ
よ
り
成
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ピ
ッ
ト
内
部
か
ら
は
全
く
遺
物
が
出
土
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
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す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
は
因
難
で
あ
る
。

た
だ
、
焼
石
群
、
板
碑
群
、
渡
来
銭
と
と
も
に
‘

―
つ
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
で
き

る
の
で
基
本
的
に
こ
れ
ら
と
関
連
す
る
も
の
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
焼
石
群
に
つ
い
て
も
、
そ
の
分
布
範
囲
が
板
碑
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
重
複
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
考
え
る
と
、
板
碑
も
原
位
置
を
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
動
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
想
定
で
き
る
。

た
だ
中
に
は
明
ら
か
に
斜
面
下
方
向
に
転
落
し
て
行
っ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ

る
か
ら
、
こ
う
し
た
も
の

(
№
7
0
•
№
5
6
)
を
除
け
ば
、
元
々
標
高
二
九
メ
ー
ト
ル
~
三
〇

ぃ
い
の
尾
根
部
に
集
中
し
て
造
立
さ
れ
て
い
た
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
こ
の
地
点
に
於
け
る
焼
石
群
の
本
来
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
、
現
状
覆
土
が

薄
く
そ
の
下
部
は
直
ち
に
地
山
岩
盤
と
な
る
が
、
こ
の
状
況
は
板
碑
群
造
立
当
時
に

あ
っ
て
も
基
本
的
に
現
在
と
大
き
く
異
な
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
焼
石
群
は
元
々
ピ

ッ
ト
等
の
深
い
掘
り
込
み
施
設
中
に
納
め
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
地
表
面
に
集
積
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
又
薄
い
表
土

を
浅
く
掘
り
凹
め
、
そ
こ
に
埋
納
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
思
考
さ
れ
る
。

た
だ
こ
の
場
合
、
そ
れ
ら
行
為
の
終
工
程
と
し
て
、
地
表
面
に
簡
単
な
マ
ウ
ン
ド

が
形
成
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
予
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
調
査
で
は
把
握

ま
た
検
出
さ
れ
た
渡
来
銭
二
枚
は
、
洪
武
通
賓
が
明
の
洪
武
元
年
(
-
三
六
八
）
、

-8
)
 

永
楽
通
賓
が
永
楽
六
年
(
-
四

0
八
）
を
初
鋳
年
と
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
見
ら
れ

る
年
代
は
本
地
点
の
有
紀
年
板
碑
に
見
ら
れ
る
年
代
巾
、
応
永
二
十
年
(
-
四
一

三
）

i
延
徳
四
年
(
-
四
九
二
）
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
本
地
点
の
造
営

上
限
年
代
が
実
際
に
は
永
徳
元
年
(
-
三
八

一
）
ま
で
は
さ
か
上
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
、
少
な
く
と
も
永
楽
通
賓
に
関
し
て
は
、
数
次
に
及
ぶ
A
地
区
板
碑
造
立
の
途

中
の
時
点
で
埋
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
9
-

こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
埋
葬
に
際
し
副
葬
さ
れ
た
「
六
道
銭
」
と
し
て
の
意
味
あ
い

の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
火
熱
を
受
け
て
い
る
痕
跡
が
な
い
の
で
、
火
葬
時
か
ら
の
納

入
品
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三、

A
地
区
板
碑
群
の
考
察

本
地
区
板
碑
群
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
様
に
完
全
な
原
位
置
を
保
つ
も
の
で
は
な

い
が
、
お
お
む
ね
造
立
当
初
か
ら
の

一
群
と
考
え
る
こ
と
が
可
な
る
も
の
で
あ
る
。

今
こ
の
群
を
造
立
し
た
集
団
が
具
体
的
に
ど
の
様
な
関
係
に
あ
る
人
々
な
の
か
は

特
定
で
き
な
い
が
、
集
団
内
の
板
碑
造
立
に
関
す
る
意
識
と
考
え
が
多
少
な
り
と
も

推
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
本
項
を
設
定
し
た
。

ま
ず
本
地
区
板
碑
群
は
現
存
す
る
も
の
の
紀
年
か
ら
し
て
、
応
永
二
十
年
か
ら
延

徳
四
年
(
-
四

一
三
ー

一
四
九
二
）
に
亘
っ

て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
の
地
区
か
ら
後
世

に
移
動
や
欠
落
し
た
可
能
性
も
考
慮
す
れ
ば
、
前
後
の
年
代
に
更
に
若
干
広
が
る
事

も
考
え
ら
れ
る
が
、
遺
存
す
る
も
の
を
基
に
考
察
す
れ
ば
、
ま
ず
応
永
二
十
年
に

No
14

と

No13
の
二
基
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。

[10) 

こ
れ
ら
は
各
々
そ
の
種
子
か
ら
判
断
し
前
者
が
十
三
回
忌
、
後
者
が
三
十
三
回
忌

供
養
の
造
立
と
見
ら
れ
る
事
か
ら
、
そ
の
被
供
養
者
の
埋
葬
は
応
永
二
十
年
を
さ
か

上
る
永
徳
元
年

（
ニ
ニ
八

一）

に
は
行
な
わ
れ
て
い
る
事
と
な
る
。

ま
た
具
体
的
板
碑
造
塔
供
養
が
延
徳
四
年
(
-
四
九
二
）
ま
で
は
行
な
わ
れ
て
い

る
事
実
か
ら
、
本
地
区
に
於
け
る
遺
構
の
形
成
年
代
は
少
な
く
と
も
永
徳
元
年
か
ら

延
徳
四
年
に
亘
る
百
十
一
年
間
の
時
間
巾
を
想
定
す
る
事
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
年
代
巾
の
中
で
供
養
該
当
種
子
に
よ
り
、
そ
の
造
立
趣
旨
を
推

定
し
て
見
る
と
各
々
そ
の
基
数
は
次
表
の
様
に
な
る
。
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註

前
・後
区
分
は
、
前
期
（
鎌
倉
ー
南
北
朝
中
期
）、

後
期

（南
北
朝
後
期
ー
室
町
）と
し
た
。

な
お
、
前
期
区
分
の
三
回
忌
に
見
る
七
甚
は
、
お
そ
ら
く
浄
土
信
仰
に
お
け
る
主
尊

と
し
て
の
弥
陀
と
解
す
の
が
妥
当
て
あ
ろ
う
。

この表により見るとA地区に限らず、室町時代にあっては小泊遺跡全

体の造塔供養は、基本的に年回忌を重視したものであり、特に一周忌に

あっては最も多くの板碑造立を見るのが特徴的である。

また各七B毎の供養では五七日、七七日に重点が置かれ、他に百ケ日

も存在するが、その他のものは少ない様である。

この内A地区について見ると、基本的な傾向は全体とほぽ同様である

が、特に七七日の造塔供養が全く認められていない点が注目される。

また全体を通覧すると初七日に概当する種子板碑も全く見られず、こ

の事は小泊地区板碑造立集団が当該供養日を重視していなかったことを

示すものかも知れない。

ただし、当然の事ながら石製塔婆である板碑以外に木製塔婆の存在も
A区以外

A区 該当供養仏
後： 月IJ

I 呑 初七B
I 

1 芥 二七日I 

＇ I 

it I 1 三七日I 

I 

I 

四七日I 

I 

2 五七日6 : 
I 

I 

I 六七日
I 

4 I I I f 七七日
4 : 1 百ケ日

I 

一周忌12 : 1 3 
I 

I 

祢1 : 7 1 三回忌
I 

＇ t 2 : 2 七回忌

7 I I I 4 2 十三回忌

2 : I 3 三十三圃忌

5 : 1 4 上記以外と不明分I 

43 : 15 18 計76甚(58) 

る
法
名
の

「
妙
海
」
に
も
適
用
で
き
る
と
推
考
さ
れ
る
。

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
該
当
忌
日
に
造
塔
供
養
が
全
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
事

ま
た

A
地
区
に
は
法
名
の
記
さ
れ
る
板
碑
が
九
基
あ
り
、
そ
の
内
訳
を
表
に
す
る

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

四
五
三）

こ
こ
に
見
ら
れ
る
法
名
の
う
ち
「
道
性
禅
門
」
と
同

一
法
名
は
、
享
徳
二
年
（
一

の
逆
修
一
結
衆
碑
に
見
ら
れ
る
。

A
地
区
の
道
性
を
刻
む
板
碑
は
種
子
の
彫
刻
技
法
と
銘
文
の
配
列
か
ら
見
て
、
室

町
時
代
中
頃
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
お
そ
ら
く
同

一
人
と
見
て
良
い
で
あ

ろ
う
が
、
た
だ
こ
の
場
合
、
逆
修
碑
に
は
道
性
が
上
下
に
二
名
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、

具
体
的
に
そ
の
ど
ち
ら
か
ま
で
は
特
定
で
き
な
い
。

従

っ
て
No
58
板
碑
は
、
逆
修
碑
が
造
立
さ
れ
た
享
徳
二
年
以
後
の
造
立
と
見
る
事

が
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
七
回
忌
の
供
養
仏
種
子
で
あ
る
事
か
ら
、
少
な
く

と
も
享
徳
二
年
よ
り
六
年
下

っ
た
長
禄
三
年

(-
四
五
九
）
以
降
に

No
58
板
碑
が
作

成
造
立
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、

A
地
区
で
は
な
い
が
、
こ
の
様
な
年
代
推
定
法
は
、

No
25
板
碑
に
見
ら
れ

--・ — -—- -
69 58 48 61 4 7 20 板

60 24 碑
70 No 

丑ヽ 一

道秀 道件禅 称道禅 清妙 道泉禅 妙金 法

門門 門 神ヽヘ尼‘‘’ 名

―- ----
No お 全
17 そて

逆修 ら 同人摘

ー 同人くか西ヵ9

慧 か不明゚

雷に ？ N4 o 要

見 Nとo 

え 20
るは

法名と 別の人

か同人？ 儡性？ も

-- -・--, ----・・・・・・・ 

を
示
す
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
の
で
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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四
、
逆
修
一
結
衆
板
碑
と
の
対
比
か
ら
見
た
無
紀
年
法
名
板
碑
の
推
定
年
代

前
段
で
述
べ
た
手
法
、
つ
ま
り

No17
逆
修
碑
に
登
場
す
る
法
名
と
の
対
比
に
よ
り

．
．．

．．

．．

．
 

本
遺
跡
に
多
数
見
ら
れ
る
無
紀
年
板
碑
中
、
特
に
法
名
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
代
を
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
本
項
を
設
定
し
た
。

ま
ず
逆
修
碑
の
造
立
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
の
み
が
本
遺
跡
の
北
側
に
浅
い
谷
を

隔
て
て
向
い
合
う
丘
陵
先
端
部
、
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
単
独
造
立
さ
れ
て
い
た

も
の
で
、
か
つ
そ
の
位
置
が
、
旧
街
道
が
通
り
、
し
か
も
寺
跡
が
あ
っ
た
と
伝
承
さ

れ
る
位
置
に
あ
る
。

さ
て
、
結
衆
板
碑
の
一
般
的
解
釈
に
つ
い
て
は
、

「
そ
の
板
碑
造
立
供
養
の
法
会

に
参
加
、
結
衆
す
る
事
に
よ
り
善
根
を
積
む
事
に
あ
り
、
し
か
も
そ
の
構
成
集
団
の

-12) 

広
が
り
は
、
地
域
的
に
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
る
も
の
、
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

更
に
又
、
本
板
碑
の
場
合
、
そ
の
法
会
が
わ
ざ
わ
ざ
二
月
彼
岸
を
設
定
し
行
わ
れ

て
い
る
事
か
ら
見
て
、
そ
れ
が
当
該
集
団
の
先
祖
供
養
を
も
そ
の
作
善
内
容
に
含

(13) 

む
可
能
性
が
非
常
に
強
い
。

と
す
れ
ば
、
こ
の

一
結
衆
と
本
遺
跡
の
板
碑
被
供
養
者
と
の
間
に
は
、
子
孫
と
先

祖
と
い
う
血
縁
的
関
係
が
想
定
さ
れ
、
お
の
ず
と
そ
の
参
集
範
囲
も
、
小
泊
や
相
川

地
区
を
中
心
と
し
た
、
あ
る
特
定

エ
リ
ア
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
述
べ
た
本
結
衆
碑
の
基
本
的
解
釈
を
念
頭
に
置
き
、
当
該
結
衆
碑
に
見
ら

れ
る
法
名
並
び
に
本
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
他
の
板
碑
に
見
ら
れ
る
法
名
を
一
覧
す
る

と
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
妙
海
、
道
性
が
共
通
す
る
他
は
同

一
人
と
思
わ
れ
る
法
名
は
認
め

た
だ
結
衆
碑
の
法
名
中
に
は
、
道
□
等
と
不
明
の
六
名
が
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は

他
に
も
両
者
共
通
す
る
法
名
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
特
定
で
き
な
い

。

こ
う
し
て
見
る
と
、
そ
の
共
通
性
が
以
外
に
少
な
い
が
、
こ
れ
は
試
論
と
し
て
次

の
様
に
仮
定
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
結
衆
碑
の
造
立
年、

享
徳
二
年

(

-
四
五
三
）
に
は
、
表
中
の
「
他

の
板
碑
に
見
る
法
名
」
欄
の
人
々
は
、
妙
海
、
道
性
を
除
い
て
す
で
に
死
亡
し
て
い

た
か
、
あ
る
い
は
又
出
生
し
て
い
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
当
然
結
衆
で
き
得
な
い

と
見
る
仮
定
で
あ
る
。

少
し
詳
し
く
考
え
る
為
、

「
他
の
板
碑
に
見
る
法
名
」
欄
の
う
ち
ま
ず
紀
年
の
判

ら
れ
な
い

。

註・◎が両者に共通して登場する法名

-・----・-- - - -

◎ 
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明
す
る
「
道
徳
禅
門
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
文
明
十
四
年
に
三
十
三
回
忌
を
実
施
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
死
亡
年
は
宝
徳
二
年
(
-
四
五

O
)
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
当

然
享
徳
二
年
(
-
四
五
三
）
時
点
で
の
結
衆
に
同
人
は
参
加
で
き
得
な
い
。

ま
た
「
道
春
禅
門
」
は
文
明
八
年
の
一
周
忌
と
見
ら
れ
る
か
ら
死
亡
は
、
そ
の
前

年
、
文
明
七
年
(
-
四
七
五
）
で
、
結
衆
碑
の
造
立
時
点
で
は
、
す
で
に
出
生
し
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
幼
小
の
可
能
性
も
強
く
果
し
て

法
名
付
与
の
上
、
当
該
結
衆
に
参
加
し
得
た
も
の
か
は
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い

。

更
に
「
妙
金
禅
尼
」
に
つ
い
て
も
、
延
徳
四
年

(-
四
九
二
）
五
七
日
で
同
年
の

死
亡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
結
衆
碑
と
の
間
に
三
十
九
年
の
開
き
が
あ
る
の
で
未
だ
出

生
し
て
い
な
い
か
、
出
生
し
て
い
て
も
「
道
春
禅
門
」
と
同
一
理
由
に
よ
り
参
加
し

得
な
か
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

か
な
り
強
引
付
加
的
と
な
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
論
評
は
差
し
控
え
る
が
、
そ
の

様
に
考
え
れ
ば
、
現
状
資
料
の
範
囲
内
で
は
良
く
整
合
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

従
っ
て
享
徳
二
年
時
点
で
生
存
し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
妙
海
、
道
性
、
道
春
、

妙
金
の
四
名
を
除
き
、
そ
の
他
の
人
々
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
享
徳
二
年
二
月
彼
岸

ま
で
に
死
亡
し
て
い
た
公
算
が
大
き
い
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
の
事
は
法
名
の
刻
さ
れ
た
無
紀
年
板
碑
の
大
多
数
は
享
徳
二
年
結
衆
碑
に
先
行

す
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
、
無
紀
年
の

NO36
、

NO31
、
NO69
、

No55
に
見
ら
れ
る
大
日
応
身
真
言
等
と
類
似
の
表
現
形
態
は
、

No14
、
No16
、

No15

の
応
水
二
十
年
代
(
-
四

一
三
i
―
四
二
二
）
の
有
紀
年
板
碑
三
基
に
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
無
紀
年
法
名
板
碑
の
多
く
は
室
町
時
代
前
期
の
応
永
年
間
頃
か
ら
享
徳

二
年
ま
で
の
間
に
位
置
す
る
も
の
が
多
い
と
予
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
享
徳
二
年
以
降
、
現
に

N
o
5
8
•
N
o
2
5

板
碑
等
の
造
立
が
行
わ
れ
て
い
る
と

推
定
さ
れ
る
か
ら
全
て
が
享
徳
二
年
以
前
の
も
の
と
断
ず
る
訳
で
は
な
い

。

4
 

3
 

2
 

考
え
ら
れ
る
が
、
既
報
告
書
中
で
こ
の
点
を
触
れ
た
も
の
が
無
い
為
単
純
に
平
均
値

納
骨
穴
に
つ
い
て
は

一
人
用
と
多
人
数
用
で
は
当
然
そ
の
大
き
さ
の
異
な
る
事
が

一
九
八
一
―

岡
崎
文
喜
•
森
本
岩
太
郎
・
西
宮
克
彦
・
大
島
新

一
九
八

0

東
北
新
幹
線
関
連
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

Il

生
江
芳
徳
「
籾
山
遺
跡
」

福
島
県
教
育
委
員
会
刊

の
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

註

釈 五
、
ま
と
め

ハ
浦
北
部
遺
跡
調
査
団
刊

「
六
浦
北
部
遺
跡
」

（藤
沼
氏
教
示
に
よ
る

中

村

光

1
、
多
数
の
板
碑
と
そ
れ
に
組
み
合
う
溝
状
遺
構
一
基
が
発
見
さ
れ
、
当
該
遺
構
は

火
葬
骨
納
入
用
と
推
定
さ
れ
る
ニ
ケ
の
ピ

ッ
ト
を
も
つ
、
十
五
世
紀
中
葉
の
墓

域
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

2
、
小
泊
遺
跡
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
様
な
墓
域
ユ
ニ
ッ
ト
の
集
合
体
と
推
定
さ
れ

従
っ
て
発
見
さ
れ
た
板
碑
は
、
基
本
的
に
当
時
の
埋
葬
地
に
造
立
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

3
、
室
町
期
に
お
け
る
小
泊
板
碑
群
造
立
集
団
の
造
塔
供
養
は
、
年
回
忌
に
重
点
を

置
き
各
七
日
毎
の
造
塔
供
養
で
は
初
七
日
及
び
ニ
・
四
・
六
七
日
を
重
視
し
な

い
傾
向
が
あ
る
こ
と
。

4
、
本
遺
跡
発
見
の
無
紀
年
板
碑
の
う
ち
法
名
を
有
す
る
も
の
の
多
く
は
結
衆
碑
と

の
対
比
か
ら
十
五
世
紀
前
半
の
年
代
が
予
察
さ
れ
る
こ
と
。

伊
東
信
雄
「
岩
切
村
東
光
寺
境
内
発
掘
の
板
碑
と
其
出
土
状
態
」

一
九
三
二

仙
台
郷
土
研
究
第
一
―
巻
第
八
号

名
取
市
大
門
囲
板
碑
群
の
中
に
は
板
碑
前
面
に
掘
り
込
ま
れ
た
ピ
ッ
ト
中
に
焼
人
骨
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11 10 

，
 

8
 

7
 
6
 

石
巻
地
方
を
全
体
的
に
見
て
も
室
町
時
代
に
あ
っ
て
は

一
周
忌
の
本
地
仏
「
サ
ク
」

山
内
栄

佐
藤
雄

一
九
七
五
河
北
町
誌
絹
纂
委
員
会
編

一
九
八
五

「
舎
那
山
長
谷
寺
総
合
調
査
報
告
」
石
巻
市
文
化
財
だ
よ
り
一
四
号

一
九
八
五

焼
石
は
地
山
岩
盤
と
同
質
の
風
化
頁
岩
の
細
角
礫
で
あ
り
一

i
二
竺
／
大
が
多
く
詳
細

に
観
察
す
る
と
縁
部
の
磨
滅
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
遺
跡
地
至
近
の
転
落
礫
と

見
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
火
葬
地
を
想
定
す
る
と
本
丘
陵
の
南
北
に
入
る
浅
い
谷
間
か
、

万
国
貨
幣
洋
行
社
刊

こ
の
様
な
「
六
道
銭
」
と
し
て
渡
来
銭
が
副
葬
さ
れ
る
例
は
、
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
「
万

万
福
寺
板
碑
調
査
団
編
「
万
福
寺
板
碑
発
掘
調
査
報
告
書
」

鎌
ケ
谷
市
教
育
委
員
会
刊

十
三
仏
信
仰
の
普
遍
化
は
通
常
室
町
時
代
と
さ
れ
、
石
巻
地
方
に
お
い
て
は
少
な
く

と
も
室
町
初
期
の
応
永
年
間
以
降
は
十
三
仏
種
子
と
各
々
に
概
当
す
る
忌
日
、
忌
年

が
ほ
と
ん
ど
全
て
合
致
す
る
も
の
と
見
て
良
く
、
従
っ
て
銘
文
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

使
用
種
子
の
概
当
忌
日
年
よ
り
そ
の
追
善
回
忌
を
特
定
し
て
ほ
と
ん
ど
誤
り
が
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
指
適
し
た
も
の
に
は
次
の
文
献
が
あ
る
。

「
河
北
町
の
板
碑
・
板
碑
に
見
ら
れ
る
十
三
仏
信
仰
」
河
北
町
誌

福
寺
板
碑
群
」
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
〇

石
巻
市
教
育
委
員
会
刊

陸
原
保
改
訂
版
「
東
洋
古
銭
価
格
図
譜
」

東
麓
の
沢
辺
、
海
岸
辺
が
有
力
で
あ
る
。

No19
の
ほ
か
に

No44
、

No45
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

で
見
た
。
小
泊
遺
跡
の
場
合
も
一
穴
に
納
入
さ
れ
た
人
数
を
特
定
は
で
き
な
い
が
、

容
積
等
か
ら
見
て
一
人

一
穴
と
考
え
て
置
き
た
い
。
な
お
中
世
に
は
寺
院
等
へ
の
分

骨
も
か
な
り
一
般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
丸
々
一
体
分
が
本
ピ
ソ
ト
に
納
骨
さ
れ
る
と

は
限
ら
ず
、
従
っ
て
そ
れ
程
大
き
な
納
骨
穴
は
本
来
必
要
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

13 12 

坂
詰
秀
一
編
「
板
碑
研
究
入
門
」
交
名
板
碑
参
照

が
多
く
観
察
さ
れ
、
当
該
期
に
お
い
て
は
普
遍
的
に

一
周
忌
造
塔
供
養
が
重
視
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
強
い
が
、
そ
れ
が
「
小
泊
板
碑
群
」
造
立
集
団
と
い
う
明
確
な
特

尭
「
結
衆
板
碑
と
講
集
団
」
板
碑
の
総
合
研
究

I
「
総
論
編
」

一
結
逆
修
の
作
善
内
容
に
亡
者
の
冥
福
祈
願
を
含
む
例
が
あ
る
事
は
、
後
記
文
献
に

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
述
べ
た
意
味
は
逆
修
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
自
己
の

冥
福
往
生
菩
提
祈
頻
の
他
に
記
述
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推

定
で
あ
る
。

中
尾

一
九
八
五

一
九
八
三

柏
書
房
k

k
刊

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社
刊

定
集
団
内
で
明
ら
か
と
な
っ
た
点
に
意
味
が
あ
る
。

- 89 -



今
回
の
発
掘
調
査
に
於
て
確
認
さ
れ
た
板
碑
の
総
基
数
は
七
十
六
基
で
、
う
ち
紀

年
を
有
す
る
も
の
二
十
基
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
覧
形
式
に
し
た
も
の
が

あ
る
。 第

六
章

中
世
板
碑
に
つ
い
て
の
考
察

（表

I
)
で、

紀
年
を
有
す
る
も
の
は
年
代
順
に
、
無
紀
年
の
も
の
は
通
説
と
さ
れ
る
十
三
仏
年
忌

供
養
の
順
に
配
列
し
た
。
有
紀
年
板
碑
の
年
代
的
広
が
り
を
見
れ
ば
、
正
応
三
年
（

一

二
九

0
)
を
上
限
と
し
、
延
徳
四
年
(
-
四
九
二
）
を
下
限
と
す
る
二
百
二
年
間
で

無
紀
年
板
碑
の
な
か
に
は
、
造
立
初
期
と
目
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く

こ
の
有
紀
年
板
碑
の
上
限
を
越
え
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い

。
ま
た
下
限
に
つ
い
て
は
、

延
徳
四
年
を
下
る
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
有
紀
年
板
碑
の
造
立
状
況
を
見
れ

ば
、
（
表

Il
の
A
)
室
町
初
期
に
最
も
造
立
密
度
が
高
く
、
次
い
で
鎌
倉
末
期
よ
り

南
北
朝
初
期
に
か
け
て
が
高
い

。
こ
の
最
高
密
度
の
応
永
代
の
直
後
か
ら
約
五
十
年

間
は

一
基
と
低
い
。
し
か
も
こ
の

一
基
は
、
二
十
八
人
の
結
衆
に
よ
る
逆
修
碑
⑰
で

あ
る
か
ら
、
個
人
造
立
の
板
碑
と
し
て
は
一
基
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

一
、
形
態
と
大
き
さ

小
泊
の
板
碑
は
全
て
用
材
と
し
て
自
然
石
を
用
い
て
い
る
。
近
辺
の
海
岸
、
川
辺
、

山
麓
な
ど
か
ら
採
集
さ
れ
、
殆
ど
整
形
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
種
子
・
偲
．
願
文
•
紀

年
な
ど
を
刻
み
、
台
座
を
用
い
ず
地
表
に
立
て
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
こ
れ
ら
は

自
然
石
で
あ
る
た
め
一
定
の
型
を
持
た
な
い
。
し
か
し
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
特

色
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

縦
長
で
、
頭
部
が
尖
る
形
の
も
の
が
多
い
こ
と
。

厚
さ
が
巾
を
上
回
ら
ず
、
文
字
を
刻
み
得
る
平
滑
な
面
を
有
す
る
こ
と
。

つ
ま
り
、
採
集
に
当
っ
て
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
も
の
、
若
し
く
は
こ
れ
に
近

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二

、

素

材

こ
れ
ら
の
形
態
は
、
単
に
小
泊
の
板
碑
に
限
ら
ず
、
隣
接
す
る
相
川
・
長
塩
谷
は

も
と
よ
り
、
寺
浜
・
波
伝
谷
（
志
津
川
町
）
な
ど
海
岸
部
一
帯
に
通
用
す
る
極
く
一

般
的
な
傾
向
で
あ
り
、
南
北
朝
以
前
の
も
の
は
、
ほ
ぽ
こ
の
条
件
を
満
た
し
、
室
町

以
後
に
つ
い
て
は
形
が
乱
れ
て
く
る
様
相
を
示
し
て
い
る
。

大
き
さ
に
つ
い
て
は
南
北
朝
期
ま
で
の
も
の
の
う
ち
、
断
碑
及
び
③
の
一
基
を
除

け
ば
全
て

一
O
O
丑／
以
上
の
高
さ
を
有
し
、
特
に
鎌
倉
期
の
も
の
は
高
さ

―
二

o
i

一
三
〇丑ノ
、
巾
三
〇
丑
ノ程
度
と
、
ほ
ぼ
一
定
の
形
状
を
保
つ
の
に
対
し
、
室
町
期
以

降
の
も
の
は
⑲
が

一
六
九
丑ノ
と
特
出
す
る
が
、
概
し
て
六

0
-
1
0
0
丑ノ
程
度
で
、

時
代
が
下
る
に
従
っ
て
次
第
に
小
型
化
す
る
傾
向
を
示
す
。

小
泊
板
碑
の
材
質
は
、
砂
岩
と
粘
板
岩
の
一
―
種
類
に
分
け
ら
れ
、
全
期
間
を
通
じ

て
混
用
さ
れ
て
い
る
が
、
南
北
朝
初
期
ま
で
は
比
較
的
砂
岩
が
多
く
用
い
ら
れ
、
以

後
、
粘
板
岩
の
利
用
が
増
え
、
全
体
を
通
じ
て
見
れ
ば
お
よ
そ
―
一
対
一
と
粘
板
岩
の

利
用
度
が
高
い

。
こ
の
こ
と
は
採
集
に
あ
た
っ
て
、
形
態
や
大
き
さ
に
比
べ
、
さ
ほ

ど
の
配
慮
が
は
ら
わ
れ
ず
、
入
手
し
易
い
石
、
す
な
わ
ち
粘
板
岩
が
多
く
利
用
さ
れ

小
泊
板
碑
は
そ
の
形
態
上
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

直

殆

ど

全

面

が

滑

状

を

呈
す
る
も
の
。
海
岸
に
於
て
長
い
年
月
、
岩
石

が
強
い
波
浪
に
よ
っ
て
転
が
さ
れ
揉
ま
れ
る
こ
と
で
、
全
面
が
磨
耗
し
て
生
じ
た
も

の
。
板
碑
と
し
て
は
小
型
の
部
に
入
り
、
縦
横
の
差
が
少
な
い
も
の
が
多
い
。

産
出
地
に
つ
い
て
は
当
地
方
海
岸
一
帯
が
考
え
ら
れ
、
軽
量
且
つ
入
手
し
易
い
こ

と
が
利
点
と
な
る
。
こ
れ
の
使
用
さ
れ
た
区
域
は
、
A
区
七
基
、

B
区
十
基
、
但
し

B
区
の
一
基
は
木
の
葉
を
か
ぶ
る
程
度
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

B
区
集
団

い
も
の
が
選
ば
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
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I
類
型
は
全
て
無
紀
年
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
使
用
は
お
そ
く
、
お
そ
ら
く
形
状
・

種
子
か
ら
推
し
て
室
町
期
に
入
っ
て
か
ら
で
、
南
北
朝
期
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い

。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら

I
類
型
が
必
ず
し
も
板
碑
の
素
材
と
し
て
適
合
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
が
、
信
仰
の
衰
微
に
伴
っ
て
入
手
・
運
搬
の
簡
便
さ
か
ら
利
用
さ
れ
る

に
至
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

同

川

ま

た

は

沢

に

於

て

水

流

に

よ

っ

て

一

面

乃

至

三

面

を

磨

か

れ

て

滑

面
を
呈
す
る
も
の
で
、
水
流
の
当
ら
な
い
部
分
は
必
然
的
に
自
然
面
を
残
す
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
海
岸
に
露
出
す
る
岩
盤
の
一
部
が
波
浪
に
浸
蝕
さ
れ
て
滑
状
を
呈
す

る
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
中
に
は
穿
孔
貝
に
よ
る
穿
孔
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
比
較
的
縦
長
の
も
の
が
得
ら
れ
、
板
碑
の
形
状
に
適
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
簡
単
な
採
集
地
と
し
て
は
、
部
落
の
生
活
水
を
賄
っ
た
で
あ
ろ
う
前
面

の
小
川
の
周
辺
、
及
び
上
流
地
域
が
考
え
ら
れ
る
。

履

そ

の

他

を

総

括

し

た

称

で

あ

る

。
山
麓
な
ど
比
較
的
採
集
に
便
利
な

と
こ
ろ
に
、
露
出
す
る
、
ま
た
は

一
部
露
出
す
る
個
石
（
は
な
れ
石
）
が
多
く
選
ば

れ
た
。
素
材
が
豊
富
で
あ
り
、
ま
た
、
割
っ
た
ノ
ミ
跡
の
な
い
こ
と
か
ら
推
し
て
、

岩
板
か
ら
、
素
材
を
切
り
取
る
な
ど
の
方
法
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
す

る
。

m類
型
は
手
近
な
場
所
か
ら
簡
単
に
入
手
出
来
る
有
利
さ
が
あ
り
、
比
較
的
大

型
の
も
の
が
多
く
、
従
っ
て
初
期
の
も
の
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

三
、
彫
刻
技
法

①
、
小
泊
板
碑
の
彫
刻
技
法
に
関
し
て
は
伝
わ
る
資
料
が
な
い
が
、
碑
面
に
残
る
ノ

ミ
跡
が
特
に
顕
著
な
種
子
に
つ
い
て
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
エ
法
に
よ
っ
て
推
考
し
、

D
区
に
は
な
い

。

る
に
、

か
ら
の
滑
落
が
考
え
ら
れ
る
。
C
区
の

一
基
も
上
方
か
ら
の
崩
落
で
あ
ろ
う
。
要
す

c区、
IB
区
に
は

I
類
型
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

正
し
い
「
V
」
字
型
を
な
す
ヤ
ゲ
ン
彫
を
云
う
。
底
線
部
や
彫
り
面

）
の
彫
法
に
よ
る
特
徴
は
、

次
の

三
つ
に
分
類
し
て
み
た
。

園

彫

り

面

が

な

め

ら

か

な

浅

い

皿

彫

り

で

、

点

状

の

ノ

ミ

跡

が

彫

面

よ

り
深
く
各
所
に
残
っ
て
お
り
彫
り
面
に
平
ノ
ミ
に
よ
る
痕
跡
も
す
じ
状
に
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
こ
の
彫
法
を
考
え
る
と
、
先
ず
先
端
の
鋭
く
尖
っ
た
ノ
ミ

（以
下
、
先

ノ
ミ
と
称
す
）
を
、
ノ
ミ
自
体
の
重
み
を
利
用
す
る
、
所
謂
手
ノ
ミ
と
し
て
碑
面
を

敲
打
し
、
つ
く
ら
れ
る
点
の
連
続
に
よ
っ
て
字
の
輪
郭
内
を
彫
り
＜
ぽ
め
、
浅
い
皿

彫
に
大
よ
そ
形
を
整
え
た
あ
と
、
更
に
こ
の
凹
凸
面
を
調
整
す
る
た
め
、
平
ノ
ミ
を

彫
り
面
に
そ
っ
て
押
し
削
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
次
第
に
滑
状
を
呈
す
る
に
至
っ
た

も
の
と
推
察
す
る
。

彫
り
巾
は
ヤ
ゲ
ン
彫
よ
り
広
く
、
浅
い
皿
彫
で
、
彫
り
面
が
滑
ら
か
。

フ
チ
線
が
面
取
り
の
状
態
と
な
る
た
め
不
明
瞭
で
、
底
線
が
あ
ら
わ
れ
な
い

。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、

①
•

②
・

③
（
鎌
倉
末
期
）
が
こ
れ
に
該
当
し
、
⑦

（
南
北
朝

初
期
）
も
「
ア
ク
点
」
以
外
は
こ
の
彫
法
に
よ
っ
て
お
り
、
有
紀
年
板
碑
で
は
こ
れ

以
降
の
出
例
は
な
い
。
従
っ
て
無
紀
年
板
碑
に
つ
い
て
も
、
こ
の
彫
法
に
よ
る
も
の

は
大
略
、
南
北
朝
初
期
以
前
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

に
先
ノ
ミ
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
も
の
が
あ
り
、
彫
り
面
に
僅
か
に
平
ノ
ミ
に
よ
る
條

痕
の
流
れ
も
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
平
ノ
ミ
痕
は
も
と
よ
り
最
終
段
階
に
於

け
る
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
工
程
と
し
て
は
、
や
は
り
先
ノ
ミ
に
よ
る
荒
彫
り
が
考

え
ら
れ
る
。
現
代
の
エ
法
に
於
て
も
先
ノ
ミ
に
よ
る
荒
彫
り
が
先
行
し
特
に
粘
板
岩

（
稲
井
石
）
に
於
て
は
碑
面
へ
の
ノ
ミ
の
当
り
面
が
大
き
け
れ
ば
、
節
理
に
よ
る
意

外
の
剥
離
を
引
き
お
こ
し
字
形
を
崩
す
慮
れ
が
あ
り
、
常
に
先
ノ
ミ
に
よ
る
点
打
を

行
な
っ
た
の
ち
平
ノ
ミ
に
よ
っ
て
そ
の
あ
と
を
調
整
す
る
工
法
を
と
る
の
が
一
般
で

あ
る
。
こ
の
底
線
・
彫
り
面
に
残
る
点
打
痕
は
、
荒
彫
り
を
行
な

っ
た
過
程
を
示
し
、
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彫
り
面
の
條
痕
は
最
終
的
に
平
ノ
ミ
に
よ
る
調
整
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
彫
法
に
よ
る
特
徴
は
、
ノ
ミ
が
両
側
よ
り
等
角
度
に
入
る
た
め
彫
り
面
が
一

定
し
、
彫
り
面
と
彫
り
面
が
接
す
る
と
こ
ろ
に
底
線
が
一
線
と
な
っ
て
表
出
さ
れ
、

フ
チ
線
も
定
っ
た
角
度
で
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
彫
り
巾
も
二
•
五

l

三
丑
ノ
と
広
く
、
深
さ
も
一
丑
／
前
後
あ
る
。

小
泊
の
場
合
は
、
先
ず
④
（
鎌
倉
末
期
）
に
こ
の
彫
法
が
み
ら
れ
、
⑤
（
南
北
朝

初
期
）
に
於
て
特
に
顕
著
に
刻
出
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
⑭
（
室
町
初
期
）
ま
で
引

き
続
き
現
わ
れ
る
が
、
そ
の
頃
に
な
る
と
次
第
に
ヤ
ゲ
ン
彫
法
が
乱
れ
出
し
、
「
彫

III型
」
へ
の
移
行
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

彫

III型

前
記
以
外
の
彫
り
を
い
い
、
ヤ
ゲ
ン
彫
の
乱
れ
た
も
の
、
箱
彫
•
竹

彫
な
ど
及
び
そ
の
混
合
様
式
を
云
う
。
応
永
末
頃
か
ら
彫
法
の
崩
れ
は
更
に
下
降
線

を
た
ど
る
傾
向
を
深
め
、
彫
り
巾
は
一
~
一
•
五
セ
ン
チ
、
深
さ
も
〇
•
五
セ
ン
チ
程
度
と
な

り
、
ヤ
ゲ
ン
の
形
は
く
ず
れ
て
単
に
中
央
部
を
低
く
す
る
如
き
も
あ
り
、
箱
彫
•
竹

彫
な
ど
を
雑
然
と
混
用
す
る
に
至
る
。
こ
れ
は
、
彫
り
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

は
変
わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
施
工
す
る
段
階
に
於
て
、
技
術
的
拙
劣
さ
が
こ
の
現
象

を
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
職
業
的
工
人
に
よ
る
こ
と
な
く
、

素
人
が
見
よ
う
見
真
似
で
模
作
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
、
種
子
の
形
を
書
き
写
し

た
と
お
も
わ
れ
る
誤
り
や
独
自
性
が
、
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
特
徴
は
、
彫
り
巾
は
せ
ま
く
、
浅
く
、
彫
り
面
は
両
側
均
等
な
ら
ず
、
底
線

は
つ
く
り
出
さ
れ
て
も
一
線
に
通
ら
ず
、
彫
法
が
混
用
さ
れ
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

室
町
期
の
う
ち
、
初
期
の
一
部
を
除
く
殆
ど
が
こ
の
部
類
に
属
し
、
無
紀
年
板
碑
の

大
多
数
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

銘
文
の
彫
り
に
つ
い
て
は
、
南
北
朝
期
ま
で
は
草
書
、
ま
た
は
行
書
の
比
較
的
大

き
い
字
で
彫
り
も
丁
寧
だ
が
、
室
町
期
に
入
る
と
書
体
・
彫
り
と
も
粗
雑
と
な
り
、

い
わ
ゆ
る
金
釘
流
で
、
平
ノ
ミ
を
両
側
か
ら
数
回
刻
み
こ
む
程
度
で
、
種
子
と
同
様

一

ぃy
¥
 

ぐ／
＼
 

しー／
之
‘
¥
ャ

一ーー

／ 

[」＼
・・
.¥ 
・.・ ．． .. : . .. 

＼ 

の
崩
れ
を
み
る
も
の
で
あ
る
。

②
、
次
に
、
鮮
明
な
ノ
ミ
跡
を
残
す
二
基
を
紹
介
し
て
、
当
時
の
彫
法
の
一
端
を
知

る
参
考
に
供
し
た
い
。

㉗
の
種
子
は
（
イ
ー
）
で
あ
る
（
図
参
照
）
。
碑
面
八
六
x
三
一
•
五
セ
ン
チ
に
対

し
て
、
種
字
ニ
―

X
二
〇
丑
／
と
大
き
い
。
先
ず
左
上
の
「

O
」
は
、
平
ノ
ミ
を
両
側

よ
り
数
回
ず
つ
あ
て
、
浅
い
箱
彫
と
し
角
度
を
か
え
た
直
線
の
連
続
に
よ
っ
て
円
を

か
た
ち
づ
く
り
、
そ
の
円
周
全
体
に
疎
ら
に
先
ノ
ミ
の
点
打
の
跡
を
の
こ
す
。
先
ノ
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ミ
、
平
ノ
ミ
の
何
れ
が
先
行
す
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
だ
が
、
右
上

の
「

O
」
及
び
下
部
に
み
ら
れ
る
痕
跡
か
ら
、
平
ノ
ミ
を
主
体
と
し
、
先
ノ
ミ
を
も
っ

て
補
な
っ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
先
ノ
ミ
に
よ
る
補
充
は
、
短
い
直
線
間
の
空
間

を
埋
め
て
曲
線
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
意
図
と
も
受
け
と
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
目

的
を
達
し
て
い
な
い

。

最
上
部
で
円
周
と
交
又
す
る
ノ
ミ
跡
は
、
「

O
」
の
運
筆
が
一
筆
で
は
な
く
「

C
」

と
「
）
」
、
つ
ま
り
半
円
ず
つ
の
筆
法
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
発
心
点
」
の
か

た
ち
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
正
し
く
均
衡
の
と
れ
た
筆
法
と
と

も
に
、
そ
の
心
得
の
あ
る
人
（
密
教
僧
侶
）
の
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、
右

上
部
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

た
だ
し
彫
法
は
幼
稚
で
、
エ
人
の
手
法
と
は
お
も
え
ず
素
人
の
模
作
と
い
い
得
る

も
の
で
、
当
時
の
板
碑
作
成
の
過
程
が
う
か
が
い
知
れ
る
も
の
で
あ
る
。
室
町
期
造

立
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
は
、
「
種
子
サ
ク
・
妙
金
禅
尼
」
を
刻
む
海
岸
の
自
然
石
で
、
穿
孔
貝
に
よ
る

無
数
の
小
穴
を
有
す
る
五
九
•
五
X
二
四
セ
ン
チ
の
石
で
あ
る
（
写
真
参
照
）
。

種
子
は
五
•
七
x
九
•
四
セ
ン
チ
と
横
長
で
ヤ
ゲ
ン
彫
、
室
町
風
の
書
体
で
あ
る
。
彫

り
面
は
、
フ
チ
線
よ
り
底
線
に
亘
っ
て
あ
て
た
、
平
ノ
ミ
に
よ
る
直
線
痕
の
連
続
で

埋
ま
り
、

一
部
で
は
ノ
ミ
方
向
を
九

0
度
か
え
、
底
線
に
並
行
な
直
線
痕
を
刻
出
す

る
面
も
あ
る
。
即
ち
、
従
来
平
ノ
ミ
に
よ
る
ヤ
ゲ
ン
彫
法
と
し
て
は
、
底
線
に
向

っ

て
両
側
よ
り
彫
り
面
を
す
べ
ら
す
よ
う
に
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
心
部
も
っ
と

も
深
い
と
こ
ろ
に
底
線
が
生
じ
、
彫
り
面
が
な
め
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
木
彫
に
よ
る
感
覚
の
延
長
で
あ
り
、
材
質
が
石

の
場
合
、
特
に
粘
板
岩
に
つ
い
て
は
、
こ
の
彫
法
に
よ
れ
ば
節
理
に
伴
う
不
慮
の
剥

離
を
引
き
お
こ
し
、
彫
り
面
を
損
傷
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
ノ
ミ

に
よ
る
荒
彫
を
施
し
た
あ
と
、
平
ノ
ミ
を
彫
り
面
を
す
べ
ら
す
こ
と
な
く
、
直
角
に

あ
て
て
た
た
く
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
ノ
ミ
跡
が
こ
の
直
線
痕
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の

凹
凸
を
平
ノ
ミ
を
以

っ
て
押
し
擦
る
こ
と
に
よ
り
、
平
滑
面
が
得
ら
れ
る
も
の
で
、

四
、
種
子
・
銘
文
に
つ
い
て

板
碑
が
信
仰
の
表
出
で
あ
る
以
上
、
帰
依
す
る
仏
・
菩
薩
を
彫
出
し
て
主
尊
と
し
、

祈
願
・
供
養
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
小
泊
の
場
合

そ
れ
が
種
子
で
あ

っ
た
。

従
っ
て
、
純
粋
な
る
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
造
立
さ
れ
た
初
期
に
於
て
は
、
碑
面
に

於
け
る
仏
・
菩
薩
、
即
ち
種
子
の
占
め
る
領
域
は
広
く
、
そ
し
て
碑
の
主
体
を
な
す

も
の
で
あ
っ
た
。
小
泊
の
板
碑
は
、
不
明
な
ど
の
三
基
を
除
い
た
全
て
の
碑
に
種
子

が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
子
を
冠
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
種
子
が
板
碑
の
本
体
を

な
す
も
の
で
あ
る
と
の
意
識
の
反
映
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

板
碑
の
種
子
使
用
頻
度
数
を
あ
ら
わ
し
た
の
が
「
表

m」
で
あ
る
。
有
紀
年
板
碑

の
種
子
・
銘
文
に
つ
い
て
時
代
的
推
移
を
み
れ
ば
、
先
ず
鎌
倉
末
期
ま
で
は
、
バ
ン

二
基
、
ア
一
基
、
キ
リ
ー
ク
一
基
で
、
金
・
胎
大
日
如
来
を
主
尊
と
す
る
も
の
三
基

と
多
く
、
阿
弥
陀
如
来
も
②
と
の
双
式
を
考
え
た
場
合
密
教
系
と
み
ら
れ
、
全
体
的

に
密
教
色
濃
厚
の
信
仰
形
態
が
う
か
が
え
る
。
紀
年
は
他
に
銘
文
の
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
中
央
一
行
に
（
①
は
日
附
を
左
右
に
分
け
）
年
号
、
月
日
を
比
較
的
大
き
く

記
し
、
干
支
は
附
し
て
い
な
い

。
願
文
を
記
さ
な
い
た
め
本
来
の
造
立
趣
旨
を
知
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

南
北
朝
期
は
、
キ
リ
ー
ク
三
基
、
バ
ン
・
マ
ン
・
カ
各
一
基
が
あ
る
。
⑤
に
於
て
、

マ
ン
、
文
殊
菩
薩
は
双
式
で
あ
る
⑥
バ
ン
と
の
関
連
か
ら
、
天
台
密
教
に
於
け
る
文

殊
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
右
志
者
…
…
」
と
す
る
願
文
が
こ
の
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
の

）
れ
は
―
つ
の
過
程
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
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な
か
に
「
慈
父
・
悲
母
」
と
い
っ
た
被
供
養
者
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
「
平
等
利
益
」

を
う
た
っ
て
い
る
。
ま
た
「
孝
子
・
敬
白
」
の
文
字
も
み
え
て
く
る
。
造
塔
功
徳
を

意
識
し
て
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
紀
年
は
種
子
の
下
方
中
央
一
行
に
、
そ
の
左
右
に
願

文
が
記
さ
れ
、
は
じ
め
て
年
号
に
干
支
が
つ
け
ら
れ
る
。
「
延
元
」
は
南
朝
年
号
で
、

こ
の
あ
と
南
朝
年
号
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
北
朝
年
号
の
み
が
使
わ
れ
た
。
阿
弥

陀
如
来
が
⑦
·
⑧
•
⑨
と
三
基
で
て
主
流
を
な
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
か
ら
考
え

て
、
①
と
同
じ
く
密
教
浄
土
教
の
阿
弥
陀
信
仰
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

⑧
に
於
て
、
「
三
十
三
年
忌
供
養
」
が
行
な
わ
れ
た
事
実
は
、
十
三
仏
信
仰
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
本
尊
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
室
町
以
降
に
定
着
し
た
と

さ
れ
る
供
養
本
尊
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
⑩
種
子
力
は
地
蔵
で
願
文
の

「
三
十

D忌
辰
」
は
三
十
五
日
忌
辰
と
お
も
わ
れ
、
渇
も
ま
た
出
典
未
検
な
が
ら
地
蔵
を

称
え
る
も
の
で
あ
り
、
種
子
・
傷
・
願
文
の
三
点
が
こ
こ
に
於
て
初
め
て
合
致
す
る
。

室
町
期
に
入
る
と
十
三
仏
信
仰
に
よ
る
供
養
本
尊
が
定
着
す
る
た
め
、
板
碑
に
あ

ら
わ
れ
る
種
子
も
、
サ
ク
三
基
、
バ
ン
・
バ
ー
ン
ク
各
一
基
、
カ
ニ
基
、
タ
ラ
ー
ク

二
基
、
ウ
ン
一
基
と
多
様
化
す
る
。
⑪
種
子
力
は
三
十
五
日
忌
供
養
本
尊
と
し
て
請

来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
願
文
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。
サ
ク
は
三
基
と
最
も

多
い
。
願
文
に
は
な
い
が
一
周
忌
の
供
養
本
尊
と
し
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
無
紀

一
周
忌
を
も
っ
て
最
大

年
板
碑
の
十
基
を
併
わ
せ
る
と
十
三
基
と
最
多
を
か
ぞ
え
、

の
供
養
忌
辰
と
意
識
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

応
水
末
に
入
る
と
真
―
―
IIT
を
附
す
も
の
、
或
い
は
種
子
を
配
列
す
る
も
の
が
あ
ら
わ

れ
る
。
何
れ
も
密
教
系
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
か
ら
法
名
を
附
す
よ
う
に
な

る
。
板
碑
の
常
套
語
と
さ
れ
る
「
孝
子
敬
白
」
が
殆
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

⑰
結
衆
に
よ
る
逆
修
塔
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
碑
の
造
立
前
後
約
五

十
年
間
は
、
有
紀
年
板
碑
が
ほ
か
に
一
基
も
造
立
さ
れ
て
い
な
い
事
実
と
照
ら
し
あ

わ
せ
て
、
信
仰
面
で
何
ら
か
の
変
動
が
起
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

碑
の
法
量
が
近
似
値
で
あ
る
こ
と
。

〇
丑ノ
で
あ
る
。

造
立
末
期
に
至
っ
て
小
泊
最
大
の
板
碑
⑲
が
建
つ
。
種
子
・
褐
•
願
文
•
紀
年
・

法
名
と
も
っ
と
も
完
備
さ
れ
た
姿
で
あ
る
。

最
末
期
の
⑳
は
、
種
子
・
法
名
と
も
粗
雑
と
な
る
。
末
期
的
現
象
と
い
え
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

五
、
双
式
板
碑

服
部
清
道
『
板
碑
概
説
』
に
よ
れ
ば
、
双
（
雙
）
式
板
碑
と
は
同
一
様
式
の
も
の

が
二
基
存
在
す
る
こ
と
を
称
し
次
の
如
く
分
類
し
て
い
る
。

A
．
同
一
様
式
の
も
の
を
二
基
造
立
し
た
る
も
の
。

B
．
同
一
様
式
の
も
の
を
一
石
に
二
基
連
ね
た
も
の
。

C
．
異
様
式
の
も
の
を
一
石
に
二
基
連
ね
た
も
の
。

D
．
そ
の
他

し
か
も
、
そ
の
通
有
性
と
し
て
、
逆
修
な
る
こ
と
、
男
女
二
人
の
供
養
な
る
こ
と

を
述
べ
、
更
に
男
女
二
人
と
は
夫
妻
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
略
確
定
的
で
あ
る

と
い
う
。
こ
の
双
式
板
碑
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
⑤
・
⑥
が
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
⑥
の
年
号
の
一
部
に
不
明
の
箇
所
が
あ
る
が
、
干
支
な
ど

か
ら
推
考
し
て
「
延
元
元
年
」
は
動
か
し
難
い

。
以
下
、

二
基
を
対
比
す
れ
ば
、

紀
年
銘
の
合
致
。

亡
父
、
亡
母
の
菩
提
を
弔
う
供
養
塔
で
、
願
文
の
内
容
に
共
通
性
が
あ
る
。

草
書
体
の
筆
致
が
似
て
い
る
こ
と
。
特
に
「
者
・
為
・
丙
子
八
月
廿
七
日
・

孝
子
敬
白
」
に
於
て
。

種
子
の
書
体
・
彫
り
が
似
て
い
る
。

上
部
欠
損
の
た
め
⑤
の
種
子
の
縦
は
計
測
出
来
な
い
が
、
横
巾
は
と
も
に
一
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以
上
の
こ
と
か
ら
二
基
は
、
前
記
分
類
の
A
に
該
当
す
る
も
の
と
思
考
す
る
。

①
・
②
は
小
泊
に
於
け
る
最
古
の
板
碑
で
あ
る
。
願
文
は
な
く
造
立
趣
旨
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
同
一
紀
年
を
も
ち
、
種
子
の
書
体
、
彫
り
巾
、
彫

法
な
ど
で
共
通
す
る
点
を
有
し
、
何
れ
も
C
区
に
含
ま
れ
、
大
き
さ
の
上
か
ら
も
二

基
は
近
似
値
を
示
し
、
さ
き
の
分
類
A
に
包
含
さ
れ
る
も
の
と
お
も
わ
れ
、
双
式
板

碑
と
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
被
供
養
者
は
同

一
様
式
•
同

一
年
月
日
を

有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
夫
婦
で
あ
る
と
推
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

石
巻
市
狐
崎
ス
ケ
カ
リ
浜
に
、
一
石
の
双
式
板
碑
が
あ
る
。
さ
き
の
服
部
氏
の
分

類
の

B
に
充
当
さ
れ
る
も
の
で
、
画
線
を
引
い
て
二
分
し
、
母
の
た
め
に
阿
弥
陀
三

尊
種
子
を
、
父
の
た
め
に
釈
迦
三
尊
種
子
を
か
か
げ
、
と
も
に
「
元
亨
二
年
壬
戌
二

月
十
五
日
」
(
-
三
二
二
）
の
紀
年
銘
の
あ
る
追
善
供
養
碑
で
あ
る
。
こ
の
様
式
は
、

若
し

一
石
を
二
分
し
て
二
基
と
す
れ
ば
、
全
く
小
泊
の
⑤

・
⑥
と
何
ら
か
わ
る
と
こ

ろ
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
年
代
的
に
も
①
、
②

の
碑
は
狐
崎
の
板
碑
よ
り
三
二
年
先

行
し
、
⑤

•

⑥
の
碑
は
こ
れ
よ
り
十
四
年
お
く
れ
る

。

元
来
、
双
式
板
碑
は
逆
修
碑
の
可
能
性
が
強
い
と
さ
れ
て
き
た
。

（
服
部
氏
同
書
）

そ
の
理
由
を
同
一
様
式
•
同
一
年
月
日
・
ニ
基
連
続
型
に
あ
る
と
し
て
い
る

。

小
泊

の
場
合
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑤
•
⑥
は
、
「
過
去
悲
母
聖
霊
」
「
慈
父
幽
儀
」
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
ら
か
に

父
母
の
追
善
供
養
碑
と
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
紀
年
銘
は
と
も
に
「
延
元
元
年
八

月
廿
七
日
」
と
同
一
年
月
日
と
理
解
さ
れ
る
。
即
ち
、
同
一
年
月
日
造
立
の
双
式
板

碑
と
雖
も
必
ず
し
も
逆
修
板
碑
で
な
い
こ
と
を
示
す

一
例
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
狐
崎
板
碑
に
於
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
も
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
⑤
・
⑥
の
「
八
月
廿
七
日
」
は
忌
日
か
、
そ
れ
と
も
供
養
の
日
を
指
す

と
も
に

C
区
に
在
る
こ
と
。

の
か
。
両
親
が
同
じ
日
に
死
亡
す
る
例
は
少
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
何
れ
か
の

忌
日
を
当
て
た
も
の
か
、
ま
た
は
逆
修
の
よ
う
に
単
に
供
養
の
日
を
記
し
た
も
の
か

不
明
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
⑧
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
夫
婦
同
時
供

養
の
思
想
が
双
式
板
碑
を
生
み
、
逆
修
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

双
式
板
碑
を
考
え
る
う
え
で
、
形
態
、
大
き
さ
も
重
要
な
要
素
に
な
る
も
の
と
お

も
う
。
元
来
、

一
石
を
以
て
二
基
の
供
養
碑
を
兼
ね
る
意
か
ら
す
れ
ば
、
別
個
に
建

て
ら
れ
る
二
基
は
、

一
石
を
二
分
し
た
形
態
、
つ
ま
り
、
形
、
大
き
さ
に
於
て
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
な
も
の
が
望
ま
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
し
て
夫
婦
の
場
合
、
そ
れ
が

重
要
な
項
目
で
あ

っ
た
筈
で
あ
る
。
小
泊
の
板
碑
に
つ
い
て
対
比
す
れ
ば

①
・
②
一
三
六
X
三
四
x
三
•
五
―
二
六
x
三
四
x
二
六
（
単
位
セ
ン
チ
）

⑤

・
⑥

―

―

-
X
四

―
X

一
八

――

-
X
四
O

X

一
六
（
単
位
丑ノ
）

自
然
石
を
利
用
す
る
た
め
相
似
の
形
を
求
め
る
の
は
無
理
で
あ
る
が
、
大
き
さ
に

於
て
近
似
値
を
保
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

⑤
•

⑥
に
於
て
、
父
母
の
た
め
に

二
基
の
双
式
板
碑
を
建
て
る
風
習
も
、
十
五
年

後
の
観
応
二
年
造
立
の
⑧
で
は
、
一
基
の
な
か
に
「
為
慈
父
悲
母
」
と
し
て
、
三
十

三
年
忌
の
供
養
を
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
に
注
意
し
た
い

。

六
、
文
殊
信
仰
に
つ
い
て

(2
}
 

⑤

の
種
子
は
、
上
方
約
四
分
の

一
を
欠
き
「

4
」
（
大
日
如
来
応
化
身
）
の
可
能

性
も
あ
る
が
、
こ
の
代
、
近
隣
地
域
に
使
用
例
は
な
く
、
志
津
川
町
波
伝
谷
に
、
「
ン
A

種
子
延
文
五
年
庚
子
三
月
日
」
が
あ
り
、
種
子
の
書
体
・
彫
り
が
酷
似
す
る
と
こ
ろ

か
ら
「
ン
A
」
と
解
し
た
。
室
町
期
に
入
る
と
、
文
殊
菩
薩
は
三
七
日
の
供
養
本
尊

と
し
て
定
着
す
る
の
で
あ
る
が
、
南
北
朝
初
期
の
こ
の
代
、
忌
日
供
養
と
し
て
拝
ま

れ
た
と
す
る
確
証
は
な
く
、
事
実
、
長
塩
谷
か
ら
寺
浜
に
至
る
海
岸
一
帯
で
は
小
泊

以
外
使
用
例
を
み
な
い

。
ま
た
、
こ
の
碑
以
前
の
四
基
の
う
ち
三
基
ま
で
が
大
日
如
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一
回
調
査
で
は
こ
の
区
は
調
査
さ
れ
て
い
な
い

。

来
種
子
で
あ
り
、
残
り
の
阿
弥
陀
如
来
も
密
教
系
浄
土
教
の
大
日
如
来
の
化
身
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
、
即
ち
、
四
基
と
も
密
教
の
大
日
如
来
信
仰
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
り
、
⑥
種
子
バ
ン
と
の
関
連
を
考
え
た
場
合
、
天
台
密
教
に
於
け
る
文
殊
信

仰
に
よ
る
も
の
と
し
た
方
が
妥
当
な
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

文
殊
信
仰
は
天
台
座
主
三
世
円
仁
（
慈
覚
大
師
）
に
よ
っ
て
中
国
よ
り
伝
来
さ
れ

た
も
の
と
い
う
。
慈
覚
大
師
は
天
台
密
教
の
教
学
を
確
立
し
た
一
人
で
、
念
仏
浄
土

教
の
根
元
で
あ
る
常
行
三
昧
堂
に
念
仏
門
を
加
え
、
念
仏
法
門
の
弘
宣
に
尽
力
し
、

{
3
)
 

比
叡
山
興
隆
の
基
礎
を
築
い
た
。

当
地
方

一
帯
に
慈
覚
大
師
の
伝
説
・
ロ
伝
が
遺
る
こ
と
と
お
も
い
合
わ
せ
て
興
味

七
、
確
認
地
に
つ
い

て

小
泊
の
板
碑
は
、
調
査
時
点
に
於
て
二
基
を
除
く
そ
の
殆
ど
が
倒
伏
の
状
態
で
確

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
型
の
石
、
滑
り
易
い
石
も
あ
り
、
加
え
て
傾
斜
地
で
も
あ
っ

て
造
立
原
位
置
を
特
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

C
区
を
除
く
各
区
は
、
僅
少
な

一
部
を
除
い
て
基
本
的
に
は
大
き
な
移
動
は
無
い
も
の
と
み
て
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て

捉
え
、
A
.
B

.

C

•

D
.
E

の
五
区
に
分
け
て
考
察
し
て
み
た

。

言
昭
和
四
十
七
、
八
年
頃
、
佐
々
木
ふ
か
子
氏
（
地
権
者
孝
志
氏
夫
人
）

に
よ
っ
て
「
全
部
倒
れ
て
い
た
。
露
出
す
る
も
の
も
一
部
あ
っ
た
が
多
く
は
頭
を

出
す
だ
け
で
一

〇
丑
ノ
ぐ
ら
い
土
を
か
ぶ
り
、
木
の
根
が
か
ら
み
合
い
、
そ
の
上
に

木
の
葉
が
積
っ
て
い
た
。
お
こ
し
た
時
、
そ
れ
ら
の
梵
字
の
殆
ど
に
金
箔
が
入
っ

て
い
た
が
、

二
、
三
年
で
消
え
た
。
二
十
基
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と
お
も
う
」
と
認
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
九
基
は
第
二
回
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

第

深
い

。

A
区
は
最
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、

や
や
緩
傾
地
で
あ
る
た
め
大
き
な
移
動

は
な
い
も
の
と
見
込
ま
れ
、
も
っ
と
も
結
集
し
た
群
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
基
数
十

八
基
。
そ
の
上
限
は
⑬

・
⑭
応
永
廿
年
(
-
四

一
三
）
で
、
下
限
は
⑳
延
徳
四
年

（一

四
九
二
）
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
は
全
て
無
紀
年
板
碑
で
あ
る
。

鳳

近

世

墓

碑

群

(
D
区
）
と

C
区
と
の
中
間
に
在
っ
て
発
掘
対
象
地
を

含
む
、
比
較
的
広
範
囲
に
散
在
し
、
こ
の
う
ち
、

D
.
1
5
と
G

.
15
を
結
ぶ
線
以

下
に
在
る
も
の
は
、
系
統
的
に

C
区
に
類
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
考
察
上
必
要

が
あ
る
場
合
、
「
'B
群
」
と
呼
称
す
る
。
B
区
の
上
部
は
発
掘
対
象
地
で
、
相
当

の
遺
構
そ
の
他
が
発
見
さ
れ
た
が
、
現
存
す
る
板
碑
の
数
は
少
な
く
、
有
紀
年
板

碑
で
は
⑲
文
明
十
四
年
(
-
四
八
二
）
が
あ
り
、
こ
れ
が
遺
構
の
対
象
に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
僅
か
に
下
っ
て

⑭
•

⑮
が
あ
る
が
紀
年
銘
が
な
い
。

区
の
中
央

部
に
小
さ
な
集
団
が
み
ら
れ
、

I
類
型
が
多
く
年
代
的
に
は
比
較
的
新
し
い
も
の

で
あ
ろ
う
。

応

区
」

三
十
基
。
佐
々
木
孝
志
氏
敷
地
内
に
集
積
さ
れ
て
い
た
も
の
を
指
す
。

昭
和
三
十
一
年
、
所
謂
第
一
回
調
査
に
於
て
高
橋
克
弥
氏
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た

十
六
基
の
う
ち
、
「
海
岸
建
設
記
念
碑
前
」
と
す
る
十
基
が
此
処
に
再
移
動
さ
れ
、

そ
の
ほ
か
宅
地
造
成
に
伴
な
い
出
土
し
た
も
の
、
自
然
崩
落
に
よ
る
も
の
、
佐
々

木
孝
志
氏
宅
も
と
井
戸
附
近
の
も
の
、
佐
々
木
利
春
氏
墓
地
よ
り
移
し
た
二
基
な

ど
を
含
む
。

鳳
近
世
墓
碑
群
（
佐
々
木
孝
志
氏
墓
地
）
を
指
し
、
そ
の
中
に
三
基
の

板
碑
が
混
入
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
⑳
は
隣
接
す
る

B
区
か
ら
の
混
入
が
感
じ
ら

れ
る
。
但
し
、
第

一
回
及
び
第
二
回
調
査
に
於
て
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
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よ
り
早
い
時
期
の
移
入
が
考
え
ら
れ
る
。
⑭
は
未
完
成
品
と
し
て
廃
棄
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
、
⑮
は
初
め
か
ら
こ
の
位
置
に
建
っ
て
い
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
移

動
さ
れ
て
き
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

有
紀
年
板
碑
二
十
基
を
、
区
別
に
分
類
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

A

区

⑬

応

永

廿

年

⑭

応

永

廿

年

⑳

延

徳

四

年

B
区

⑲

文

明

十

四

年

(B
区

）

③

文

保

元

年

④

正

中

四

年

⑦

貞

和

五

年

c区

①

正

応

三

年

②

正

応
三

年

⑤

延

元

元

年

⑥

延

元

元

年

⑧

観

応

二

年

⑨

応

安

五

年

⑩

永

和

四

年

⑪

応

永

六

年

⑫
応
水
十
六
年

⑬
応
水
廿
五
年

⑯
応
水
廿
九
年
⑱
文
明
八
年

E
区

⑰

享

徳

二

年

こ
れ
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
•
南
北
朝
期
の
も
の
は
全
て
、

C

区
お
よ
び
，
B

区
に
含

ま
れ
、
室
町
期
の
も
の
は

A
.
B
.
C
.
E
各
区
に
分
れ
含
ま
れ
る
こ
と
を
知
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

9B
区
よ
り
下
方
、
即
ち
舌
状
段
丘
部
の
尖
端
部
に
最
も

早
い
時
期
の
造
立
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
知
る
も
の
で
、
長
い
間
に
崩
落
・
埋
没
し

た
も
の
が
近
年
の
造
成
な
ど
に
よ
り
出
土
し
た
も
の
と
の
見
解
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
無
紀
年
で
は
あ
る
が
、
⑪
、
⑬
、
⑱
な
ど
早
い
時
期
の
も
の
と
目
さ
れ
る
碑

が
C
区
に
多
い
こ
と
、
同
じ
く
⑭
が
I
B
区
に
在
る
こ
と
な
ど
も
参
考
に
し
た
い

。

八
、
逆
修
碑
と
法
名
に
つ
い
て

逆
修
と
は
、
自
分
の
死
後
の
法
要
を
自
分
で
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
未

鳳
孝
志
氏
）
上
の
崖
上
に
あ
る
逆
修
碑
一
基
の
み
で
あ
る
。

そ
の
他
の
区
域
の
も
の
を
指
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
喜
楽
荘
（
佐
々
木

ろ
う
。

盤
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

来
往
生
を
願
っ
て
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
現
世
安
穏
を
基

い
わ
ゆ
る
現
当
二
世
安
楽
を
祈
願
す
る
気
風
が
逆
修
を
流

行
せ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

⑰
は
、

A

.
B
区
な
ど
板
碑
の
立
つ
段
丘
部
を
東
へ
約
一
五
〇
い
Iv

隔
て
た
断
崖
の

中
腹
、
欅
の
大
き
な
切
り
株
の
根
方
に
海
を
向
い
て
建
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
は

足
下
に
波
が
く
だ
け
、
は
る
か
に
岬
か
ら
大
海
原
が
望
め
る
景
勝
の
地
で
も
あ
る
。

相
川
へ
の
細
い
山
道
が
通
じ
て
い
た
が
、
下
に
新
し
い
道
路
が
出
来
る
と
全
く
顧
み

ら
れ
な
く
な
り
、
ま
た
崖
崩
れ
に
よ
っ
て
碑
の
崩
落
の
危
険
も
加
わ
り
、
佐
々
木
孝

志
氏
ら
に
よ
っ
て
五
冒
ほ
ど
も
担
ぎ
あ
げ
ら
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
に
落
着
い
て
い
る
。

こ
の
碑
は
何
故
、
従
来
の
板
碑
建
立
地
を
離
れ
て
唯
一
基
こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
か
。

逆
修
碑
建
立
の
目
的
は
、
後
生
善
処
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ま
ず
、
現
世
の
安
心
幸

福
を
求
め
る
願
望
か
ら
生
じ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
生
活
の
安
定
、
健
康
長

寿
こ
そ
が
そ
の
窮
極
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
小
泊
の
人
た
ち
の
生
活
手
段
は
、
地
形
か

ら
推
し
て
も
海
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
沿
岸
の
漁
業
、

海
藻
類
の
採
集
な
ど
に
従
事
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
海
の
幸
の
豊
か
さ
も
大
事
で
は

あ
る
が
、
海
上
の
安
全
無
事
こ
そ
最
も
祈
念
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
願

望
が
、
こ
の
地
を
選
ば
し
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

も
う
―
つ
は
、
結
衆
に
よ
る
造
塔
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
従
来
の
板
碑
は

殆
ど
個
人
に
よ
る
死
者
へ
の
供
養
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
こ
の
逆
修

碑
は
、
二
十
八
人
と
い
う
多
数
の
人
々
の
意
志
に
よ
り
、
二
世
安
楽
特
に
現
世
利
益

を
主
眼
と
し
て
立
つ
の
で
あ
る
。
部
落
の
人
々
の
信
仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
団
結
の
象

徴
と
し
て
、
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
何
処
か
ら
で
も
拝
め
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
道
す

じ
で
あ
り
、
海
の
見
え
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
こ
の
場
所
が
定
め
ら
れ
た
も
の
で
も
あ

隣
部
落
、
相
川
の
お
い
せ
峯
に
は
、
こ
の
碑
の

一
年
前
の
建
立
で
あ
る
十
六
仏
を
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か
か
げ
た
宝
徳
四
年
(
-
四
五
二
）
の
妙
善
逆
修
碑
が
あ
り
、
同
じ
く
相
川
に
、
三

面
に
六
地
蔵
を
線
刻
し
た
喜
山
恵
光
逆
修
と
す
る
文
禄
三
年
(
-
五
九
四
）
碑
が
、

小
高
い
丘
の
上
に
海
を
見
下
ろ
し
て
立
っ
て
い
る
。
こ
の
碑
よ
り
百
四
十
年
ほ
ど
お

く
れ
る
。
相
川
に
は
こ
の
ほ
か
無
紀
年
逆
修
碑
が
二
基
た
つ

。

こ
の
結
衆
二
十
八
人
の
法
名
の
な
か
で
、
同

一
法
名
が
他
の
板
碑
に
あ
ら
わ
れ
る

の
は
「
道
性
」
と
「
妙
海
」
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
⑱
は
道
性
禅
門
の
た
め
に
孝
子

が
立
て
た
供
養
碑
で
あ
る
。
こ
の
「
道
性
禅
門
」
が
、
逆
修
碑
の
道
性
（
二
人
い
る
）

の
ど
ち
ら
か
と
同

一
人
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、

⑬
道
性
禅
門
の
死
亡
は
、
逆
修
造
塔

以
後
、
享
徳
二
年
二
月
彼
岸
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
⑮
妙
海
禅
尼
は
小
型
で
無

紀
年
で
あ
る
。
同
じ
く
結
衆
の
な
か
の
「
妙
海
」
と
同

一
人
か
を
決
定
す
る
資
料
は

な
い
が
、
確
認
地
が

B
区
で
、
附
近
に
「

I
類
型
」
の
使
用
例
が
多
く
種
子
の
書
体
・

彫
り
、
法
名
な
ど
か
ら
推
し
て
逆
修
碑
造
立
以
降
と
考
え
て
も
差
支
え
な
い
も
の
と

お
も
う
。

こ
の
結
衆
の
な
か
で
、
「
道
性
」
と
す
る
も
の
が
二
つ
並
ぶ
こ
と
は
、
二
人
の
道

性
が
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
同
時
代
の
同
集
団
内
で
同
法
名
を
異
な
る
二
人
に
附
し

た
実
例
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

逆
修
碑
以
外
の
板
碑
に
あ
ら
わ
れ
た
法
名
に
つ
い
て
、
禅
門
と
す
る
も
の
を
列
記

す
る
と
、
道
春
・
道
徳
・
道
明
・
道
泉
・
道
称
・
道
西
・
道
性
が
あ
り
、
禅
尼
と
す

る
も
の
は
、
妙
金
・
妙
海
・
妙
祐
•
妙
仙
•
妙
底
•
妙
讃
•
静
称
が
あ
る
。

と
こ
ろ

で
「
禅
門
」
と
は
、
仏
門
に
帰
依
し
た
男
性
の
法
名
の
下
に
つ
け
ら
れ
る
尊
称
で
、

女
性
の
場
合
「
禅
尼
」
と
な
る
。
即
ち
、
「
道
」
を
冠
す
る
も
の
は
男
性
に
、
「
妙
」

を
冠
す
る
も
の
は
女
性
に
多
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
小
泊
の
場
合
、
た
だ
禅
門

と
す
る
も
の
を
含
め
て
、
男
性
法
名
十
三
、
ほ
か
に
「
慈
父
」
と
す
る
も
の
(
-
基

に
慈
父
・
悲
母
と
す
る
も
の
は
二
基
に
）
三
を
加
え
て
、
男
性
の
た
め
の
造
塔
十
六

基
、
女
性
法
名
十
四
に
悲
母
と
す
る
も
の
二
を
加
え
、
同
じ
く
十
六
基
と
な
る
。

逆
修
碑
の
結
衆
に
つ
い
て
男
女
別
を
み
る
と
「
妙
」
を
附
す
も
の
十
人
で
「
道
」

を
附
す
も
の
十

一
人
、
ほ
か
判
別
し
難
い
も
の
が
七
人
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
す
べ
て
小
泊
に
居
住
し
て
い
た
も
の
か
、
或
い
は
近
接
部
落
に

住
み
、
結
衆
に
参
加
し
た
だ
け
の
人
た
ち
も
入
る
の
か
、
現
段
階
で
は
定
か
で
な
い

。

こ
の
逆
修
碑
は
、
こ
れ
ま
で
の
小
泊
に
於
け
る
板
碑
感
覚
を
全
く
離
れ
た
も
の
で
、

多
数
の
人
々
に
よ
る
共
同
祈
願
で
あ
り
、
仏
道
に
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
り
法
名
を
い

た
だ
き
、
そ
の
功
徳
と
し
て
の
現
世
の
安
穏
•
幸
福
が
得
ら
れ
る
と
い
う
新
し
い
形

で
、
し
か
も
自
由
に
参
り
、
拝
む
こ
と
の
出
来
る
場
所
、
働
き
な
が
ら
も
拝
め
る
場

所
へ
の
造
立
が
な
さ
れ
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に
庶
民
的
な
信
仰
形
態
と
い
え
る
。

九
、
無
紀
年
板
碑
に
つ
い
て

今
回
の
発
掘
調
査
に
於
て
確
認
さ
れ
た
板
碑
の
総
基
数
七
十
六
基
の
う
ち
、
約
三

分
の
二
以
上
に
相
当
す
る
五
十
六
基
が
紀
年
銘
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
無
紀
年
碑
の
な
か
に
は
、
種
子
・
彫
り
か
ら
判
断
し
て
、
鎌
倉
末
期
乃
至

南
北
朝
初
め
に
か
け
て
の
所
謂
造
立
初
期
に
類
す
る
と
お
も
わ
れ
る
も
の
も
み
ら
れ
、

ま
た
銘
文
の
内
容
か
ら
、
信
仰
形
態
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
も
の

も
あ
り
、
無
紀
年
と
雖
も
等
閑
に
附
す
こ
と
な
く
、
今
後
の
研
究
資
料
の

一
助
に
加

え
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

何
故
に
紀
年
銘
を
附
さ
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
は
お
も
わ
れ

る
が
、

一
般
的
に
は
省
略
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、

室
町
期
以
降
と
お
も
わ
れ
る
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
、
も
っ
と
も
造
塔
の
盛
ん
な
時

期
で
あ
り
、
省
略
化
が
始
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
な
か
に
は
造
立
初

期
と
目
さ
れ
る
数
基
も
含
ま
れ
て
い
る
。
丁
重
な
供
養
が
行
な
わ
れ
た
筈
の
当
時
に

於
て
、
な
お
か
つ
紀
年
銘
を
附
さ
な
い
も
の
の
あ
る
こ
と
は
、
単
な
る
省
略
と
ば
か

り
は
い
い
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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紀
年
と
同
様
の
間
題
と
し
て
、

⑬

・
＠
の
よ
う
に
単
に
「
禅
門
」
と
の
み
し
法
名

を
附
さ
な
い
も
の
も
あ
る
。
仏
式
で
葬
送
が
営
ま
れ
る
以
上
、
法
名
は
必
ず
附
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
な
い
こ
と
は
、
法
名
を
刻
ま
な
か
っ
た
も
の
か
、
法

名
を
貰
え
な
か
っ
た
も
の
か
。
後
者
の
場
合
、
寒
村
の
小
寺
に
於
て
は
、
し
ば
し
ば

住
職
無
住
の
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
こ
れ
と
関
連
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
多
数
の
板
碑
に
混
っ
て
、
確
認
の
た
め
運
び
こ
ま
れ
た
数
個
の
石
は
、

台
石
や
前
石
と
も
異
な
り
、
明
ら
か
に
板
碑
に
ふ
さ
わ
し
い
形
・
大
き
さ
を
と
り
な

が
ら
何
ら
文
字
の
痕
跡
を
認
め
ら
れ
ず
、
調
査
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

以
上

一
連
の
問
題
点
は
、
現
時
点
に
於
て
、
碑
面
上
に
確
認
し
得
る
文
字
の
無
い

こ
と
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
板
碑
の
文
字
は
「
彫
ら
れ
る
も
の
」
と
い
う
前
提
の
も

と
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
仮
に
、
こ
れ
を
他
の
表
示
法
、
た
と
え
ば
、

う
る
し
書
き
、
ま
た
は
墨
書
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
長
年
月
、
雨

露
に
さ
ら
さ
れ
て
消
失
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
小
泊
の

場
合
、
果
し
て
そ
の
よ
う
な
手
法
が
採
用
さ
れ
た
も
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
宮
城
い
し
ぶ
み
会
『
松
島
の
板
碑
と
歴
史
』
は
、
「
墨
書
板
碑
」
と
し

て
次
の
よ
う
な
報
告
を
し
て
い
る
。
（
要
点
の
み
）

『
碑
面
に
は
「
為
也
」
と
そ
の
右
脇
に
「
敬
白
」
の
四
字
が
（
墨
書
で
）
達
筆
な

書
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
（
中
略
）
彫
刻
の
代
用
と
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
彫

刻
す
る
前
段
階
の
作
業
工
程
の
―
つ
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
』
。
東
北
で
は
昭
和
五

十
三
年
度
調
査
に
よ
る
福
島
県
籾
山
遺
跡
の
出
土
例
が
あ
る
。

(6
)
・(
7
)

十
、
高
橋
克
弥
氏
及
び
舘
田
・
西
條
両
氏
調
査
資
料
に
つ
い
て

昭
和
三
十
一
年
、
当
時
、
北
上
村
相
川
中
学
校
教
諭
で
あ
っ
た
高
橋
克
弥
氏
が
、

「
桃
生
郡
北
上
村
（
旧
十
三
浜
村
）
の
う
ち
北
部
に
所
在
す
る
古
碑
に
つ
い
て
」
と

い
う
調
査
報
告
書
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
上
町
在
住
の
舘
田
虎
弥
太
、
西
條

久
雄
の
両
氏
が
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
四
十
六
年
に
か
け
て
、
当
地
区
の
板
碑
の
調

査
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の

二
回
の
調
査
資
料
と
、
今
回
の
調
査
を
対
比
し
て
若
干
述
べ
て
み
た
い

。

小
泊
に
於
け
る
第
一
回
調
査
の
区
域
は
、
海
岸
津
波
記
念
碑
前
、
佐
々
木
市
三
郎

氏
宅
後
の
山
、
佐
々
木
峻
氏
（
実
は
孝
志
）
宅
井
戸
脇
の

三
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
基
数
は
十
六
、
こ
れ
ら
は
全
て
第
二
回
調
査
に
よ
っ
て
同
じ
場
所
で
確
認
さ
れ

て
い
る
。

第
二
回
調
査
は
、
県
道
津
波
記
念
碑
前
、
佐
々
木
孝
志
氏
宅
裏
山
及
び
井
戸
脇
、

佐
々
木
清
孝
氏
裏
山
、
佐
々
木
孝
志
氏
宅
地
内
東
前
方
崖
に
於
て
行
な
わ
れ
た
。
確

認
基
数
三
十
三。

第

一
回
と
第
二
回
の
調
査
対
象
区
域
を
対
比
す
る
と
、

A
.
「
海
岸
津
波
記
念
碑
前
」
と
「
県
道
津
波
碑
記
念
碑
前
」
は
同
一
場
所
の
異
称
。

B
.

「
佐
々
木
市
三
郎
氏
宅
後
の
山
」
は
「
佐
々
木
孝
志
宅
裏
山
」
。
「
佐
々
木
清

孝
氏
裏
山
」
と
表
現
が
変
わ
る
が
、
同
一
区
域
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

C
.

「
佐
々
木
孝
志
宅
井
戸
脇
」
は
同
じ
。

D
．
⑰
の
所
在
地
を
第
一
回
調
査
で
は
「
所
在
・
出
土
、
右
に
同
じ
」
と
し
て
、

「
海
岸
津
波
記
念
碑
前
に
あ
り
、
佐
々
木
峻
氏
所
持
地
よ
り
出
土
」
を
示
し

て
い
る
が
、
第
二
回
調
査
で
は
現
在
地
を
記
し
て
い
る
。
佐
々
木
孝
志
氏
に

よ
れ
ば
第

一
回
調
査
の
記
録
が
誤
り
で
あ
る
と
の
証
言
を
得
た
。

こ
れ
ら
の
板
碑
は
今
回
の
調
査
で
は
、

A
、
の
板
碑
は
そ
の
後
、
佐
々
木
孝
志
氏

宅
裏
へ
集
積
さ
れ
た
が
、
今
回
、

C
区
と
し
て
調
査
さ
れ
、

B
、
の
も
の
は
、

A
.

B
•
D

区
内
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、

C
、
は
移
動
さ
れ
て

C
区
の
な
か
に
現
存
し
、

D
、
は

E
区
と
し
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
第
二
回
調
査
で
確
認
さ
れ
た
板
碑
の
う
ち
、
六
基
が
遂
に
発
見
さ
れ
る
こ

と
な
く
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
全
容
次
の
と
お
り
。

- 99 -



こ
の
う
ち
、
（
失
ー

4
.
5
.
6
)
は
、
第
一
回
で
は
調
査
さ
れ
て
い
な
い

。
ま
た
、

第
二
回
調
査
の
際
、
連
続
番
号
、

16
、
17
、
18
、
を
附
し
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
近
接

区
域
に
所
在
し
た
も
の
と
も
受
け
と
れ
る
。

第
二
回
調
査
以
後
、
移
動
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、

⑫
（
応
水
十
六
年
）
は
、
第
二
回
で
「
孝
志
氏
裏
山
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
今

回、

C
区
内
で
確
認
さ
れ
た
。
滑
落
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑭

「
孝
志
氏
宅
井
戸
脇
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
が

C
区
に
含
ま
れ
て
い
た
。
人
為

的
に
移
動
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
「
孝
志
氏
裏
山
」
と
す
る
も
の
は
、
今
回
の

A

.
B
.
D
区
に
ま
た
が
り
、

そ
の
間
の
移
動
に
つ
い
て
は
審
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

註第一回‘第二回のNOは調査当時の知を示す。

失 失 失 失 失 失 No. 
6 5 4 3 2 1 

.fl 弁：
道

i 尼
妙 万 妙

旦泉 高 泉 ロ

i 
同 同 同 同

氏佐

悶同 々

右 右 右 右 右 地

調第
No.44 No.43 No.39 

査回

調第
No.18 No.17 No.16 No. 8 二

査回

44 59 54 46 53 56 
法X X X X X X 

18 25 14 18 11 18 
X X X X X X 量
5 5 10 6 10 5 

同

大

室

北
上
町
長
塩
谷

た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

⑰
、
⑪
、
⑮
に
つ
い
て
第
一

回
調
査
は
、
そ
の
所
在
地
を
「
佐
々
木
市
三
郎
氏
宅

後
の
山
出
土
、
海
岸
津
波
記
念
碑
前
に
あ
り
」
と
し
て
い
る
。
「
市
三
郎
氏
宅
後
山
」

に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、

A
.
B
.
D
区
を
包
含
す
る
も
の
で
、
そ
の

何
れ
の
区
に
属
し
た
も
の
か
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
出
土
地
が
判
明
し
て
い
る
以

上
、
そ
れ
程
古
い
こ
と
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
崩
落
し
た
も
の
が
記
念
碑
前
に
運
ば

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

行
衛
不
明
の
六
基
は
、
何
れ
も
高
さ
が
四
四
ー
五
九
丑ノ
と
小
型
且
つ
軽
量
で
、
持

運
び
が
簡
単
な
こ
と
か
ら
、
別
途
利
用
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
も
の
と
お

も
わ
れ
る
。

第
一
回
調
査
に
於
て
は
A
区
は
全
く
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、

B
区
の
多
く
も
対
象

と
さ
れ
な
か

っ
た
。
第
二
回
調
査
が
昭
和
四
十
五
年
に
行
な
わ
れ
、
佐
々
木
ふ
か
子

氏
が
A
区
の
板
碑
の
存
在
に
気
が
付
い
た
の
は
昭
和
四
十
七
年
ご
ろ
と
い
わ
れ
る
か

ら
、
第
一
回
調
査
の
昭
和
三
十
年
ご
ろ
の
段
階
で
は
、
部
落
の
人
た
ち
に
も
意
識
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い

。

以
上
の

二
回
の
調
査
に
よ
り
、
紛
失
板
碑
の
存
在
を
知
り
、
旧
所
在
地
を
知
り
得

十
一

、
周
辺
地
域
と
の
比
較

小
泊
有
紀
年
板
碑
は
正
応
三
年

（

ニ

―九

0
)
を
上
限
と
し
、
延
徳
四
年
(
-
四

九
二）

を
下
限
と
す
る
二
百
二
年
間
に
亘
っ
て
、
二
十
基
の
造
塔
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
を
近
隣
に
比
較
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（表

II参
照
）

貞
治
二
年
(
-
三
六
三
）
よ
り
永
享
七
年
(
-
四
三
五
）
ま
で
、

約
七
十
年
間
に
二
十
六
基
。

（但
し
、
天
文
十
七
年
碑
は
特
異
と
し
て
除
く
）

延
文
三
年
(
-
三
五
八
）

よ
り
永
和
三
年
(
-
三
七
七
）
ま
で
、

- 100-



種

子

ア

弘

安

六

年

(

―

二

八

三

）

正

安

元

年

(

―
二
九
九
）

が
あ
り
、
小
泊
の
、
ア
・
バ
ン
・
バ
ン
・
キ
リ
ー
ク
種
子
と
同
じ
く
、
と
も
に
大
日

如
来
を
主
体
と
す
る
密
教
信
仰
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

南
北
朝
期
に
入
る
と
、
大
日
如
来
に
加
え
て
阿
弥
陀
如
来
が
多
く
な
る
。
貞
和
代

よ
り
地
蔵
種
子
を
附
す
も
の
が
目
立
ち
、
波
伝
谷
一
、
寺
浜
二
、
大
指
四
、
相
川
二
、

大
室

一
、
長
塩
谷

一
、
小
泊

一
と
十
二
基
に
達
す
る
造
立
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（但

し
大
指
の

一
基
は
種
子
不
明
で
あ
る
が
、
小
泊
と
同
じ
「
造
作
五
逆
罪
」
の
低
を
か

か
げ
、
同
じ
永
和
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
小
泊
の
種
子
「
力
」
に
準
じ
て
加
え
た
）

。

特
に
永
和
代
に
は
寺
浜
一
、
大
指
一
、
大
室
一
、
小
泊

一
と
各
浜
ご
と
に
陸
続
と
造

種
子
ア

種
子
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
先
ず
、
鎌
倉
期
の
も
の
が
波
伝
谷
に

と
す
る
近
隣
浜
々
の
な
か
で
特
出
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

ヶ
‘
ヶ

ノゞ

ン
サ

応
永
十
三

年

(
-
四
0
六

寺
浜

キ
リ
ー
ク

長
塩
谷

同

波
伝
谷

志
津
川
町
寺
浜

ま
で
、
約
七
十
年
間
に
十
三
基
。

同

大

指

同

相
川

約
百
年
間
に
十

一
基
。

貞
和
三
年
(
-
三
四
七
）

嘉
暦
三
年
(
-
三
二
八
）

約
二
十
年
間
に
五
基
。

約
二
十
年
間
に
五
基
。

よ
り
宝
徳
四
年

(-
四
五
三）

ま
で
、

よ
り
観
応
二
年

(
-
三
五
一
）

ま
で
、

（
但
し
、
大
室
•
相
川
・
大
指
は
一
部
に
於
て
調
査
未
済
）

康
永
四
年
(
-
三
四
五
）

弘
安
六
年

(
―
二
八
三
）

約
百
十
年
間
に
十
基
。

よ
り
応
水
二
十
二
年
(
-
四

一
五）

よ
り
応
水
四
年

(
-
三
九
七
）

ま
で
、

右
に
よ
れ
ば
小
泊
は
、
波
伝
谷
よ
り
七
年
お
く
れ
て
造
塔
が
始
ま
る
が
、
終
末
は

約
百
年
も
お
そ
く
、
そ
の
間
、
約
二
百
年
の
長
期
に
亘
り
、
二
十
年
な
い
し
百
十
年

立
さ
れ
、
さ
ら
に
永
徳
・
康
応
と
つ
づ
く
。
永
和
代
に
は
す
で
に
、
三
十
五
日
忌
供

養
本
尊
と
し
て
の
請
来
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
だ
が
、
地
蔵
に
対
す
る
特

別
な
信
仰
が
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
も
否
め
ま
い
。
と
も
あ
れ
傾
向
と
し
て
、
小
泊
に

特
出
す
る
も
の
は
見
出
せ
な
い

。

室
町
期
で
は
、
十
三
仏
信
仰
が
定
着
し
た
感
が
あ
り
、
そ
の
供
養
本
尊
と
し
て
の

諸
仏

•

諸
菩
薩
の
出
現
で
多
様
化
す
る
傾
向
は
各
浜
共
通
で
あ
る

。

侶
の
主
な
る
も
の
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
「
造
作
五
逆
罪
」
は
、
長
塩
谷

•

永
享
五

年

(
-
四
三
三
）
、
志
津
川
町
大
舟
宝
徳
三
年
(
-
四
五

二）

が
あ
り
、
何
れ
も
種

子
を
「
力
」
と
す
る
と
こ
ろ
は
小
泊
と
同
じ
で
あ
る
が
、
小
泊
が
最
も
早
く
、
ほ
か

に
、
大
指
（
種
子
不
明
）
に
永
和
代
の
も
の
が
あ
る
。

「
是
法
平
等
•
無
有
高
下
」
金
剛
般
若
経
を
出
典
と
す
る
こ
の
侶
は
、

ン

応
永
二
十
年
(
-
四

一
三）

応
永
十

一
年

(

-
四
0
四
）

文

口

五

（

不

明

が
あ
り
、
小
泊
の
も
の
は
「
平
等
」
が
な
く
、
無
紀
年
で
あ
る
。
海
岸
部
で
あ
る
長

塩
谷
・

寺
浜
に
応
永
代
の
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
小
泊
の
も
の
に
つ
い
て
も
同
年

代
に
相
当
す
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
傷
に
つ
い
て
は
、
近
隣
地
区
と
極
端
な
差
異
は
認
め
ら
れ
ず
、
五

大
種
子
・
真
言
に
つ
い
て
も
特
に
記
す
べ
き
も
の
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い

。

長
塩
谷
に
、
孝
子
に
か
え
て
「
教
子
」
と
す
る
も
の
、
永
享
ニ
・
三

•
四
•
五
・

七
年
と
使
用
例
が
あ
り
、
ま
た
、
「
今
月
日
」
と
す
る
も
の
が
永
享
五
•
六
•
七
年

に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
小
泊
•
大
室
・
大
指
•
相
川
・
寺
浜
・
波
伝
谷
に
は
使
用
例

は
な
く
、
長
塩
谷
独
得
の
も
の
で
、
こ
の
こ
と
は
永
享
年
代
、
長
塩
谷
に
か
ぎ
る

（少

な
く
と
も
北
部
浜
々
と
関
係
な
い
）
指
導
者

（僧
侶
）
が
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
永
享
二

i
七
年
(
-
四
三

o
i
三
五
）
に
十
一
基
の
供
養
碑
が
建
ち
、
特

に
高
い
密
度
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
な
か
に
「
了
覚
禅
門
」
の
た
め
の
も
の
五
基
（
同

五
•
六
•
七
年
）
、
佳
仙
禅
門
の
も
の
二
基
（
同
四
•
五
年
）
、
妙
月
禅
尼
、
三
基
（
同

五
•
六
•
七
年
）
で
何
れ
も
死
亡
年
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
単
に
死
亡

者
の
多
少
の
み
が
造
立
数
を
左
右
す
る
も
の
で
な
く
、
時
の
僧
侶
の
指
導
勧
奨
に
よ

り
大
い
に
供
養
仏
事
の
気
運
を
た
か
め
造
立
に
至
ら
し
め
得
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、

こ
の
あ
と
、
永
享
七
年
を
最
後
に
忽
然
と
消
滅
す
る
。
こ
の
急
激
な
経
焉
は
、
こ
れ

迄
の
経
過
を
た
ど
っ
て
み
れ
ば
、
造
立
思
想
の
退
廃
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
指
導
者

た
る
僧
侶
の
退
居
に
よ
り
無
住
寺
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
ほ
か
、

る
も
の
と
思
考
す
る
の
で
あ
る
。

一
三
六
三
ー
一
三
七
四

（
貞
治

i
応
安
）
、

一
三
九

O
i
―
四
一

三
（
明
徳

i
応
永
）
と
年
代
的
に
二
つ
の
プ
ロ
ッ
ク
を
形
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も

僧
侶
の
在
否
に
基
づ
く
と
の
判
断
も
可
能
と
な
ろ
う
。

長
塩
谷
の
場
合
、
有
紀
年
板
碑
が
全
基
の
約
半
数
に
及
び
、
対
比
分
析
が
容
易
で

あ
る
こ
と
か
ら
―
つ
の
考
察
を
試
み
、
そ
の
試
論
が
小
泊
板
碑
に
つ
い
て
も
通
用
す

板
碑
の
材
質
・
形
・
大
き
さ
に
つ
い
て
も
周
辺
地
域
と
の
格
別
の
差
異
は
認
め
ら

れ
な
い
。
地
質
・
自
然
環
境
を
同
じ
く
す
る
こ
と
か
ら
当
然
と
い
え
る
も
の
で
あ
ろ

、つ
以
上
の
こ
と
か
ら
波
伝
谷
以
南
、
長
塩
谷
に
至
る
海
岸
部
一
帯
は
、
板
碑
に
関
す

る
限
り
、
概
ね
、
同
一
文
化
圏
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
小
泊
も
そ
の
な
か
に
包

含
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

終
り
に
二
、
三
附
記
し
た
い
。

金
箔
を
附
す
も
の
に
◎
が
あ
る
。
無
紀
年
だ
が
室
町
と
推
定
さ
れ
、
種
子
サ
ク
の

陰
刻
部
全
体
に
金
箔
を
施
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
剥
げ
落
ち
て

い
る
。
⑪
は

B
区
に
あ
り
、
種
子
の
み
で
紀
年

・
願
文
・
法
名
も
な
く
、
七
九

x
三

五丑
ノと
小
型
で
あ
る
。
即
ち
、
簡
略
化
さ
れ
た
板
碑
、
信
仰
衰
微
期
の
板
碑
と
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
金
箔
荘
厳
を
施
し
て
い
る
事
実
に
注
目
し
た
い

。
ま

た
こ
の
金
箔
は
、
十
日
ほ
ど
で
大
半
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
極

く
微
細
で
は
あ
る
が
金
箔
の
あ
と
を
残
す
も
の
が
二
基
あ
っ
た
こ
と
と
、
佐
々
木
ふ

か
子
氏
が
昭
和
四
十
七
年
頃
、
A
区
の
埋
れ
て
い
た
板
碑
を
引
き
お
こ
し
た
際
、
殆

ど
の
碑
の
種
子
に
金
箔
が
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
A
区
は
殆
ど
室
町
期
と
推
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
の
板
碑
は
金
箔
荘
厳
す
る
こ
と
が
一
般
化

し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
金
箔
は
、
二
、
三
年
で
消
え
て
し
ま
っ
た

゜
、つ
ヽ

と
し第

一
•
第
二
回
調
査
に
於
て
確
認
さ
れ
な
が
ら
、
今
回
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
板
碑

（失
l
)

に
は
「
道
籠
上
座
」
の
僧
侶
名
が
入
っ
て
い
る
。
上
座
と
は
、
禅
宗
で
、

修
行
中
の
僧
に
附
さ
れ
る
も
の
。
小
型
の
石
（
五
六

x
一
八
X
五
丑／
）
で
形
も
不
整

で
あ
り
、
記
録
に
よ
る
の
み
な
の
で
推
量
の
域
を
出
な
い
が
、
お
そ
ら
く
室
町
中
期

以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

僧
侶
の
供
養
碑
が
こ
の
地
に
建
つ
こ
と
は
（
種
子
か
ら
百
ケ
日
供
養
か
）
こ
の
地

に
庵
も
し
く
は
寺
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
佐
々
木
孝

志
氏
談
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
氏
の
敷
地
内
に
、
昔
、
尼
寺
が
あ
っ
た
と
の
口
伝
が
伝

わ
っ
て
お
り
、
庭
先
に
樹
齢
五
百
年
以
上
と
い
わ
れ
る
梅
の
古
木
が
あ
る
こ
と
、

B

区
に
直
径
二
ぃIO
ほ
ど
の
大
欅
の
根
株
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
九
十
基
に
近
い
板
碑
群

が
建
つ
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
あ
な
が
ち
虚
説
と
ば
か
り
云
え
な
い
点
も

あ
り
、
今
後
の
解
明
に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

板
碑
の
通
念
か
ら
見
て
、
小
泊
板
碑
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
。

天
蓋

•
花
瓶
・
蓮
座
を
伴
う
も
の
が
な
い
こ
と
。
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て
い
る
。

三
尊
形
式
•
名
号
・
題
目
板
碑
の
な
い
こ
と
。

光
明
真
―
―
―
口
を
附
す
も
の
が
な
い
こ
と
。

個
人
の
逆
修
と
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
。

褐
を
附
す
も
の
が
五
基
と
少
な
い
こ
と
。

十
二
、
ま
と
め

小
泊
に
於
け
る
板
碑
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
を
以
上
の
如
く
述
べ
て
き
た
が
、

こ
れ
を
箇
条
的
に
要
約
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
確
認
基
数
七
六
基
の
う
ち
紀
年
名
を
有
す
る
も
の
二

0
基
、
そ
の
上
限
は
正

応
三
年
(
―
二
九

0
)
、
下
限
は
延
徳
四
年
(
-
四
九
二
）
で
、
そ
の
間
二

O

二
年
で
あ
る
。

2

、
素
材
は
粘
板
岩
及
び
砂
岩
の
自
然
石
を
用
い
、
主
と
し
て
附
近
の
沢
•
山
麓
•

海
岸
か
ら
採
集
さ
れ
、
そ
の
大
き
さ
は
、
造
立
初
期
（
鎌
倉
期
）
の
も
の
は
比

較
的
大
型
で
あ
る
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
次
第
に
小
型
化
の
傾
向
を
示
し

3
、
種
子
は
、
南
北
朝
期
頃
ま
で
は
密
教
色
が
強
く
、
室
町
期
に
入
る
と
年
忌
供

養
仏
が
殆
ど
を
占
め
、
十
三
仏
信
仰
が
定
着
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

4
、
双
式
板
碑
が
造
立
初
期
に
二
例
み
ら
れ
、
ま
た
、
石
巻
市
狐
崎
の
双
式
碑
の

存
在
と
合
わ
せ
、
南
三
陸
海
岸
一
帯
に
、
今
後
さ
ら
に
同
形
式
板
碑
の
発
見
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

5
、
文
殊
信
仰
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
一
基
あ
り
、
志
津
川
町
波
伝
谷
の
同
式
碑

と
合
わ
せ
、
当
該
碑
の
時
期
に
天
台
密
教
が
こ
の
地
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。

6
、
板
碑
造
立
は
、
先
ず
舌
状
段
丘
部
下
端
に
は
じ
ま
り
、
逐
次
、
段
丘
上
方
部

絵
像
が
な
い
も
の
。

7
 

6
 
5
 
4
 
3
 
2
 

舘
田
虎
弥
太
•
西
條
久
雄
「
調
査
資
料
」
•
昭
和
四
十
五
·
六
年

つ
い
て
」
•
昭
和
三
十

一
年

河
北
地
区
教
委
「
長
塩
谷
の
板
碑
群
調
査
報
告
書
」
•
昭
和
五
十
八
年
・
松
弘

堂

高
橋
克
弥
「
桃
生
郡
北
上
村
（
旧
十
三
浜
村
）
の
う
ち
北
部
に
所
在
す
る
古
碑
に

佐
藤
正
助
「
旭
ケ
浦
物
語
」

・
昭
和
六
十
年
・
N
S
K
地
方
出
版
社

佐
和
隆
研
「
密
教
辞
典
」
•
昭
和
五
十
六
年
・
法
蔵
館

司
東
真
雄
「
梵
字
教
本
」

服
部
清
道
「
板
碑
概
説
」
・
昭
和
五
十
二
年
・
角
川
書
店

註

釈

へ
移
行
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

7
、
享
徳
二
年
逆
修
碑
の
前
後
約
五

0
年
の
空
白
は
、
長
塩
谷
板
碑
に
於
け
る
永

享
代
の
事
例
に
照
ら
し
、
僧
侶
無
住
に
起
因
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
当
逆
修
結

衆
碑
は
、
新
し
い
僧
侶
の
指
導
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
。

8
、
周
辺
地
域
と
の
対
比
に
つ
い
て
は
、
小
泊
が
最
も
長
い
造
立
期
間
を
有
し
、

種
子
の
彫
法
・
材
使
選
択
に
つ
い
て
は
、
北
上
川
流
域
部
と
異
質
で
あ
り
、
追

波
河
口
以
東
海
岸
部
に
共
通
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
。

9
、
金
箔
を
附
す
例
は
、
周
辺
で
は
長
塩
谷
・
東
福
田
な
ど
に
も
み
ら
れ
、
県
内

で
知
ら
れ
て
い
る
埋
没
板
碑
の
多
く
に
も
金
箔
の
附
さ
れ
た
例
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
該
荘
厳
手
法
は
、
可
成
り
一
般
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

（
勝
倉
元
吉
郎
）
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①
有
紀
年
板
碑

（表
I
)
小
泊
中
世
板
碑
一
覧
表

計
測
最
大
値
(cm)

託
No. 
西
暦
紀
年
銘
種
子
イ
易
又
は
真
言

願
文

品
巾
厚
石
質

形
状
旧
No.
備

考

①
 
1290 
正
応
三
十
年
月
廿
五△
H
 
祢

136 
34 
3.5
 粘
板
岩
C
 
III 
35 

②
 
1290 
正
応
三
十年
月
廿
五
H
刃

126 
34 
26 
粘
板
岩
C
 
III 
74 

③
 
13
17
 
文
保
元
年

97
 28.5 
10 
砂
岩
B' 
II 
58 
（穿
孔
貝
痕
あり
）

十
一
月
十
五
日

④
 
1325 
正
中
二
年

102 
17
 11. 5
 砂
岩
B
'
 
III 
52 

四
月
九
日

⑤
 
1336 
延
元
元
年
丙
子甘
it 

右
聖
霊
志
者乃
為
至
法過
去
界
衆
悲
母生
也
111 
4
1
 
18
 粘
板
岩
C
 
III 
40 
瓢

八
月
七
H

⑥
 
1336 
延
亡
コ
八
丙
月
子
廿
七
日

右幽儀志者平為等
利慈益父
也

111 
40 
16
 砂
岩
C
 
III 
27 
瓢

⑦
 
1349 

貞
和
五
年
十
巳
丑
祢

133 
25
.5
 10.
5
 粘
板
岩
B
'
 
III 
18
 
霊胃

月
十
五
日

⑧
 
1351 
観
応
二
年

右
去
志
慈
者
父
為
悲
母

年
llO 
28 
13
 砂
岩
C
 
III 
28 
瓢

十
月
十
一
日

⑨
 
1372 
応
安
五
年
壬
子
祢

十皆是方
三阿
世
弥
仏陀
（
中
略
）

101 
18.5
 
17
 砂
岩
C
 
III 
73 

二
月
十
四
日

⑩
 
1378 
永
和
四
年
（
 

決
造
作
定
五
代
逆
受
苦罪
（
中
略
）

三
十（欠（五）
）カ
64 
30 
8.5 
粘
板
岩
C
 
III 
22 

（
下
半
欠
）

欠）
敬
（
欠
）

⑪
 
1399 
応
永
六
年

（三
十
）
カ
100 
27 
14
 砂
岩
C
 
III 
23 
敬
白

十
一
月
甘
七
日

五
日

⑫
 
1409 
応
永
十
六
年
弁
：

89 
27 
9
 粘
板
岩
C
 
III 
43 

四
月
日

⑬
 
1413 
応
永
甘
年

右
志
趣
者

90 
6
.5
 10.
5
 粘
板
岩
A
 
III 
83 

（断
碑
）

十
月
日

⑭
 
1413 
応
永
甘
年

刃刃
tt 

95 
34 
8
 粘
板
岩
A
 
III 
7
 

十
月
日

⑮
 
14
18
 
応
永
甘
五
年十

刃刃麦i
 呑

66 
28 
6
 粘
板
岩
C
 
III 
66 

月
H

⑯
 
1422 
応
永
甘
九
年十
急
刃刃麦i
 各

禅
門
102 
24 
14.5
 粘
板
岩
C
 
III 
39 

月
日

⑰
 
1453 
享
徳
二
天
⑳
)
 

逆修
一
結衆（誓）

11
6
 36
.5
 20
.5 
粘
板
岩
E
 
III 
77
 
（
甚
部
欠
）

二
月
彼
岸

⑱
 
1476 
文
明
八
年
弁：

右奉志
I
趣
者
道
春I
禅
門
57
.5
 
20 
6
 粘
板
岩
C
 
III 
88 

⑲
 
1482 
文
明
十
四
天

有不ヒ植現肘衆祈源生
頁
（
中
略
）

道
徳
禅
門回

169 
40 
19
 粘
板
岩
B
 
III 
50 
敬
白

二
月
甘
四
日

夫
塔
婆
者
＿＝
十
＿ニ
忌
辰
立

⑳
 
1492 
延
徳
四
年

妙
金
禅
尼
79 
23 
6
 粘
板
岩
A
 
III 
4
 

二
月
甘
四
H

ー文
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②
無
紀
年
板
碑

I種
子
！
闊
又
真
言
I
願

文
計
測
最
大
値
[
(
c
m
)国

石
文
9
質
註

:
 

隊
三

10
●
 

古 向
弓
巾
！
厚

王
魯

翠各
忍

⑳
 

f
 

11
9
 27 
17
 粘
板
岩
C
 
III 
26 

⑫
 

123. 5
 30
 14: 
粘
板
岩
C
 
II 
3
1
 

⑳
 
名

132 
31
 12
 砂
岩
c
 III 
32 

⑳
 

妙
金
禅
尼
50 
25 
8.5
 粘
板
岩
A
 
I
 
82 

⑮
 
名

妙
海
禅
尼
69 
32 
8
粘
板
岩
B
 
III 
90
 

⑳
 
名

79 
32 
10
粘
板
岩
B
 
III 
93 

⑰
 
芍

86 
31. 
5
 
7
粘
板
岩
C
 
III 
4
1
 

⑬
 
を

97 
39 
13
粘
板
岩
C
 
III 
25 

⑳
 
()f 

51
 24 
10
粘
板
岩
A
 
I
 (
A
)
 

2
6
 

⑳
 
名

道
朋
禅
門
72 
32 
8
粘
板
岩
D
 
III 
1
 

⑪
 
各
:t 

76
 23. 
5
 14
砂
岩
C
 
III 
45
 

⑫
 
谷

59 
26 
11. 
5
 砂
岩
B
 
I
 67 

⑬
 
名

道（欠）
62 
27 
5
粘
板
岩
B
 
III 
92 

⑭
 ii 

51
 29.5
 8.5 
砂
岩
B' 
I
 75 
（穿
孔
貝
痕
多
敷
）

⑮
 

52 
26 
7
粘
板
岩
B
 
I
 
70
 

⑯
 
弁

珂名
十
月
十囮
93 
21
 11
砂
岩
A
 
III 
6
 

⑰
 

98 
25 
8
粘
板
岩
C
 
Ill 
34 

⑱
 

70 
21
 14
砂
岩
C
 
Ill 
37 

⑲
 

56 
14.5
 7.5
 粘
板
岩
B
 
III 
57 

⑩
 

56 
23 
8.5
 砂
岩
B
 
III 
94 

⑪
 
芍：

妙
祐
善
尼
62 
20 
8.5
 粘
板
岩
C
 
III 
59 

⑫
 
芍：

妙
音
60.5 
15
 
8
粘
板
岩
B
 
III 
16 

⑬
 
芍：

128 
30 
11 
粘
板
岩
c
 III 
21
 

⑭
 

静
称
禅
尼
82 
41 
10
粘
板
岩
B
 
I
 47 

⑮
 

妙
金
禅
尼
59.5 
24 
17
 粘
板
岩
B
 
I
 53 
（穿
孔
貝
痕
あ
り

⑯
 

伏
以
妙
仙
禅
尼
70.5 
35
.5
 8.5
 砂
岩
B
 
I
 54 

＠
 

奉
道
泉
禅
門
之
為
也
98.
5
 17
 7.5
 粘
板
岩
A
 
III 
87
 瓢
＿

⑱
 

道
称
禅
門
58.5 
29 
5
粘
板
岩
A
 
I
 
14
 （
穿
孔
貝
痕
あ
り
）

⑲
 

霜
△
月
□
45.5 
36 
7
砂
岩
B
 
III 
9
1
 

[
三

s裟：
願
文
門
門
昇
誓
佑
,凌"質討
i

⑳
 
芍：

53 
21 
3
粘
板
岩
B
 
II 
55
 

⑪
 
芍：

73 
39 
7
砂
岩
B
 
III 
68 

⑫
 
.'(: 

58 
25 
4.5
 粘
板
岩
C
 
III 
72 

⑬
 

76 
38
.5
 
6
粘
板
岩
A
 
III 
85 

⑭
 
訛

過△
去△詞
麟
107
 35.5
 13
砂
岩
B
'
 III 
19
 

⑮
 
.JU_: 
i
麦
不
□
刃：

58 
29
.5
 
6
粘
板
岩
C
 
III 
89
 

⑮
 

65 
26 
11
砂
岩
A
 
I
 15 

＠
 熊

133 
33 
11 
粘
板
岩
C
 
III 
65 

⑬
 
麦

右
志
者
道
□
禅
門
96 
34 
9
粘
板
岩
A
 
III 
80
 畠

⑲
 
麦

妙
金
禅
尼

15
 
5
 粘
板
岩
,
B
'
 III 
20 

@) 
慈
一悉
仏皆
成
成
道仏
（中略）

七
周
忌
塔
婆
也
62 
31
 12.5
 粘
板
岩
A
 
III 
11 
施
主

右
志
者
道
泉
禅
門

敬
白

＠
 悉

妙
清
69 
38.5
 
9
砂
岩
A
 
I
 12
 

⑬
 
悉

妙
底
禅
尼
60.5 
24 
4._5 
砂
岩
B
 
I
 17 

⑬
 
悉
是
無
法有
高
下

禅
門
79 
33 
12.5 
粘
板
岩
C
 
III 
60 
（甚部欠）

砂
惑

妙
讃
禅
尼
64 
25 
8
粘
板
岩
C
 
I
 61 

⑮
 
惑

右
妙
心
75 
18
 
8
砂
疇
岩
D
 
II 
71 

⑮
 
々

104 
20 
15 
粘
板
岩
C
 
III 
38 
（両側面欠）

＠
 

禅
門
89 
26 
9.5
 粘
板
岩
A
 
III 
3
 

慇
30 
30 
10
粘
板
岩
B
 
I
 69
 
（下半欠）

⑲
 
珂刃
了t
麦l{
利刃

右
道
秀
104
 31. 
5
 
8
砂
岩
A
 
III 
8
1
 

⑳
 
不
明

妙
金
禅
尼
38 
26.5 
10
粘
板
岩
A
 
I
 84
 々
ヵ（上方欠）

⑪
 
不
明

41
 20 
10
粘
板
岩
A
 
III 
86
 i
ヵ（上方欠）

⑫
 

95.5
 10.
 
5
 15
粘
板
岩
C
 
III 
78
 

⑬
 
円
相

53 
32 
6
砂
岩
B
 
I
 56
 

⑭
 
？
 

口
95 
23 
7.2
 砂
岩
D
 
III 
2
 

⑮
 
？
 

85 
34 
12
粘
板
岩
C
 
III 
62
 

⑯
 
？
 

58 
28 
8.2 
粘
板
岩
A
 
III 
8
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（表II) 小泊周辺地域の主要板碑群年代分布
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河北地区教委―

一長塩谷板碑群調査報告
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胃
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21 

しこ

よ

1 
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2
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（表III)

種子使用頻度表

十三仏と忌日（定説とされる）

及び小泊板碑に表われた種子

種子ぷ，I 有 唸和 紀 年 無紀年基数
計

基数 年 号 確不確

刃ァ1 正応三年 1 

奇：4 文保元年延I I 
1 2 7 

正中二年応永廿年

バ 1 
享 徳二天

5 6 

芥 ノクゞ 1 1 

谷： 4 4 

府汀 4 正応三年観応二年 4 1 ， 貞和 1i年応安五年

4サ 5 5 

3 
応永十六年文明八年

13 16 応永廿五年

名ヵ 3 
永和四年延徳四年

5 8 
応永六年

°11 1 1 

ぢィ 1 1 

乎1 1 1 

2 応永廿年文明十四天 3 5 

2 2 

ti 1 応永廿九年 1 2 

ii : 1 延元元年 1 

f ノイゞ 2 2 

0 1 1 

不 明 3 3 

合 計 20 53 3 76 

種:9'翁C総-｛ ヰ忍;:吟 名
忍,己i.:. ヽ 日

f （カーン）不動明王 初七日
芥（バ ク）釈迦如来 二 七日

it （マ ン）文殊菩薩 三七日
卦（ア ン）普賢菩薩 四七日

名 （ カ ）地蔵菩薩 五七日

（ ユ ）弥勒菩薩 六七日

各（ベイ・バイ）薬師如来 七七 H
サ ）観音菩薩 百ケ日

(サ ク）勢至菩薩 一周忌

三年忌

l(ウ ン）阿閤如来 七年忌
麦（ウーン）同 上 ＂ 

~ （バ ン）大B如米（金剛界） 十三年忌
(バーンク）同 上 ＂ 

三十三年忌

刃（ ア ）大B如来（胎蔵界）

寿ぼローン）一字金輪

ぢ( ィ ）地蔵菩薩

芍（ イー ） 同 上

乎（ イー ） 同 上

1 (バイ・ベイ） 多 門 天
荘
[
熊
ぃ
尽
[
ン

•
名
竺ノ

.9r心
金剛界五仏 1

”
 

ォ`

[
d
ハ

ー

ラ
刃
ァ

大日如米応身真言

文殊五字真言
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第

1
号
ピ
ッ
ト
内
出
土
焼
石

細
礫
化
し
た
頁
岩
が

ピ
ン
ク
色
状
に
焼
け
た
だ
れ
て

い
る
。

11111 r I I I I j 1111111、111111111111111[ 1111111111111111111111111111111111111111111111111 

8 7 6 5 4 3 2 1 
0-105 

第

2
号
ピ
ッ
ト
内
出
土
焼
石

ピ
ッ
ト
底
面
部
の
残
度
約
邸
£
中
よ
り

検
出
し
た
焼
石
で
主
に
縁
部
の
焼
け
た

だ
れ
た
物
が
多
く
見
ら
れ
る
。

ー8 
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（
多
数
の
板
碑
が
地
表
面
に
倒
れ
て
い
る
）

江
戸
時
代
の
墓
石
が
い
く
つ
か
見
え
、
手
前
の
一

｛
左
傾
し
て
い
る
の
が
舟
墓
石

(
D
区
よ
り
斜
面
上
部
の
A
区
を
の
ぞ
む
）

●
発
掘
前
の
A
区
の
状
況

J
ii
 

●
発
掘
前
の

D
区
の
状
況
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（
東
よ
り
見
る
・
掘
り
下
げ
途
中
）

位
置
関
係
（
南
よ
り
北
方
向
を
見
る
）

（
掘
り
下
げ
途
中

・
西
側
よ
り
見
る
）

●
地
山
掘
込
溝
状
遺
構

●
近
世
墓
墳
群
と
溝
状
遺
構
の

●
溝
状
遺
構
西
側
溝

- 110-



（
掘
り
上
げ
後
、
南
よ
り
北
方
向
を
見
る
）

（左
1

号
・
右
2
号
ピ
ッ
ト
）

（
上
方
が
北
側
）

●
地
上
掘
込
溝
状
遺
構

●
溝
状
遺
構
内
部
の
ピ
ッ
ト

- 111-



（
南
側
か
ら
北
方
向
を
見
る
）

（
掘
り
上
げ
後
）

写
真
手
前
よ
り
右
順
に
一

[第
6
.
5
.
9
号
の
各
墓
墳

●

D
区
第
9
号
墓
損

●

D
区
墓
痕
群
状
況

-112-
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